

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　ＮＯＣＯ

















○プロローグ






　少女が二人、空くう虚きよな回かい廊ろうを歩いている。

　一人は誰だれの目にも美しい、と思わせる少女だった。濡ぬれ烏がらすの髪かみ、陶器人形ビスクドールのような肌はだ、時計仕じ掛かけの瞳ひとみ、瀟しよう洒しやな霊装ドレスの名は〈神威霊装・三番エロヒム〉。

　そしてもう一人は、薄うす紫むらさきがかった髪の白い少女。肌は先の少女に負けず劣おとらず白いが、好こう奇き心しんで輝かがやく瞳は対照的だ。何より彼女は霊装ドレスも純白で、どこか儚はかなげな雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

　先の少女が輝くダイヤモンドなら、後の少女はローズクォーツ。仄ほのかに紅べに色いろをした水すい晶しようのような少女は、そっと輝く金こん剛ごう石せきに寄り添そっていた。

　開放された門ゲートに飛び込んだ先の少女──時とき崎さき狂くる三みと後の少女──緋ひ衣ごろも響ひびきは、第七領域ネツアクへと向かっている。

「狂三さん、退たい屈くつですよー。しりとりでもしましょうよー」

　長く単調な【天へシヤマイム至る路・クヴイシユ】に飽あきた響は、盛さかんに狂三に話しかけるが彼女は心ここにあらず、という様子で歩いていた。

　──狂三が考えるのは、白の女王クイーンについて。

　絆ばん王おう院いん華かれ羽はは恋こい心ごころに追い込まれて殺された。つまり、白の女王クイーンは恋がどのようなものかを理解している。

　それは誰に対する恋なのか？

　考えれば考えるほど、嫌いやな予感……背筋も凍こおるような悪意を知覚する。

　白の女王クイーンが反転体であるならば。その恋心も歪ゆがみ、拗ねじくれているに違ちがいない。……その歪ゆがみは、はたしてあの女王にどういう結論を与あたえたのか。

　考察するにはあまりに材料が乏とぼしい。

　だが、もしあの人へ、あの方へ女王による危険が迫せまっているならば。

　どうすれば、いいのだろう。今の自分はようやく第七領域ネツアク、第一領域ケテルまではまだ遥はるか彼方かなただ。

　それどころか、まだ自分は。

　彼の名前すらも、思い出せていないのだ──。

　なのに慕ぼ情じようは日増しに募つのるばかり。声を聞きたかった、腕うでを組んで共に歩きたかった。

　いいや、それが叶かなわずとも──ただ、傍そばにいたかった。

　目を逸そらしていた疑問が再び浮ふ上じようする。時崎狂三、精せい霊れい、そして分身体である自分は。

　一体どうして、この隣りん界かいに存在するのだろう。

　他ほかの準精霊のように死んで、この世界に落ちてきたのか。あるいは──。

「くーるーみーさーん！」

　瞼まぶたを開くと、わずかに目め眩まいがした。響が顔を近付けて、自分は憤ふん慨がいしています、と言わんばかりに頰ほおを膨ふくらませていた。

「……」

　とりあえず、面おも白しろそうなので狂三は両手の指で響の頰を押した。ぷしゅー、と音がして空気が抜ぬけた。

「にゃー！　遊ばないでください！　人の頰を何だと思ってるんですか！」

「何だかそうして欲しい、という心の声が聞こえまして」

　くつくつと笑う。それで響はコロリと機き嫌げんを直したのか、狂三の隣となりに並んで歩き出した。

「それで。何を考えていたんですか？」

「あまり言いたくありませんわ」

「ああ、例の人ですね」

　即そく時じ看破された。何だか恥はずかしくて、狂三はそっぽを向く。すると響はニヤリと笑って顔を覗のぞき込もうとするのだ。

「おーやーめーなーさーいーまーしー」

「やーめーまーせーんー」

　ぐいぐいと響の顔を摑つかんでぶんぶんと上下に揺ゆさぶる。正直に言って、狂三はちょっと楽しい。

「……ところで、何でわたくしの考えていることがお分かりに？」

「それは簡単です。狂三さんがわたしにも敵にも他人にも見せたことのない顔をするのは、その人しか有り得ませんから」

　その言葉に、狂三は反射的に両頰を押さえた。

「……ど、どんな顔をしてますの」

　恥ずかしい、と思う。自分が彼のことを考えているときは、くじけそうなときだったり、あるいは浮うかれているときだったりして、いずれにせよ顔は蕩とろけそうなほどにだらしなくなっている気がする。

「それはまあ、言わぬが花というやつです。でも、クルミマニア的にはちょっと見み逃のがせない表情ですね！　額がく縁ぶちに入れて飾かざりたいです！」

「やめてくださいまし」

　ここで彼女の言葉を受け流すと、後日本当に飾られかねないので狂三は慌あわてて制止した。

　いい加減、彼女ともそれなりに長い付き合いだ。

　第一〇領域マルクトにおいて復ふく讐しゆうを果たし、そして狂三のパートナーとなった響は、やるときはとことんまでやる、という実行力の塊かたまりのような少女である。

　彼女が額縁に飾る、といえば本当に飾るだろうし──。

「……ところで絶対にやるな、という念押しをした上でお伺うかがいしますけれど。額縁の大きさはどの程度を想定しておられましたの？」

「え、そりゃ１０００／１スケール程度の額縁ですけど」

　なるほど。１／１０００ではなく１０００／１ということか。何となく、響が１０００倍に引き延ばされた狂三の顔をバックに『諸君らの愛する時崎狂三はかわいい。なぜか！』とか言い出す悪夢のような光景が想像された。

「よろしいですか。絶対に絶対に絶ッッッッ対に、やめてくださいまし」

「はーい」

　いい加減な返答に、狂三の警けい戒かい心しんが１ランク上じよう昇しようした。カメラを持ち出し次し第だい、警けい戒かい警報発令である。

「……ところで響さんも第七領域ネツアクに来訪したことはありますの？」

「はい。ただ、スペードエースさんが第七領域ネツアクについて概がい略りやくをしたためてくれました。そちらを読んでみますか？」

「ですわね。一いつ緒しよに読みましょう」

　響が開いた手紙を、隣で狂三が覗き込む。




　──ござる！




「何でしょうか、これ」

「挨あい拶さつではありませんの？」




　──やー、どーもどーも。いつもお世話になっております、スペードエースです。




「気さくな業界人みたいなノリで挨拶してますわね」

「じゃあ最初のござるは何なんでしょうか」




　──第七領域ネツアクについてですが。とりま簡単にまとめると以下のような感じでござる。まず、最大の特色はあの領域が貨か幣へい流通式というところでござる。この世は銭ぜにが全すべてでっせえええええ！




「なぜ急にトイチの金貸しみたいにガラが悪くなるんですかね」

「お金が大事という精せい一いつ杯ぱいの表現、というところ……ですの？」




　──何な故ぜに貨幣流通式なのかというと答えは簡単で、あそこがギャンブルで成立しているカジノ領域だからでござる。スロット、ルーレット、麻雀マージヤン、トランプ。何でもアリアリの、人によっては極ごく上じようのパラダイス！




「ギャンブル」

「カジノ領域」




　──で、あるが故ゆえに。あそこでは詐さ欺ぎもイカサマもバリバリ横行しています。気をつけてくださいね。先行した拙せつ者しやの主あるじなど、あんな男装イケメン美女みたいなツラしてる癖くせに滅め茶ちや苦く茶ちや騙だまされやすいことを思い出し、こうして慌てて文をしたためた訳でござる。




「キャルトさん、あの顔で騙されやすいとか……」

「属性盛りすぎじゃないですかね！　響は再びふくれっ面つらモードです！」




　──拙者はひとまず絆王院瑞みず葉は殿どのに頼たのんで第八領域ホドから第九領域イエソドに向かい、大事な準精霊を連れてくるでござるから、何かあったら我が主……キャルト・ア・ジュエー殿をお守りくだされば幸いです、ござる。




「大事な……準精霊？」

「どなたかしら」

「恋人とか？」

「恋カードとか？」




　──準精霊弁護士でござる。




「あー……（納なつ得とく）」

「ああ……（納得）」




　──あ、それから支配者ドミニオン佐さ賀が繰くれ由ゆう梨り殿はシスコンマッドサイエンティストで絡から繰くり仕じ掛かけの妹を製造して各領域に送り込んでいる、どう考えてもアレなタイプの方なのでお気をつけられたし。




「マッドですねえ」

「ですわねえ。あの方、道理で若じやつ干かん人間味が薄うすいと思いましたわ」




　──ではではー　[image: ノシ]。




「スペードエースさんは、一昔前のチャットに出しゆつ没ぼつする準精霊のようですね」

「わたくしは何故そんな比ひ喩ゆ表現を響さんが使うのかが不明ですわ」

　手紙はそこで終わっていた。二人はため息をついて、その手紙を折り畳たたむ。

　第七領域ネツアクへの門はすぐ眼前にあった。ロックはされていない。触ふれればこの扉とびらはすぐにでも開くだろう。

「では、行きますか」

「ところで響さん、あなたは騙されやすいタイプでして？」

「んー……。人並みですかね。嗅きゆう覚かくはそこそこ効く方だと自負していますが」

「なら、大だい丈じよう夫ぶですわね。わたくしは決して騙されませんし」

「すごく、危ない、フラグだ！」

「大丈夫ですわよ。わたくしには〈刻々帝ザフキエル〉がありますわ」

「……銃じゆうで脅おどすとか、ギャングの手口じゃないかと……」

　とは言え、だ。狂三は修しゆ羅ら場ばという修羅場をくぐり抜けた〝準〟のつかない精せい霊れいだ。

　生半可な詐欺師に取り込まれるような愚ぐは犯おかすまい。そもそもここは通り過ぎるだけの領域だ。佐賀繰由梨がどうあれ、まさか時崎狂三の邪じや魔まをするとは思えない。

　第八領域ホドも第九領域イエソドも、領域の平和を保つために立ち塞ふさがったが、逆に言えば、彼女に暴力で真っ向から立ち向かおうとする者はいなかった。

　当然である。

　彼女は恐おそらく現在の隣界において、唯ゆい一いつの精霊。

　時間と影かげという法則を支配する、本来は隣界せかいから除外されるべき怪かい物ぶつ。

「ええ、ええ。恐れる必要など、まったくありませんわ」

「ですねー！」

　それが、時崎狂三なのだから。

　二人は不敵に笑い、ぱんと音を立てて片手を重ね合わせた。

　此こ処こは絡繰り仕掛けの賭と博ばく場。文明的な人間たちがもっとも欲ほつする金銭が飛び交かう俗ぞく悪あくの世界。

　時崎狂三と緋衣響は、第七領域ネツアクに足を踏ふみ入れた────








○カジノ・バトル・ロワイヤル






「──という訳で。一億ＹＰユイポイントの支し払はらいで第六領域テイフアレトへの門は開かせてもらうよ!!」

　第七領域ネツアクに到とう着ちやくした時とき崎さき狂くる三みと緋ひ衣ごろも響ひびきは門を巡じゆん回かいしていた複数の佐さ賀が繰くれ唯ゆいの一人（一体、あるいは一機と呼こ称しようすべきかもしれないが）に声を掛かけ、支配者ドミニオンである由ゆう梨りの下もとへ連れて行くよう申し入れた。

「──────はい、了りよう解かいしました」

　その提案に一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくした唯だが、かくんと首を縦に振ふると二人を警戒する様子もなく、ふわりと空に飛びあがる。

「……意外にすんなりいきましたわね」

「いえ、まだ分かりませんよ。用心はしておきましょう。にしても──」

　響は周囲をきょろきょろと、呆ほうけたように見回す。これまでの領域にもそれぞれ特色があったが、第七領域ネツアクもまた奇き妙みようとしか言いようのない光景が広がっていた。

　例えば、あちこちにある時計はⅠからⅤの文字盤ばんが削けずられていた。前を行く佐賀繰唯に説明を求めると、彼女は淡たん々たんとした声で回答した。

「この領域は、常に午後六時から一二時までの六時間で一日が巡めぐります。午後六時から一日が開始し、午前一二時で一日が終わるのです」

「それはつまり……ずっと夜、ということですの？」

　こくん、と唯は頷うなずいた。

「賭博場がある領域に相応ふさわしいといえば相応しいですが」

　大たい抵ていのカジノというものは、夜が本番だ。となれば、一日中夜なら、一日中カジノが稼か働どうし続ける、ということだろう。

　そして時計を掲かかげる建物は、どれもこれもネオンサインでピカピカと艶あでやかなほどに輝かがやいている。

「不夜城……」

　空は夜でありながら、建物は夜を拒こばみ続ける。道行く準精霊たちも、これまでと違ちがってどこか大人びて見えるのは錯さつ覚かくだろうか。

　ふらふらと道路を歩く準精霊が手にしているのは、酒さか瓶びんに見える。彼女はそれをラッパ飲みしながら、陽気な歌声を発していた。

「他ほかの領域でお酒が出ることはあまりありませんが、ここでは別です。ＹＰのある限り、この領域の住人はどんなことでも可能です」

「ＹＰ？」

「……ユイポイントの略りやく称しようです」

「あら、愛されてますのね」

「……」

　唯は特に返答をせず、軽く首を傾かしげるだけに留とどめた。その透とう明めいな視線は、第八領域ホドで出会った唯とは異なり、感情そのものが欠落しているようだ。

「──私は数打ちですので。マスター手ずからお作りになった佐賀繰唯とは、性能が異なります」

「感情がないとか？」

「はい」

　響の問いかけにこくん、と量産型の唯は頷いた。いつのまにか周囲を取り囲んでいる他の量産型も、茫ぼう洋ようとした表情で狂三と響を見つめている。

「この第七領域ネツアクの中央。カジノ『ＩＳイズ』にマスターはいらっしゃいます」

　先頭を飛ぶ響の視線の先に、一ひと際きわ高いビルがあった。

「ＩＳ……何の略ですの？」

　狂三の問いかけに、響がニヤリと笑った。

「分かりました！　『無限の妹たちInfinite・Sisters』！」

「……いいえ。『妹で妹Imouto・Sisters』の略です」

　酷ひどい略称だ、と二人は心底思った。




　　　　◇




　きいきい、と安っぽい椅い子すが金属質な軋みひめいをあげている。それにぐったりと寄りかかった佐賀繰由梨は、無関心そうな瞳ひとみで来訪した二人を見やった。

　白いワンピースの上に白衣を重ね着した、何とも奇妙な風ふう体ていである。口を開くたび、ギザギザに尖とがった歯がチラチラ見えた。

「第六領域テイフアレトに行きたいのー？」

「ええ、ええ。是ぜ非ひ、向かいたいですわね。なので許可を戴いただけませんこと？」

「わたしたち、特にここで騒さわぎを起こすつもりはないのでー！」

　ふぅん、とつまらなそうに由梨は椅子を回転させる。

　軋きしむ音が増大して、狂三が顔をしかめた。

「で、どうですの？」

　狂三と響の背後には、先ほどの量産型唯が整列して由梨の命令を待ち受けていた。

　交こう渉しようが決けつ裂れつした場合、間違いなく戦せん闘とうが勃ぼつ発ぱつするだろう。

「別にいいけどー。当然、条件があるよ？」

　ニヤリ、と由梨は不敵に笑う。

「聞くだけは聞いてみますわ。従うかどうかは別問題ですけれど」

　狂三は既すでに、〈刻々帝ザフキエル〉に手を掛けかかっている。さすが好戦さにおいては他の追つい随ずいを許さないっていうか沸ふつ点てん低いな狂三さんはホント！　と響はハラハラしながら見守るしかない。

「そんなに難しいことでもないよ。というか、この条件は変えられない。いい？　第六領域テイフアレトへの扉を開かせたいなら──」




　──お金ＹＰを稼かせいでね。




　由梨はそう告げた。

「お金……」

「ま、私に銃をブッ放す前に第六領域テイフアレトへの門を見てみたら理解できるよー。ん？　行くのが面めん倒どうくさい？　しょうがないなー」

　指を一本、くいくいと動かすと由梨の背後にあったディスプレイの映像が切り替かわる。

　見慣れた巨きよ大だいな門。隣りん界かいにおける各領域を繫つなげる門ゲートだ。

「これが第六領域テイフアレトの門でー、ほらほら。門の右側にあるでしょ？　コインの投入口が」

　由梨の言う通り。確かに門は鎖くさりで厳重に封ふう鎖さされており、全すべての鎖がコインの投入口らしい装置に繫がれている。

　ポンポン、と由梨がディスプレイを指で叩たたいた。

「ここにＹＰコインを入れる。すると鎖が外れて門が開くようになってる」

　……ふむ、と狂三はしばしの沈ちん黙もくの後、尋たずねた。

「無理矢理破は壊かいしてもよろしいんですの？」

「捻ひねくれてるね、第三精霊！　破壊したら、何が起きるか保証はないよ。例えば、【天へシヤマイム至る路・クヴイシユ】が壊こわれるかもしれない。現状、白の女王クイーンがそこかしこに出現して大暴れしているときに、第六領域テイフアレトに繫げられないのは致ち命めい的てきだ。それでも破壊するなら──」

「全面戦争も辞さない、という訳ですわね」

　背後の佐賀繰唯たちが一いつ斉せいに苦く無ないを構えた。ため息をついて、狂三は解放しかかっていた〈刻々帝ザフキエル〉を再び霧む消しようさせる。

　佐賀繰由梨がどういう人物であれ、第七領域ネツアクを守る支配者ドミニオンとしての立ち位置を譲ゆずる訳にはいかない、というのは確かなようだ。

　となれば、やるしかない。

　第九領域イエソドでやったように、今回もまた。

「……で、いくら稼げばいいのですの？」

　由梨はギザギザの歯を見せびらかすようにニタリと笑い、宣言した。




「一〇〇，〇〇〇，〇〇〇ＹＰユイポイントの支払いで第六領域テイフアレトへの門は開かせてもらうよ!!」




　一億、という単語に二人は啞あ然ぜんとする。

「わたくしたちの手元には、一ＹＰも無いのですけれど」

「ああ、それなら大だい丈じよう夫ぶ。この第七領域ネツアクに訪おとずれた人には、とりあえず利子なしで一〇〇万ＹＰを貸し付けることになってるの。これを元手に働くもよし、ギャンブルで稼ぐもよし」

　由梨がどこからともなく取り出したコインを親指で弾はじいた。受け取った狂三は、そのコインを見て顔をしかめる。

　デフォルメされた佐賀繰唯が無表情でピースしている姿が、コインに刻印されていた。

「はいはい質問でーす。これを元手に働くとすると、期間はどのくらいかかります？」

「一〇〇〇万ＹＰ稼ぐのに、一年くらいかなー」

　由梨の言葉に、響と狂三は揃そろってため息をついた。

「ギャンブル一択たくですね」「ですわね」

　狂三はコインを影かげに向けて放ほうり投げる。

「預かっておきますわ～」

　影からシスタスの手がひょいと出て、コインを捕ほ獲かくした。

「……ちなみにそのコイン、正式な経けい緯いでの売買でないとエラーが起きるからね。要するに、強ごう盗とうなんかしてもムダってこと」

　ちぃっ、と狂三は露ろ骨こつに舌打ちした。

「じゃ、がんばってね。ああ、ある程度稼いだなら一発逆転大おお儲もうけの手段、ちゃんと教えてあげるから」

　由梨は手を振ふって、二人を見送った。




　　　　◇




「ああ──まったくもって、釈しやく然ぜんとしませんわ」

「一億、一億か……」

「真ま面じ目めに働く、という線はほぼありませんわね。十年掛かかるとか、馬ば鹿かげていますわ」

「加えて生活費もあるでしょうしね」

　ちらりと、響は自じ動どう販はん売ばい機きの飲み物の値段を確かく認にんした。何と、一二〇〇〇ＹＰである。要するに、現実世界における日本円を基準にすると一〇〇万ＹＰは一万ＹＰということになる。

「そして先ほど唯さんから伺うかがいましたが、安いホテルでも三〇万ＹＰするらしいですわ。つまり、何もしなければ四日目以降は野宿ということになりましてよ。ギャンブルで負けが込こめば、もっと短いですけれど」

　手元の一〇〇万ＹＰはあまりに心こころ許もとない。

「本日中に一〇〇万ＹＰを三〇〇万ＹＰにする。まずはそれを目指しますわよ」

「狂三さん、ギャンブル得意ですか？」

「さて、どうでしょう。記き憶おくにありませんわね。ただ、先も言いましたように騙だまし合いならそれなりに」

「ですよね……」

「響さんは？」

「よくぞ聞いてくれました！　何を隠かくそう、このわたしは！」

「はいはい。例によってなんか、割とスゴい能力持ちですのね響さん」

「聞いてくださいよちゃんとしっかりーー！　ギャンブルでは負け知らず、とまでは言いませんがそれなりに強いんですよ！　以前、第六領域テイフアレトで麻雀マージヤンで命を削けずった、この勝負師響の伝説を！」

「では勝負師響さん。まず、どのゲームで勝負するべきですの」

「ふーむ」

　響は無料配布されていた第七領域ネツアクの賭と博ばく場マップを覗のぞき込んだ。

「まず麻雀はダメですね。敵の実力が自分より下でも運でダメになる可能性があります。ディーラーと勝負するのも早計ですから、カードやルーレットも止やめておいた方が無難ですね。まずは、機械との勝負です」

「機械……」

「スロットです！　まずはそこからやってみましょう！」

　響は狂三の手を摑つかむと、ぐいと引っ張って手近なカジノへと飛び込んだ──。




　　　　◇




　佐賀繰由梨はほう、とため息をついて唯たちに汗あせを拭ぬぐってもらった。

「いやあ。あのプレッシャーはヤバいね」

　量産型の唯たちは言葉を返さない。そのことを承知の上で、由梨は一人呟つぶやく。

「本気で拒きよ絶ぜつしたら本気で殺されていたし、こちらが全力を出しても多分ダメだったろうなあ。やっぱり精せい霊れいはスゴい。桁けた違ちがいってこういうことか」

　由梨の言葉は正しい。時崎狂三は幾いく分ぶんか力を失っているとはいえ、彼女とその周囲にいた量産型たちを鏖おう殺さつするに有り余る力を持っていた。

　だが、狂三は協調──この第七領域ネツアクのルールに従うことを選んだ。

　その理由は単純にダメージを抑よく制せいしたかったのか、あるいは他ほかの準精霊が敵に回ることを避さけたかったのか。

　あるいは、あるいは、あるいはだが。

　もう一人いた彼女の生命を考慮したか。

「……緋衣響について、情報収集しなさい」

「了りよう解かい」

　人形たちが次々と消え去っていく。それを見送り、由梨は小さく息を吐はき出した。

　……結局のところ、自分には使命がある。




　妹を守り慈しむ愛した者と共にというこの上ないたいというい大切な使命が慎ましい願いが──────




　第七領域ネツアクの夜は明けず。ネオンは繁はん栄えいと退たい廃はいの輝かがやきを照らし続けている。

　佐賀繰由梨は、窓越ごしにその景色を見やりながら妹を呼んだ。

「唯ちゃん。いる？」

「──はい」

　するりと、影から佐賀繰唯が現れた。先ほどまで部屋にいた佐賀繰唯とは別物である。

　つくりが違う。素材が違う。気き迫はくが違う。

　もちろん、彼女もまた絡から繰くりであるのだが──数打ちとは、端はし々ばしの細やかさがあまりに異なっていた。

「時崎狂三に、ついて」

「見張る、ではなく？」

「それは量産型に任せて。あなたは、彼女たちについていくの。分かるわね？　既すでに顔見知りなのでしょう？」

　頷うなずいた唯に、由梨は微笑ほほえみ囁ささやいた。

[image: ]

「……来て」

　唯がそっと由梨に近付き、跪ひざまずく。

　由梨は唯の頰ほおにそっと手を当て、その冷たさに顔をしかめた。

「発熱できる？」

「はい」

　仄ほのかに温かくなった頰に満足げに笑みを浮うかべ、彼女はそっと頰をすり寄せた。

「愛いとしい、愛しい、愛しい唯。どうかいつまでも、その命がありますように」

「……ありがとうございます」

　名残なごり惜おしむように、由梨は手を離はなす。

「さ、行って」

　唯は頷き、再び影に潜ひそんであっという間に消えてしまった。

　時崎狂三が異分子であることは間違いない。しかし、異分子であるならばこちらもそれ相応の迎げい撃げき態勢を整えるまで。

「由梨様。お二人が到着なさいました」

　その言葉に、由梨は椅い子すから飛び降りた。

「では、こちらまで案内を──」

　言葉が途と中ちゆうで止まる。唯の背後に、二人の少女が立っていた。量産型の唯が慌あわてたように振り返る。どうやら、尾び行こうされていたことに気付かなかったらしい。

　唯を責める気は、由梨にはない。そも、両者とも異常さという点では自分や時崎狂三に匹ひつ敵てきする化物だ。

「その必要はありません」「……止めたのだけど」

　一方は胸を張り、一方はため息をつく。

　一人は瀟しよう洒しやなドレス、腰こしには細い剣けんを吊つるし、扇おうぎでその口元を優ゆう雅がに隠している。

　そしてもう一人は全身を冬用のコートで覆おおい隠し、脇わきに巨きよ大だいな本を抱かかえていた。

　圧あつ倒とう的な霊れい力りよく、圧倒的な底知れなさ。

　由梨は両手を広げて出で迎むかえた。

「ようこそ、第七領域ネツアクに。宮みや藤ふじ央おう珂か、雪ゆき城しろ真ま夜や」

「……ええ、しばらく遊ばせてもらいますわ」

「二人だけだよね？」

　雪城真夜が首を横に振った。

「へ？」

「いや。今日は第七領域ネツアクにとっての特別のようだ。──もう一人、来ているんだ」

　その言葉に、由梨は目を丸くした。




　　　　◇




　穏おだやかな午ご睡すいから目を覚ますと、また夜だった。

「あれ～？　なんで～？」

　第四領域ケセドの支配者ドミニオン、アリアドネ・フォックスロットはのんびりそう呟くと、周囲を見回す。下は彼女の霊装ドレス──〈快眠霊装ナイト・三〇番フオール〉は自身の服装を睡眠パジヤマモードに変化させ、更さらに布ふ団とんを付け加えていた。この霊装ドレスのお陰かげで、彼女はいつでもどこでも眠ねむれるし、その間はあらゆる細かな危害──雨、虫、風、音といった代しろ物ものをシャットダウンしてくれる。

　空を見上げればアリアドネの好む闇やみ夜よだが、地上はネオンでテラテラとどこか毒々しい輝きを帯びていた。

「あ。そだった」

　アリアドネは納なつ得とくするように頷いた。彼女の依い頼らいとちょっとした気き紛まぐれ、そして第七領域ネツアクの噂うわさを聞いて、面めん倒どう半分浮かれ半分でやってきたのだ。

　そして、到着して早々に寝ねた。同行していたはずの友人は、あっさりと自分アリアドネを見捨てたらしい。

　酷ひどい奴やつだ、とアリアドネは膨ふくれた。

「お目覚めですか」

「レレレのレ」

　アリアドネの返答に、量産型唯は首を傾かしげた。

「んー、何でもない何でもないのねぇ」

「では、支配者ドミニオンである由梨様の下もとへご案内いたします」

　アリアドネは立ち上がると、霊装ドレスを外出おでかけモードへと変へん換かんした。薄うすい青色のブラウスと、ミニスカートは彼女を活動的な少女に──見せかけている。

「いいよ、別に。好きに遊んでくるから」

　アリアドネはそう言って、ふわふわとした足取りで歩き出す。

「そういう訳にも参りませんので」

　量産型唯は、その後を追っていく。アリアドネは気にすることもなく、手近なカジノへと足を踏ふみ入れた。

　大音量で鳴り響ひびくスロットの音、歓かん声せいをあげる準精霊たち、それを横目で眺ながめつつ淡たん々たんと仕事をする絡繰り仕掛けの人形たち。

　そして。

　まったくの偶ぐう然ぜんであるが、アリアドネは彼女との遭そう遇ぐうを果たした。

「あ。白の女王クイーン……じゃなくて、時崎狂三だ」

　純白を基調とする霊装ドレスを着た白の女王クイーン……の真ま逆ぎやくの姿。黒と赤の霊装ドレスを身に纏まとう少女──時崎狂三が、そこにいた。




　　　　◇




　カジノの名前は『オクトパス・ポット』といった。

「訳すと蛸たこ壺つぼですわね」

「引きずり込んで二度と出さない、というやる気に満ちてますねー」

　狂三と響はそう言って、周囲を見回した。

　カードゲームとルーレットは無視して、まずスロットに目をやる。下は一〇〇〇ＹＰから、上は一〇〇万ＹＰまで。様々なスロットが用意されている。

「７７７スリーセブンで五〇倍付けが基本のようですわね」

「さて。どこから攻せめましょうか……」

　響がスロットを見てうなり始めた。スロットは機械であるが故ゆえに、一つの攻こう略りやく手段がある。いわゆる〝目押し〟である。

　通常、現実におけるスロットの多くにはプログラムで制せい御ぎよが掛かけられている。大きな役がそう簡単に成立しないように確率を定めているし、スロットによっては最初にコインを投入した時点で、役が何か決定しているものもある。

　このカジノも九割以上のスロットがそういう風に、『あらかじめ定められている役しか出てこない』よう調整されている。

　九割。

　それは裏を返せば、残る一割……いや、恐おそらくほんの僅わずかだが。

　純粋に目押しで勝負可能なスロットがある。

「ふむ、ふむ。なるほど、なるほど。勉強になりましたわ」

「まあ、基き礎その段階ですよ。それより問題は、どのスロットが目押しで勝負できるかを見み極きわめるべきです。それからどの金額で勝負するかも──」

「ああ、それなら問題ありませんわ。一〇〇万ＹＰで一発勝負って決めていましたもの」

　えへん、と狂三は胸を張った。

「ＯＨ、クレイジー！　……いやそうじゃなくて本気ですか狂三さん、それ外したら一発アウトですよ!?　借金生活！　極ごく貧ひん！　爪つめに火をともす生活！　二人寄り添そう神かん田だ川がわ！　四よ畳じよう半はんアパート！　あ、なんかそれもいいかもとか思いましたわたし！」

「だまってくださいまし」

　こめかみをぐりぐりすると、緋衣響は正気に戻もどる。

「……いや、それはともかくさすがにソレはダメですよ。一か八か過ぎます」

「そんなことはありませんわよ。むしろ楽ですわ」

「えぇ～……？」

　呆あきれ顔の響を余よ所そに、狂三は一回一〇〇万ＹＰのスロットを見み据すえた。

「わたくし、銃使いガンスリンガーでしょう？」

「え？　ああ、はい。……でも、それがどうしました？」

　狂三は自分の両目にそっと指を当てて、囁いた。

「銃じゆうを撃うって当てるのに必要なのは、目の良さですわよ？」

　響には、時崎狂三の左目がカチカチと音を立てているような気がした。

　むぅ、と顔をしかめつつも響は不承不承頷く。

「分かりました。まあ、狂三さんですし失敗しても何とかなるでしょう！　いざとなれば、神田川！」

「神田川ありませんわよね、ここ」

「いいからいいから。さあ、失敗しちゃいましょう」

「趣しゆ旨しがズレてますわよー？　ともあれ、シスタス！」

　影かげからぬるりと、少女が現れた。

「『わたくし』たちでスロットを選びますわよ」

「まあ、よろしいですけれど。しかし、わたくしなら一〇万からにいたしますわよ」

　シスタスの言葉に、狂三はにんまりと笑って告げた。

「わたくし、最短距きよ離りを突つっ走るのが好みでして」

　一〇〇万ＹＰ用スロットの数は五台。いずれも盛せい況きようで、先ほどから別のギャンブルで儲もうけたＹＰをスロットへつぎ込んでいる客たちが引っ切りなしに訪おとずれていた。

　もちろん、そのほとんどは敗北して肩かたを落として帰って行く。全財産を投じて放ほうり出される客もいた。まれに儲ける客もいたが、全体から考えると一割にも満たない。

　狂三とシスタスは、その様子を後ろからじっと眺めていた。

　目押しなどさせぬ、とばかりに高速回転するリール。しかし、狂三とシスタスの目は的確にリールの役を一つ一つ捉とらえていた。

　五台の内、四台は論外だった。何しろ、リールを停止するボタンを押しても一定の間かん隔かくで停止することなく、予あらかじめ定められた役を表示するだけの機械だった。もちろん、適切なタイミングでスロットに挑いどめば７７７スリーセブンも夢ではないのだろう。だが、そのためには何千何万という試行機会が必要になる。

　だが、その中でただ一台。完全に目押しが通用するものがある。

　他ほかのスロットよりリールの速度が遥はるかに上で、尚なお且かつ三つのリール全すべての速度が異なっている。従って、このスロットを完かん璧ぺきに把は握あくするためには高速回転する三つの物体を同時に、しかも完璧に捕ほ捉そくする動体視力が求められる。

　だが、準精せい霊れいにその区別はつかない。ある程度、ギャンブルにこなれた準精霊もいるにはいるが、彼女たちとて高速回転するリールを捕捉しようとは思わない。それは落ちてくる雨あま粒つぶを視し認にんしろ、と言っているも同然だからだ。

　しかし。

　落ちてくる雨粒を視認できるような存在も、極希まれにいるのだ。

　剣けん林りん弾だん雨うを駆かけ抜ぬけたが故に、その眼力を獲かく得とくした少女。

　このカジノにとって過あやまちだったのは、平等にチャンスを与あたえているという誤ご魔ま化かしのために、スロットの一台をコントロール下に置かなかったことと──。

　時崎狂三に選ばれてしまった、という理り不ふ尽じんな不運さだ。

　秒速三〇〇メートルで回転するリールに向けて、狂三とシスタスはそれぞれ親指と人差し指を鉄てつ砲ぽうのように突き出し、狙ねらいを定めてボタンを押した。

　７命中・７的中・７必中。

　時崎狂三の時崎狂三っぷりを、誰だれよりも間近で見続けていた響もさすがに啞あ然ぜんとした。

　周囲で見ていた観客も、凍こおり付いたように動けない。

　彼女たちはふらりとこのカジノにやってきて、一番高額のスロット以外に関心を向けるでもなく、しばらく様子見していたかと思うと突とつ然ぜんスロットにコインを投入。

　そして何と。いきなりスリーセブンを叩たたき出したのだから。

　ファンファーレが鳴り響く中、ちりんちりんと音を立てて一〇〇万ＹＰコインが五〇枚、スロットから吐はき出された。

　同時に周囲から歓声が轟とどろいた。一番高額なスロットで一発勝負、幻まぼろしのスリーセブンを見事引き当てるなど、常人に為なし得るものではない。

　そして更に、目め敏ざとい準精霊たちは気付いていた。彼女たちがスリーセブンを引き当てたのは、ただの幸運ではなく──並外れた眼力によるものだ、と。

「これで五〇〇〇万、目標の半分到とう達たつというところですか」

「では、わたくしが預かっておきますわ。次のギャンブルまで、少し時間が掛かりそうですし」

　シスタスはそう二人に告げると、コイン諸もろ共ともするりと影の中へ飛び込んだ。

「どういうことですの？」

　狂三が先ほどの言葉に首を傾げると、響がくいくいと袖そでを引っ張った。

「狂三さん、狂三さん。向こうです」

　響もやや苦い表情を浮うかべ、横を向くように狂三に囁ささやいた。

「──申し訳ありません。お客様、少々よろしいでしょうか？」

　引き攣つった表情の準精霊が、部下と共に狂三を呼び止めた。




　そして、その様子を端はたから覗のぞく少女が一人。

「面おも白しろそうなのねぇ」

　アリアドネ・フォックスロットは普ふ段だん眠ねむそうに閉じかけている瞼まぶたを開いて、支配人室に連行されていく二人を見守っていた。

「……あの」

「ちょっと黙だまっててねぇ」

　量産型唯の唇くちびるを人差し指で押さえて、アリアドネはふらふらと歩き出した。




　　　　◇
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「ご勘かん弁べん願えないでしょうか」

　支配人である準精霊は深々と頭こうべを垂れた。高圧的に脅きよう迫はくされたら、喜んで返礼する気であった狂三は、脱だつ力りよくした。

「ご勘弁、とは具体的には？」

　支配人が答える。

「スロットです。あれを反則とは呼びません。呼びませんが──我々では、あなたに勝てないのです。どうぞ、以後の使用はご遠えん慮りよお願いいたします」

　そしてもう一度、深々と頭を下げた。

　狂三はわずかに逡しゆん巡じゆんしたあと、嘆たん息そくして頷うなずいた。

「仕方ありませんわね。承りましてよ」

　響がしまった、という表情で狂三を見る。だが、支配人は響が何か言うより先に、狂三の手を取って、平身低頭で叫さけんだ。

「ありがとうございます！　先ほどのＹＰコインは一いつ切さい問題ありません。引き続き、カジノをお楽しみください！」

　──そして、あっという間に支配人室を追い出された。

「やられましたよ、狂三さん」

「む、どういうことですの？」

「……そうですね。他のカジノを巡めぐってみましょう。そうすれば嫌いやでも分かりますから」

　響の助言通り、狂三は『オクトパス・ポット』を出て別のカジノへと向かった。

　だが──。




「申し訳ありません。このスロットは故障中でして」

「申し訳ありません。このスロットは撤てつ去きよさせていただきます」

「申し訳ありません。スロットは全面休止です」




「……やられましたわね……」

「やられたでしょう？」

　狂三は苦い顔で、にこやかに追い出されたカジノを睨にらんだ。既すでに三さん軒げん目。ここまで続けば、狂三にも理解できる。

　どうやら自分たちは、第七領域ネツアクのブラックリストに掲けい載さいされたらしい。これ以上、目押しでカモられてはたまらないとカジノがネットワークを駆く使しして狂三たちを弾はじき出したのだ。

　恐おそらく、支配人室に連れ込まれた時には連れん絡らくが入っていたのだろう。多少の変装などでは誤魔化しが効きそうになかった。

「わたくしは当然ですが……シスタスもダメですわね」

「多分、カジノに入った瞬しゆん間かんに指し紋もんやら目やらを走査スキヤンされてますよ」

　量産型唯を大量に抱かかえているだけあって、機械工学にかけては一、二を争う進化を遂とげている第七領域ネツアクでは、網もう膜まくや指紋の分ぶん析せき技術まで発展している。

「さてさて。困りましたわね」

「ディーラーとの勝負もやってみましたが、大して儲かりませんでしたからね……」

　彼女たちが椅い子すに座った途と端たん、ブラックジャックであれルーレットであれ、ディーラーは早々に勝負を放ほう棄きする。大金を賭かける気配があれば、全て降りる。

　負けることはないが、そもそも勝ってもさして儲からない。

「現時点で、五〇〇〇万ＹＰをちょっと上回った程度。このペースだと、二四時間カジノに張り付いて勝負しても、億を稼かせぐには二ヶ月……いえ、三ヶ月は必要ですね」

「そんな悠ゆう長ちようなことを行っている時間はありませんわ。まったくありませんわ。となると、方法は一つしかありませんわね……」

「そうですわね」

　シスタスが頷き、古式銃じゆうのライフルを取り出した。狂三も当然のように、短銃を構えた。

「強ごう盗とう……」

「駄だ目めですよ無効だって言われてましたよね!?」

「そこはほら、きっと資金洗浄マネーロンダリングをやっていただける準精霊が一人か二人はいらっしゃるのでは」

「う。いそう」

　そも、時崎狂三の倫りん理り観かんは割と破は綻たん気味である。第七領域ネツアクが搦からめ手で自分をどうやっても第六領域テイフアレトに行かせたくない、というのであれば。

　狂三としては再起不能にしなければノーカンノーカン、と思考するのである。




「──やあ、それはちょっと待って欲しいのねぇ」




　声は、不意打ちだった。狂三、シスタス、響の順に反応を起こす。〈刻々帝ザフキエル〉を構えて照しよう星せいで狙いを定める二人。ともあれ、自身の無む銘めい天使である〈王位簒奪キングキリング〉を準備する響。

「どちら様？」

　誰何すいかしたのは、狂三が撃うつべきだという生存本能を強引に抑よく制せいしたからだ。

　普ふ通つう、いくら狂三でもこのような無茶な振ふる舞まいはしない。だが、それほど今の狂三には切せつ羽ぱ詰つまったような感情があった。

　殺さなければただでは済まない──薄うすぼんやりとした、危機感。

　もし、相手が武器を持っていれば。あるいは手を隠かくしていれば、狂三は迷わず引き金トリガーを引いていただろう。

　しかし狂三が〈刻々帝ザフキエル〉を向けた相手が武器を持たず、それどころか降参するように両手を掲かかげていたのが幸いした。

　どこか弛たるんだような雰ふん囲い気きを醸かもし出す、奇き妙みような少女だった。可愛かわいらしくはあったが、どこか眠ねむっているように、目元が緩ゆるみきっている。いや、あるいはこの状じよう況きようで本当に眠たいのか、欠伸あくびを嚙かみ殺している。

「ふぁあ……えーと、アリアドネ・フォックスロット」

「第四領域ケセドの支配者ドミニオン、アリアドネ・フォックスロット……!?」

　名前に反応したのは、緋衣響だった。そして、彼女が支配者ドミニオンであると聞いた狂三たちは再び警けい戒かいを強める。

　それに困ったのか、アリアドネはもう一度手を掲げて言った。

「あのね。戦う気はないのねぇ。ただ、強盗するのは止やめた方がいいかなって」

「……何な故ぜでして？」

「単純に、犠ぎ牲せいが多いから。当然、そちら側の」

　びしっ、とアリアドネは狂三を指差した。狂三が獰どう猛もうな笑えみを浮かべ、再び銃を握にぎる指先が殺気を帯び始める。

「あら、あら。それは面白いことを仰おつしやいますのね。理由をお伺うかがいしてもよろしくて？」

「んー。多分、もうすぐ理由は判明すると思う。で、その前にちょっとお話してみてもいいかなぁ？」

　殺気を微み塵じんも感じさせない柔にゆう和わな笑顔が、響には逆に不気味だった。

　狂三もシスタスも、鉄火場の雰囲気を感じ取って〈刻々帝ザフキエル〉で完全に武装している。アリアドネが一瞬でも殺気を帯びれば、直ちにこの場は戦場と化すだろう。

　響が理解できるのだ。当然、アリアドネにもそれは伝わっている。

　問題なのは、アリアドネがそのことを全く意に介かいしていないこと。惰だ眠みんを貪むさぼる猫ねこのような顔つきで、時にうつらうつらと頭で船を漕こぎながら──彼女はぼんやりと、喋しやべり続けていた。

「──あなたは何が望みなのかなぁ？」

「あなたの知ったことではありませんわ」

「──白の女王クイーンとそっくりなのは何故なのぅ？」

「わたくしの偽にせ物ものだからですわね。倒たおせるものなら、どうぞ遠慮なく」

「──あなたは、第一〇領域マルクトからずっとずっと領域を進み続けている。このまま、どこまで行くつもりなのぅ？」

「果ての果てまで。その行き着く先は、さて、わたくしにも分かりかねますわ」

「──なるほどなるほどなのねぇ。あなたの本質も、白の女王クイーンと一いつ緒しよか」

　その言葉に、隣となりにいた響の皮ひ膚ふが総毛立った。

　それは紛まぎれもない挑ちよう発はつだ。そして狂三に向けて、絶対に放ってはならない台詞せりふだ。

　案の定、狂三の目がすぅっと細められた。完全な敵対化の証あかしだ。しかし、アリアドネはまったく怯ひるむことなく、見つめ返す。

　その透とう明めいな瞳ひとみは、胡う乱ろんさも虚きよ無むもなく。ただ、凪ないだ海のように穏おだやかだった。

「あなたと白の女王クイーンの共通点はこの隣界てんごくへの無関心さ。だって、どうでもいいって思っているでしょう？」

「それは──」

　間ま違ちがいなく弾だん劾がいの言葉であったが、狂三の殺気が僅わずかに揺ゆらいだ。

　アリアドネは追い打ちを掛かけるように告げる。

「わたしも、噂うわさは知ってるよぅ。隣界編成コンパイルのときに出てくるアレでしょ？　わたしの領域の子供たちも、たまに遭そう遇ぐうして──堕ちちゃうんだよぅ」

　堕おちる、とアリアドネは言った。

　確かに彼女の言う通り、

「……でも。生き甲が斐いが見つからないより良いと思いますけど」

　響の言葉に、アリアドネは視線を彼女へと移す。

「……わたしは体験したことありませんが、その恋こい心ごころはきっと間違いなく、生きる糧かてになるはずです」

「うん。でもねぇ、あの■■■■っていう人は、この隣りん界かいにいないんだよ？」

　雑音ノイズが混じった。

　……狂三は反射的に口を開きかけて、すぐに閉じた。何故だか、自分はそれについて疑問を抱いだいてはいけない、と自制する。何より、そのことを他人に知られたくない。

「狂三さん？」

「……いえ。何でもありませんわ。そして、居ないから会いに行くのです。居ないから、この隣界から抜ぬけ出そうとしているのです。どうかわたくしの邪じや魔まを、なさらないでくださいまし」

「分かってるよぅ。でも、白の女王クイーンが居る限り──わたしたちはあなたを監かん視ししなければいけないのねぇ。手の届く範はん囲いにいてもらわないと、困るのねぇ」

　しばしの沈ちん黙もく。

　狂三は静かに、凍こおるような口調で呟つぶやいた。

「──たち、と仰いましたわね」

　知覚した訳ではない。

　むしろ知覚外の攻こう撃げきだと言えた。故ゆえに、それに反応できたのは数あま多たの修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜けたこの時崎狂三のみであり、響は無論のこと、シスタスですら反応すること能あたわず。

　両手の〈刻々帝ザフキエル〉を交差させて構えた。

　狂三の眉み間けん、後頭部に、それぞれ二人の無銘天使ぶきが突つきつけられている。

　眉間には針剣エストツク、後頭部には書物から浮うかび上がった死神とその大おお鎌がま。

〈刻々帝ザフキエル〉の引き金トリガーに指は掛かっている。

　一瞬で状況は反転。響は動けず、シスタスは動かず。

「──はじめまして、時崎狂三様。私の名は宮みや藤ふじ央おう珂か、第六領域テイフアレトの支配者ドミニオンを務めさせていただいております」

「支配者ドミニオン、第二領域コクマー……雪ゆき城しろ真ま夜や」

　瀟しよう洒しやな少女と生き真ま面じ目めそうな少女。

　そして、一いつ般ぱん的な存在である響にもよく理解できる恐ろしいほどの膨ぼう大だいな霊れい力りよく。

　アリアドネ・フォックスロットも含ふくめて──間違いなく、戦せん闘とう型の支配者ドミニオン！

　だが、迎げい撃げきした狂三もまた尋じん常じようではない。

　二人が攻撃をギリギリで停止したのは、これ以上の踏ふみ込みに〝死〟が纏まとわり付いたからだ。これ以上踏み込めば、殺されるという絶対的な予感。

「……どうなさるつもりですの、わたくし？」

　シスタスの言葉に、狂三は不敵に笑った。

「わたくしシスタスは手を出さないでくださいまし。ここは、全すべてわたくしがお引き受けいたしますわ」

　その言葉に、シスタスは響を摑つかむと問答無用で影かげの中に飛び込んだ。

「ちょ!?　シスタスさん、何するんですかー！」

「ここは『彼わた女くし』に任せた方が良い、と思いましたの。わたくしたちがいると、恐らく……戦場が複雑なことになるかと」

「……複雑……？」

「──有り体ていに申し上げれば。響さんが足を引っ張ってしまう可能性が高いですわ」

「……」

　沈黙。響はその言葉が真実であると理解している。自分の能力も、霊力も、全てが彼女たちに拮きつ抗こうしうる存在ではない。あのまま、あそこにいれば。ただそれだけで狂三に迷めい惑わくを掛けるだろう。

　自分はどうあっても搦め手でしか、彼女を助けられない。

　こういうときは、シスタスに頼たよるしかない。

　それはとても──とても、辛つらいことだった。

　シスタスがため息をついて、響の頭を撫なでる。

「そうお嘆なげきにならないでくださいまし。『わたくし』も、きっと不本意でしょうから」

　シスタスの言葉は時崎狂三と同じ声、同じ調子で、それが響には狂三への慕ぼ情じように誤ご魔ま化かされてしまうようで、一層悲しかった。




　一方、膠こう着ちやくした状況に時崎狂三の視線は鋭するどく周囲を射い貫ぬいていた。

「支配者ドミニオン三人。つまり皆みな様さま、わたくしと敵対するおつもり……ということでよろしいですわね？」

　アリアドネが答えた──「流れによっては、そうなるかもねぇ？」

「わたくしの眉間に針を突き立てたそうにしているあなたは？」

　宮藤央珂が答えた──「……正直、気が進みませんけれど。白の女王クイーンのためならば、致いたし方ありません」

「背後から慎しん重ちように様子を窺うかがっているあなたは？」

　雪城真夜が答えた──「いずれにせよ、白の女王クイーンについて我々は知らなくてはならない」

　……呼吸も停止するような沈黙。

　四者四様に焦あせりを帯びる。四人が四人とも、真の意味では戦いたくないのだが、その一方でここで降りれば敗北であることを理解している。

　ならば、ここで誰だれが降りるのか。

　あるいは、ここで誰が引き金トリガーを引くのか。焦こげ付くような空気の中、口を開いたのは、五人目の少女だった。

「……そこまでにしておいてくれないかなー？　ここ、私の領域なんだけど」

「あ、由梨ちゃん。やっと来たか」

　佐賀繰由梨が、アリアドネの肩かたをぽんと叩たたいた。

「あら、あら。先ほどお目に掛かったばかりですけれど。どうなさいましたの、佐賀繰由梨さん？」

　狂三の挑いどむような視線を、由梨はさらりと受け流す。

「ん。妹ゆいから色々と知らされてね。やっぱり私が出向いた方がいいかなって」

「……つまりそういうこと。わたしたちは拮抗状態を作らせるためのただの駒こまなのよねぇ」

　アリアドネがほう、と息をついた。瞬しゆん間かん、その場にいる全員から殺気が薄うすれた。

　色いろ濃こく漂ただよっていた死の気配は、もはや欠片かけらも残されていない。後にはただ、弛し緩かんしたような空気が流れるだけだ。

　ゆっくりと、央珂が針剣エストツクを鞘さやに納めた。悪びれず、彼女は狂三に告げる。

「──申し訳ありませんが。申し訳ないとはまったく思っていません。何しろ、あなたはもう一人の白の女王クイーン、そう呼ぶに匹ひつ敵てきする強さがある。暴れ回らぬよう、万全を尽つくすのが当然でしょう」

　続いて、雪城真夜が宙に浮かんでいた本に向けて指を一ひと振ふりした。

　ぱたんと本は閉じ、浮かんでいた死神も消えてしまう。本を引き寄せると、彼女は大判のハードカバー本をしっかりと抱だき締しめた。

「輝俐キラリリネムから、あなたの話は聞いている。だが、自分の目で見て体感したものでなければ、私は信用できない」

「あら、リネムさんはお元気でして？」

「元気も元気。相変わらず、何も考えていないような発言は絶好調。たまにこちらの心の傷を抉えぐるのは止やめて欲しい。なのでもう少し大人しくしろ、といつも思う」

「……それは……どうしようもないですわね……」

　真夜だけでなく、央珂たち他ほかの支配者ドミニオンも納なつ得とくするように頷うなずいていた。

　戦闘型でもないのに、なぜ輝俐リネムが支配者ドミニオンに選ばれたか、何となく理解できた。

　アイドルとしての素質ももちろんだが、一ひと癖くせも二癖もある支配者ドミニオンたちには、ああいう何を考えているのか分からなくて実際は何も考えていないようなタイプの準精せい霊れいがピッタリだ、ということかもしれない。

「……それで。わたくしを引き留めて、一体何をなさりたいんですの？」

「第七領域ネツアクだからね、ここは」

　くつくつと笑って、由梨が唯に手を差し出した。量産型ではない、本来の妹を模した唯は頷き、トランプを手て渡わたす。

「五〇〇〇万を賭かけてのギャンブルです。あなたが勝てば、第六領域テイフアレトへ。私が勝てば、実験としてここでしばらく暮らしてくださいな。もちろん生活費はお支し払はらいしますし、実験が終われば第六領域テイフアレトへの門は開放しましょう」

「……ちなみにあまりお伺うかがいしたくないのですが、実験とは具体的に？」

「クローンとか、レプリカントとか、サイボーグとか、興味あります？」

「ございませんわ。そういうの、とうに間に合っておりますので」

　狂三は大おお仰ぎようにため息をついた。

「結局、勝負になりますのね」

「私だってしたくなかったけど。これだけお膳ぜん立だてが揃そろった上に、央珂からお願いされたし。聞くしかないでしょ」

「……央珂？」

「央珂ちゃんはぁ。一応、支配者ドミニオンの間でリーダーみたいな感じなんだよねぇ」

「……なるほど。あなたが」

　狂三は改めて、宮藤央珂を注視した。央珂はギクリとした感じで身を強こわ張ばらせ、後あと退ずさりした。それを見た狂三が一歩踏み込むと、央珂はまた一歩後退る。

「……何な故ぜ、間合いを離はなすのです？」

「気になさらないで。癖です。こう、私はパーソナルスペースが人より大きいもので」

「その割に、隣となりの方は距きよ離りが近いと思うのですけれど」

　央珂は隣にいる、雪城真夜をちらりと見た。彼女は平然とした顔で、央珂の隣に立っている。央珂もまた特に反応はしない。

「ああ、雪城さんは大だい丈じよう夫ぶです。安全だとこの体が理解しているので、拒きよ絶ぜつ反応が起きませんから」

「わたしはぁ？」

「アリアドネさんは少々怖こわいので、近づかないでください」

「うぇ、ショック。酷ひどいこと言うなぁ……ふぁぁ」

　ショックを受けた、という割には棒読みでアリアドネは欠伸あくびをした。

「──何にせよ。この場にいる五人でポーカー勝負。それでいいだろうか？」

　真夜の冷静な声に、一瞬狂三は頷きかけたがすぐに首を横に振った。

「何時の間にか勝負内容が変わっていますわよ。それでは、わたくしがあなたがた四人を相手に上回らなければ勝てないではありませんの」

「……時崎狂三は喧けん嘩かっ早いと聞いていたのだけど、頭も良いとは」

　真夜は意外だ、という顔で呟つぶやいた。

「喧嘩売ってますわね、売ってますわよね？　買いますわよ、容よう赦しやなく買いますわよ」

　当然、弛緩した空気が一瞬で修しゆ羅ら場ばに戻もどる。

　……が。真夜は「え、なぜ、どうして、空気が変わった？」と首を捻ひねっていた。

　央珂がコホン、と咳せき払ばらいして告げる。

「あー、時崎狂三。申し訳ありません。雪城さんは、その、アレです。空気が読めない系の方なのです。割と致ち命めい的てきに」

「……ああ、そういう……」

　狂三が納得して頷いた。

「失礼な。私は彼女をただ褒ほめ称たたえただけだ。凶きよう暴ぼうで強くて頭も良くて顔も良い。さすが精霊ではないか」

「凶暴で、を外してくださいまし。それ以外は喜んで承りますわ」

「まるで暴力衝しよう動どうに駆かられたゴリラのようだ（褒め言葉）」

「なるほどやっぱり殺されたいのですわね!!　その首、お出しなさい今すぐに！」

「雪城さーーーん!?　少し黙だまっていてくださいませ！」

「話が進まなーーぃ」

　てんやわんや。

　シスタスがさすがに遅おそいな、と訝いぶかしんで響と共に顔を出したときには、全員くたびれ果てていた。

「大体、約束が違ちがうではありませんの。わたくし、あなたたちと対決する筋合いはございませんわ」

「だ、だってさっきまでは支配者ドミニオン、私一人しかいなかったし……」

「なるほど。今なら、三人も増えましたし。拮抗状態という訳ですか」

　狂三の言葉に、由梨はちょっと気まずそうに頷いた。だがそれだけではなさそうだ、と見当をつける。

「ポーカー勝負、と仰おつしやいましたわね。それはつまり佐賀繰由梨さんより、ギャンブルに強い方がいらっしゃる──と考えてよろしいですの？」

　その言葉に、更さらに由梨は気まずげに押し黙る。だが、その視線がちらりと他の支配者ドミニオンに向けられたことを狂三は見み逃のがしはしなかった。

　……つまり、欲よくが出たというのだろう。由梨ではポーカー勝負に勝つ自信がなかったが、この三人の内の誰かが、ポーカー勝負には絶対の自信を持っている。

　だから、戦う。

「どうかな？」

「率直に申し上げておふざけにならないでください、ですわ」

「……」

　──だが。狂三はこの勝負を受けざるを得ない。ハイリスクであるが、リターンもそれなりに大きい。第二、第四、第六、三人の領域の支配者ドミニオンに自分の力を認めさせる、自分の立ち位置を明めい瞭りようにする。なら、後半の旅路はスムーズに進むのではないだろうか。

「ですが条件を一つ、飲んで戴いただけるならば。その勝負に挑ちよう戦せんいたしますわ」

「条件……？」

「皆様方、支配者ドミニオンなのですわね？　でしたら、ポーカー勝負の勝利報ほう酬しゆうにそちらの領域も含ふくめて無条件で通過させてくださいまし」

「む……そう来たか」

「当然ですわ。でなくば、わざわざ支配者ドミニオンと戦う理由がございませんもの」

「……私は構いません。アリアドネ、あなたは？」

　央珂の言葉に、アリアドネはひらひらと手を振って同意した。

「構わないよぅ。真夜ちゃんもいいよね？」

「……私はディーラーを務める予定なので、勝負する訳ではないのだが……。だが、時崎狂三の要望は熟じゆく慮りよする、とだけ答えておく」

　玉虫色の答えに狂三は顔を顰ひそめたが、ともあれ第六領域テイフアレトと第四領域ケセドの通過が楽になるなら、それに越こしたことはない。

「詳しよう細さいルールは口頭ではなく文書でお願いしますわね。その文書に支配者ドミニオンで全員、署名してくださいまし。当然、わたくしも署名いたしますわ」

「了りよう解かい。はぁ、やっと終わった……疲つかれた」

　ぐったりした表情で由梨が顔を拭ぬぐう。一歩間違えれば、第七領域ネツアクが戦場になっていたともあって、重圧は半はん端ぱなものではなかったろう。

「終わったぁ。じゃ、全員休もうねぇおやすみぃＺｚｚ……」

　力ちから尽つきたアリアドネは、霊装ドレスを快眠パジヤマモードに可変。寝ね袋ぶくろと共に潜もぐり込んだ。

「アリアドネ殿どの。ここで寝ないでくださ……ああっ、寝袋を展開しているっ」

「宮藤央珂、時崎狂三。訂てい正せいを求める。私は断じて空気を読まない準精霊ではない。もう、超ちよう読める」

「いいえ、まったく読んでいません。第六領域テイフアレトの支配者ドミニオンの称しよう号ごうに誓ちかってもいいくらいに」

「ええ、ええ。全くこれっぽっちも読んでおりませんわ。人のことをゴリラなどと」

「ゴリラを馬ば鹿かにしないで欲しい。ゴリラといえば、森の賢けん者じやとも呼ばれるほど温和で逞たくましく穏おだやかで知的で」

「ゴリラを馬鹿にしているつもりはありませんわよ！」

「それに控ひかえめにいって、すごくハンサム。だからゴリラのようだ、と褒め称えたのに」

「褒める！　基準が！　あまりに！　違いましてよ！」

「……何がありましたの、これ」

　シスタスはとりあえず、近くにいた佐賀繰唯に尋たずねた。量産型と一品型の区別はそれなりに簡単だ。瞳ひとみに輝かがやきがあるかないか、それで見分ければいい。

「ええと、実は……」

　唯の説明にシスタスは頭を抱かかえた。

「……仮にも隣りん界かいを支配する支配者ドミニオンと隣界唯ゆい一いつ無む二にの精霊が、最高にしょうもないことで争わなくともよろしいのではなくて……」

　シスタスのため息も無理はない。

「わたくしたちの名めい誉よが掛かかっていましてよ、わたくしシスタス！　響さんも、そう思いませんこと!?」

　狂三が響を振り返る。

　響は険しい表情で真夜につかつかと近付いて、指差して叫さけんだ。

「訂正してもらいます。雪城真夜さん！」

「そう、そうですわ。さすが響さん。ええ、ええ。ビシッと言ってやってくださいまし」

「時崎狂三という女の子は、そんなゴリラなんて言葉で表現できるものではありません！　いいですか、例えるなら──」

「あれ？　ちょっと矛ほこ先さき違いますわよね。そこ、掘ほり下げなくていいところですわよね？」

「そう、例えるならモルフォ蝶ちようのように美しく」

「……む。ま、まあそれなら……ええ」

「オオスズメバチのように凶きよう悪あくな毒を持ち」

「響さん」

「手負いのヒグマのように凶暴で！」

「響さん。ちょっと大切なお話が」

「あとええと、野に咲さく花のように可か憐れんです」

「何か薄うすぼんやりとした形容になりましたわね!?　そこ大事！　そこ大事ですわよ!!」

　響のせいで、ますます混乱した。




　　　　◇




　とりあえず、文書は後で佐賀繰唯に届けさせるという約束をして、その場は一時解散となった。

「……結局勝負になりましたわね」

　シスタスが狂三と同じ感想を呟く。

「うう、こめかみがプラスドライバーで抉えぐられたように痛い……」

　猟りよう奇き的な表現を呟きながら、響は頭を押さえていた。言うまでもなく、先ほどの言動の代だい償しようである。

「で、まあそれはともかくとして……おお痛……あの強気は、やっぱり支配者ドミニオンが来訪したから、でしょうか」

「ですわね。賭かけ事において正当な勝負ができるかどうかは、背後に暴力的な力があるかどうかで決定付けられますから」

「支配者ドミニオンが三人来たからこそ、安心して勝負を挑いどめたと？」

「……まあ、確かに佐賀繰由梨一人では狂三さんがギャンブルで負けても、強引に引っ繰くり返す可能性はあったでしょうし。三人いる今がチャンスだと考えたんでしょうね」

「逆に言うと彼女たちも支配者ドミニオンとして恥はじを晒さらすような真ま似ねはできないでしょう。わたくしたちもちゃぶ台返しされることはない、という訳ですわね」

　狂三の言葉に、響は難しい表情を浮うかべた。

「どうなさいましたの？」

「あ、はい。勝負の結果は公平なものになるのは、はい、多分そうです。でも……そもそも、勝負自体は公平なんでしょうか？」

「──イカサマ、ですわね」

　狂三がすぐにピンと来た様子で言った。

「ですです。あの面子メンツが揃そろえば、狂三さんを負かせるくらい造作もないと思います」

「無む銘めい天使の能力、一いつ切さい不明なのが致命的ですわね」

「そうですね。ただ……一つだけ確かなことがあります」

「あら」「それは何ですの？」

　響が指を一本、ピンと立てて告げた。

「彼らの能力はトランプのイカサマにまったく関係ないものか、または応用しなければイカサマに通じない無銘天使だってことです」

　しばしの沈ちん黙もくの後、狂三は納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「前者は当然ですわね。自分の無銘天使が偶ぐう然ぜん、トランプのイカサマができる能力だった、なんてご都合主義はそうそう無いですものね。後者は──」

「わたしはあくまで噂うわさ、又また聞ぎき、あるいは情報屋の情報経由でしか聞いていませんが、今回集まった支配者ドミニオンの中で、少なくともアリアドネ・フォックスロットと宮藤央珂はバリバリの戦せん闘とう型支配者ドミニオン。第二領域コクマーの雪城真夜の無銘天使は不明ですが、狂三さんの話を聞く限りは召しよう喚かん戦闘型じゃないかと」

「召喚戦闘型？」

「無銘天使で直じかに戦うのではなく、無銘天使で何かを生み出して戦うタイプです。彼女の場合は、恐おそらく──」

「あの本、でしょうね。本から死神を生み出してわたくしに仕掛けてきましたもの」

「……まだ何かありそうですけど。ともかく、佐賀繰姉し妹まいを除いてあの場にいた準精せい霊れいは皆みな、戦闘を主しゆ軸じくにするタイプだからこそ支配者ドミニオンに選ばれた。つまり、イカサマには不向きじゃないかと」

「そうとも言えませんわよ。それでは、トランプゲームを仕掛けた意味がありませんわ」

　現実主義者リアリストのシスタスが反論する。向こうが仕掛けてきたゲームである以上、イカサマは前提にするべきだ、と。彼女の主張は冷れい徹てつだが、真実味に満ちていた。

「……いずれにせよ、能力が不明な以上はどうしようもありませんわね」

「でも、情報を集めれば──」

「いいえ。わたくし思うに、情報を集める方が危険な気がしますわ」

「……う」

　響が呻うめき、シスタスが首を傾かしげた。

「集めた方が危険、とはどういうことですの？」

「ここは第七領域ネツアクであり、あちこちに佐賀繰由梨の手足である量産型の佐賀繰唯がいます」

「現にほら、わたくしたちの背後に先ほどからくっついて回っていましてよ？」

　背後の物もの陰かげから、するりと佐賀繰唯が現れた。量産型ではなく、一品型──かつて、第八領域ホドで出会った佐賀繰唯だ、と狂三は見み抜ぬいた。

「ああ、なるほど。ようく分かりましたわ。誘ゆう導どうされますわよね、わたくしたち」

「すいません。第七領域ネツアクはわたしも詳しくないので、信しん頼らいできる情報屋も見つからなくて……。相手が支配者ドミニオンとなると」

「余分な情報が思考を鈍にぶらせることもままありますわ。響さんはお気になさらず」

「でも。対策とかどうします？　あの人が──」

　ちらりと、響は背後にいる唯に視線を向けた。唯は恥はじらうように、そっと物陰に隠かくれるが、その場を立ち去ることはない。

「いる限り、作戦もロクに立てられませんが」

「……ふふ。ま、それはそれですわ。ともかくホテルに参りましょう。唯さん、案内してくださいまして？　ああ、わたくしスイートルームでないと暴れますわ」

「は、はい！」

　唯が物陰から飛び出すと、慌あわてて三人を先導した。




　──佐賀繰唯は、思う。

　彼女たちの言うことは、概おおむね正せい鵠こくを射ている。

　ポーカー勝負は──自分も良く知りはしないが──間違いなく、イカサマを仕掛けようとしている。

　時崎狂三を縛しばり付け、拘こう束そくし、そして白の女王クイーンとの戦いに利用しよう、というのだろう。あるいは、狂三を解体することで白の女王クイーンの弱点を摑つかもう、と考えているのかもしれない。

　しかし。

　そんなことが、果たして可能なのだろうか。

　そもそも、姉はそれを望んでいるのだろうか。

　生まれ落ちる度たびに、佐賀繰唯は佐賀繰唯であることを否いや応おうなく認にん識しきし、佐賀繰由梨を姉であり主あるじと仰あおぐ。

　佐賀繰由梨が言うのであれば、輝俐リネムや絆ばん王おう院いん瑞みず葉はに従う忍しのびとなる。

〝でもさー。歪ゆがんでない、ソレって？〟

　嫌いやそうにそう呟つぶやいたのは、輝俐リネムだったと思う。彼女がかつて支配者ドミニオンであったとき、彼女の監かん視しと情報収集のために派は遣けんされたときだった。

　……まあ、そうだろう。

　歪んでいる、と佐賀繰唯は思考する。そしてその思考が、たまに恐ろしくなる。

　絡から繰くり仕掛けのお人形。佐賀繰由梨に忠実な、ただのロボット。

　……そのはずなのに。自分にはどうしてか、心の奥底で沸わき立つものがあり、それを否定することがどうしてもできない。

　たとえそれが、自分の姉であったとしても。

　恐ろしい考えだ。自分は作られたものなのに、この世に生を受けたのは偶然ではなく必然なのに。

　どうして自分はこんなに──まるで、普ふ通つうの少女のように物事を考えられるのだろう。

　佐賀繰唯はそれが恐ろしい。

　そして、すれ違ちがう量産型の唯が羨うらやましい。

　彼女たちは悩なやむことなく、全すべてを任務に捧ささげることができるのだから。




　　　　◇




　スイート、とは通常Ｓ・Ｗ・Ｅ・Ｅ・Ｔというスペルで、甘かん味みのことを指す。だが、ホテルのスイートとはそちらではなくＳ・Ｕ・Ｉ・Ｔ・Ｅ。つまり〝一ひと揃そろい〟〝一式〟などの意味合いを持つ言葉だ。

　つまり、人が贅沢をする上で何不自由なく過ごせる場所。

　それがホテルのスイートルームと呼ぶべきものである。

「……まあ、そこそこですわね」

　狂三はホテルの部屋を見回し、そう評価を下した。唯が選んだホテルは、間違いなくこの第七領域ネツアクでも一流のホテルである。プライバシーは守られ、部屋の中にいる限り外の喧けん噪そうが漏もれ聞こえることはなく。

　そして──厳重に監視されている。

「つまり満点、ということですね。ありがとうございます、唯さん」

　響がニコニコ笑え顔がおで頭を下げた。それだけで、唯は少し身を強こわ張ばらせてしまう。

「いえ。ご要望に応じられたなら、光栄です」

　実のところ、時崎狂三もその姉妹（？）であるシスタスも恐ろしいが、違う意味で恐ろしい、と思うのはこの緋衣響である。

　狂きよう信しんとも服従とも違う、透とう明めいな瞳ひとみで世界を見つめる空っぽエンプテイだった少女。

　戦いでは負けることはない。彼女の〈王位簒奪キングキリング〉にさえ気をつければ、一〇〇回戦っても負けはしないだろう。

　だが、しかし。

　彼女と戦って敗北することすら計算の内になる場合はどうなるだろう？

　緋衣響は自身を歩兵ポーンとしか考えていない。

　時崎狂三クイーンを生かすため、勝たすためなら、喜んで敗北する。

「という訳で唯さん。折角ですし、お話しませんか？」

「……いえ。私は結構です」

「いやいや。第一〇領域マルクトで殺し合った仲じゃありませんか」

「それは私ではなく、同型機です。あのとき、彼女は蒼ツアンさんに破は壊かいされました」

「あ、なるほど。記き憶おくはやっぱり同期できるんですねー」

「あ、はい……はい」

　響はふーむ、と首を捻ひねった。

「ということは、唯さんって各領域に派遣されてるんですか。やっぱり」

「ええ。定期的に情報を集めて、同期することで」

「……言っちゃって、いいんですか？」

「ええ、無論です」

　……唯ももちろん、この会話が探さぐりであることは承知している。とはいえ、論理と情報を組み立てていけば、自然と引き出せるであろう結論を明かすことに、唯は躊躇ためらいがない。

　現に支配者ドミニオンは皆、このことを前提として──佐賀繰唯を使っている。それでも彼女が重用されるのは、それだけその諜ちよう報ほう技術が優すぐれているからだ。

　敵対する組織に忍び込み、たとえ死んでも情報だけは持ち帰る。

　自死に躊躇いがないから拷ごう問もんも通用せず、絡繰り仕掛けのせいか洗脳系の能力も効果がない。それでも、例えば第七領域ネツアクから各領域の情報が漏れていれば彼らも警けい戒かいしただろう。

　しかし、その痕こん跡せきは皆かい無むだった。

　第七領域ネツアクはそれで領域の支配者ドミニオンを脅おどすこともなく、まして情報を売買することもなく。

　佐賀繰由梨は、ただひたすら佐賀繰唯の性能を向上させることだけに夢中になっているようでもあった。

　ともあれ、唯はある程度の情報開示は支配者ドミニオン相手にも行っている。

　だが、喫きつ緊きんのギャンブル勝負にデメリットはないだろうと判断していた。何しろ、唯ですら、何をするかは全く知らされていないのだから。

「……他ほかにも何かあれば、どうぞ」

「あ、では唯さんについてお伺うかがいしていいですか？」

「は……え……？　私……ですか？」

　その言葉に、唯は困こん惑わくした。

「あ、もしかして由梨さんや他の支配者ドミニオンのことを尋たずねられると思いました？　そんな非効率的なことしませんよー」

「いえ、ですが……私は、私には、特に何も」

　──自分はただの絡繰り仕じ掛かけの人形であり、それ以上でもそれ以下でもない。私に一体、何を求めるのか。

「ご趣しゆ味みは？」

「……何も、ありません」

「好きなものは？　食べ物でもなんでもいいですよ？」

「そんなものは、ありません」

「好きな映画とかゲームとかあります？」

「隣りん界かいに映画もゲームもありません。……いえ、希まれに残留物みたいなものが見つかったり少人数が制作していたりすることは知っていますが、興味がありません」

「そっかー、そうですよね」

「では。──嫌きらいなものは？」

「……それは」

　一いつ瞬しゆん、真っ正直に答えそうになった。

　それを必死になって自制する──苦く悶もんがこみ上げる。そしてそれを、じっと観察している緋衣響がいる。

「お姉さんのことは好きですか？」

　続けざまに、心の奥底にある触ふれられたくないものに触れられた。

　立ち上がりかけたその時、狂三がぽつりと呟いた。

「心が千々に乱れていますわよ、佐賀繰唯さん」

　その言葉で、わずかに思考が冷えた。

　椅い子すに座り直し、姿勢を正す。

「由梨様は、私にとって姉であり創造主。好きに決まっています。少し、心が乱れました。お詫わびいたします」

「いーえ。悪いのは響さんですわ、ねえ？」

　にっこりと狂三が笑い、響はぶぅと頰ほおを膨ふくらませた。

「わたしはわたしなりに、勝つために色々考えているんですー」

　危ない、と唯は気を引き締しめる。やはり、今しがたの質問はカジノで勝つために必要なことだったらしい。

　それが何なのかは、自分には分からないけれど。

　……主あるじならば、それが何かが分かるに違いない。

「ああ、でも。申し訳ありませんわ、ここからはわたくしが質問しても構いませんこと？」

　不意に、狂三がそう尋ねてきた。

「──何なりと。お答えできるものであれば」

「恐おそろしい、と思ったことは？」

「……いえ、ありません」

「あら、あら。それは噓うそですわね。あなたは、立派な準精霊しようじよですわ。そして、この場合の立派とは、大変真っ当な人格を有しているという意味合いです。ですから、戦うことも傷つくことも……怖こわいに決まっているでしょう？」

　その言葉は銃じゆう弾だんよりなお強く、刃やいばよりなお鋭するどく、深い疵きずを刻むものだった。

「いいえ。私は──私は、恐きよう怖ふなど」

「無い、という訳ではないでしょう。現にあなた、先ほどからわたくしたちを警戒していますもの。恐怖がなければ警戒することもない。警戒心がなければ、諜報員としては失格ですわ」

「……確かに、その通りですが。でも、私たちは死ぬことを恐れたりはしない」

「あら、そんなこと──当たり前ですわよ？」

　その言葉に、唯は首を傾かしげた。

「死ぬことを恐れるのは、人間……準精せい霊れいなら当たり前では？」

「比率がどうかは分かりませんが。死ぬことを恐れない者もいますわ。彼女たちが恐れるのは、別のこと」

「別……？」

「役に立たないこと」

　ぞわりと、悪お寒かんが全身を貫つらぬいた。

　狂三はまっすぐ、唯を視線で殺すように眺ながめて告げる。

「死にたくないのではなく、こんなところで死ぬはずがないという無念が、彼女たちを恐怖に怯おびえさせるのですわ」

「う……」

「蒼ツアンに殺されたあの佐賀繰唯さんも、きっと、そうだったのではありませんの？」

　その言葉に、唯はあの情報を同期した瞬間を思い出した。

　……珍めずらしいことではない。諜報任務のために、佐賀繰唯たちは命を躊躇いなく投げ出しては死んでいく。

　絆王院の姫ひめのために、第一〇領域マルクトと〝人形遣いドールマスター〟を調査しに赴おもむいたときもそうだった。殺し合いに参加し、蒼ツアンに造作もなく殺された。

　無念さはない、と強がっていたが……。

　今の佐賀繰唯には、その無念が嫌いやというほど伝わってきた。

「……わたくしの考察、間ま違ちがっておりまして？」

「いいえ。……かもしれません。私は、無む為いに死ぬのが怖い」

「でしょう？」

「ですが、それは──皆みな様さまにとって無関係です」

「ですわね。ええ、ええ。まったくもってその通りですわ。さ、ルームサービスの夕食が届いたら、もう休みましょう。ああ、唯さんもお付き合いくださいまし。毒でも入っていたら大問題ですもの」

「毒など、主が仕込むはずがありません」

「わたくしでしたら、躊ちゆう躇ちよなく仕込みますわ」

「や、狂三さん。そこ大おお威い張ばりで胸を張るところではないです」

　唯も、それには大いに同意した。
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　量産型唯によって運ばれてきたディナーは一級品だった。だがしかし『アミルスタン羊の腿もも肉と一口大に切ったアボカド、きゅうり、トマトをレタスで包みギリシャ風ヨーグルトソースを添そえたものでございます』と言われて大だい丈じよう夫ぶなのかアミルスタン羊、と狂三は思ったがどうも普ふ通つうに羊らしい。趣味の悪い冗じよう談だんである。

　響は美味おいしい美味しいと食べながらしんみり呟つぶやいた。

「フランス料理ってフランス料理ってだけで、なんか豪ごう華かっぽい雰ふん囲い気きになりますよねー」

「その雑な感想は、作ってくれた方に失礼ですわよ。こちらをお作りになったシェフはどちら様ですの？」

「申し訳ありません。シェフの要望により、名前も顔も明かせないことになっています。また、明日以降は別のシェフが調理します」

　量産型唯は素っ気なくそう答えた。

「あら、あら。それは勿もつ体たいないですわね。ですが、しばらくはこのホテルに滞たい在ざいするでしょうし、また味わう機会もあるでしょう。予約できまして？」

「……伝えるだけは伝えておきます」

「──ご馳ち走そう様さまでしたー！　いやー、美味しかったですねー！」

　響がニコニコ笑え顔がおで三人に尋ねた。不要だと主張したのだが狂三の強権発動によって、食事に付き合わされていた唯も頷うなずいた。

「毒など、入っていなかったでしょう？」

「ええとほら、遅ち効こう性の毒ということもありますし」

「第一、勝負が具体的に決まっていないのに毒を入れても──」

　量産型唯が、ディナーを運んできたワゴンからそっと白い手紙を取り出した。

「皆様。食事が済んだら、こちらをお渡わたしするよう主から仰おおせつかっています」

　その言葉に、たちまち弛し緩かんした雰囲気が引き締められた。

「……私に同期しろ。説明は私から伝える」

　立ち上がった唯が進み出ると、量産型唯は首を横に振ふった。

「これは私の仕事ですので」

「……そ、そうか」

　量産型唯は進み出ると、手紙を広げて淡たん々たんと読み上げ始めた。

「１．勝負は七日後の二〇時からスタート。ゲームはテキサス・ホールデム。プレイヤーは佐賀繰由梨、時崎狂三、宮藤央珂、アリアドネ・フォックスロット」

「雪城真夜さんはディーラーですのね？」

　こくりと唯が頷いた。

「２．雪城真夜は、ディーラーを務める。彼女の能力が、ゲームの公平性を保つために必要なものだからである」

「まあ、よろしいですわ。続けてくださいまし」

「３．イカサマは発覚した時点で失格と見なす」

「……ええ、ええ。まったくもって仰おつしやる通りですわ。イカサマは許せませんものね」

「４．宮藤央珂及およびアリアドネ・フォックスロットの二人の順位は勝敗に関係ないものとする。この勝負はあくまで佐賀繰由梨と時崎狂三、どちらの順位が上かで勝敗を決定する」

「一つ、よろしいですこと？　わたくしと佐賀繰由梨、両方とも持ち金が〇ＹＰになった場合、勝敗はどうなりますの？」

「……５．勝敗がつかなかった場合、各自、別べつ途とに借金という形で資金を融ゆう資しして再戦とする。その場合は、時崎狂三と佐賀繰由梨二人だけの勝負とする」

「なるほど、なるほど。それで終わりではありませんわよね？　まだ、重要な点がたっぷり残っていますわ」

「６．テキサス・ホールデムのルールは、こちらのルールブックを参考にする」

　量産型唯が取り出した緑色の表紙をしたルールブックを、狂三は受け取った。

「……以上だが」

「あら、あら。全然ダメですわよ、由梨さん」

　時崎狂三はニコニコ微笑ほほえみながら、量産型唯を通してリアルタイムで聞いているであろう、佐賀繰由梨に語りかける。

「こちらの追加条件を申し上げますわ。まず、一つ目。緋衣響またはシスタスをこちらのメンバーとして参加させること」

　初しよっ端ぱなから飛び出した発言に、その場にいた一同が驚きよう愕がくした。

「え……!?　わ、わたしですか狂三さん!?」

　狂三は構わず、二本目の指を立てる。

「二つ目。用意したトランプを前に、全員宣言してくださいまし。このトランプにイカサマは仕込まれていない、と。特に雪城さんは、その責任を負ってくださらないと困りますわ。トランプにイカサマを仕込んでチート勝利など、許しませんわよ」

「……」

「三つ目。軍資金について。わたくしたちが現在用意できるのは五〇〇〇万ＹＰ。こちらを限界として、他ほかの皆様も資金を平等にしてくださいまし。多少の上乗せくらいは認めますが、一〇億ＹＰの資金を使って持久戦に持ち込まれたら勝ち目有りませんもの」

　もう一本、指が持ち上がる。

「四つ目。どういう場所でゲームを行うにせよ、観客は不要ですわ。映像越ごしならまだしも衆しゆう人じん環かん視しであれば、やはりイカサマを疑うことになるでしょう」

　狂三が手を開ききる。

「こちらで要望は最後でしてよ。当日、ゲーム開始三時間前にわたくしたちを勝負の舞ぶ台たいとなる場所を調べさせてくださいまし。舞台装置でイカサマが仕し掛かけられていないか、それを確かく認にんしなければ勝負になりませんわ」

　量産型唯はフリーズしたように押し黙だまっていたが、こくんと頷いて答えた。

「主にお伝えし、返答を持ち帰ります。少々お待ちください」

「いえ、待ちませんわ。どうせ、このやりとりはリアルタイムで伝わっているのでしょう？　今すぐ答えを聞かせてくださいまし。今、すぐにです」

　狂三は立ち上がり、量産型唯の色しき彩さいのない瞳ひとみを強く睨にらんだ。

「さあ、さあ、さあ！」

　量産型唯が口を開く──佐賀繰由梨の声がした。

「怖いなあ。抵てい抗こうしたら銃じゆうを向けられそうだ。いいよ、了りよう解かい。要望２は了解、４も問題ない。元々、観客なんて存在しないからね。５に関しては私たちも当然立ち会わせてくれるよね？　あなたたちが逆にイカサマを仕掛ける可能性もあるんだし」

「もちろん構いませんわ」

「３は……そうだな。七五〇〇万ＹＰを限界とすることでどうだろう」

「多すぎますわ。五五〇〇万ＹＰで」

「七〇〇〇万」「六〇〇〇万」

「六五〇〇万ＹＰを限界とする。これでいいよね？　時崎狂三」

「……ま、その辺で妥だ協きよういたしますわ」

「それから要望１だけど──それは、認められない。このゲームは支配者ドミニオン同士で争わなければ意味がない。あなたのパートナーであろうが何であろうが、それはダメだ。もちろん、その隣となりの時崎狂三も拒きよ否ひする」

「ふうむ。では、支配者ドミニオン級の準精せい霊れいであれば問題ありませんわね？」

「え、それは……」

　狂三はニヤリと笑って、

「キャルト・ア・ジュエー。わたくしは彼女をパートナーとして、あなたがたに対たい抗こういたしますわ。白の女王クイーンに敗れたとはいえ、元第三領域ビナーの支配者ドミニオンであれば、問題ありませんわよね？」

「……了解、それで構わないよ」

　酷ひどく素っ気ない声で、由梨は応じた。

「だが、こちらからも条件を出す。彼女の持ちＹＰと時崎狂三の持ちＹＰは共通化だ。つまり、合計で六五〇〇万ＹＰ。それは譲ゆずれない」

　あんまりだ、と響が口を開きかけたが、狂三がそれを目線で制した。大丈夫、確かに圧あつ倒とう的不利の条件ではある。あるのだが、ただポーカーをするよりも遥はるかに勝利のチャンスがある。

　それにまあ、金額の多た寡かは重要であるが問題ではない。一億あろうが、その半分だろうが、溶とけるときは一いつ瞬しゆんで溶ける。それがポーカーゲームというものだ。むしろかろうじて勝負になる程度の金額の方がちょうど良い、と狂三は思う。

　下手に最初のチップが多すぎると、油断や慢まん心しんが生じる。勝負の流れに乗るまでは、なるべく資金が少なめの方がいい、と狂三は判断した。

「……いいでしょう。それで問題ありませんわ」

「では、さようなら。一週間後のゲーム、楽しみにしている」

「わたくしもですわ。では、ごきげんよう」

　量産型唯が、びくりと震ふるえた。目が覚めたように周囲を見回し、現状を理解したのか深々と頭を下げた。

「それでは失礼いたします」

　ワゴンを運び去っていく彼女を見送り、狂三はほうと息をついた。

「……何とかねじ込めましたわ」

「えっと、すいませーん。わたし、何が何だか分からなかったんですけど。あ、いえ。ルールは重要だと思うんですけど……その後のやりとりが……」

　響が手を掲かかげて質問する。

　唯も少しだけ、それは気になっていた。シスタスは余よ裕ゆうの表情で紅茶を飲んでいる。

「わたくしシスタス。わたくし面めん倒どうなので、答えてくださいまし『わたくし』ならば、理解できるでしょう？」

「ええ、ええ。もちろん理解できますわ、できますが……面倒ですし。そもそも、唯さんを相手にお話する訳にもいかないでしょう？」

　シスタスはちょいちょい、と影かげを指差した。

「内ない緒しよ話ばなしなら、そちらでしてくださいまし。わたくしはここにいますので」

「……ですわね。それでは佐賀繰唯さん、少々こちらでお待ちくださいな。今から、響さんに説明しなければならないので」

　言うが早いか、狂三は響を摑つかむと影に飛び込んだ。

「え……！」

　慌あわてて唯が駆かけ寄るが、古式銃を構えたシスタスがそれを押さえる。

「この第七領域ネツアクで、あなたたちの目の届かない場所などどこにもない……と思いまして？　残念ですわね。誰だれの目も届かぬ影と闇やみ、それこそがわたくしたちの支配する領域ですのよ」

　唯とシスタス、睨み合う二人を他所よそに狂三と響は影でひそひそと話し始めた。




　　　　◇




「それで。結局どういうことなんでしょうか……？」

　響がきょろきょろと周囲を見回す。影の中は経験があるが、いつ来てもこの上下のない暗くら闇やみには慣れない。

「──まず、相手は十中八九イカサマを仕掛けてきますわ」

「……そうなんですか？」

「向こうの要求を思い出してくださいまし。イカサマは発覚した時点で、処しよ罰ばつされるのです。イカサマが発覚しなければ、やりたいチート放題ですわ」

「あー……それはそうですね」

　もちろん、現実世界においてもイカサマは発覚しない限りはイカサマとして成立しない。

　だが、ここは隣りん界かいであり、実存の肉体が意味を持たない世界だ。

　噓うそをつくと発覚する──そういう手段も探せばいくらでもあるはず。なのにそれをしない、ということは既すでにイカサマを宣言しているようなものだ。

「そしてもう一つ。相手はこちらのイカサマを狙ねらってくるでしょう。勝敗より、わたくしのイカサマを狙って弾だん劾がいする方が、ずっと楽でしょうし」

「イカサマするつもりなんですよね？」

「イカサマしないつもりなど、ありませんわ。わたくしを舐なめたこと、後こう悔かいさせてさしあげませんと」

「……ふふふ」

「響さん、どうなさいましたの？」

「いえいえ、何でもないです何でも」

　底なしの影で、二人が悪わる巧だくみを行う……というよりは、何だか修学旅行のひそひそ話のようで、響は少し楽しかった。

「狂三さんの要望は、ほとんどが相手のイカサマを抑よく制せいするもの……ですよね？」

「ええ、ええ。ですが、これでもイカサマは間ま違ちがいなく出てくるでしょう。それを見み極きわめた上で、イカサマで剝はぎ取ってやりますわ」

「あ、それから資金はどうします？」

「……それは悩なやみ所ですわね。ギャンブルは資金勝負。極きよく端たんな話、わたくしが五〇〇〇万なのに対して、相手は一億九五〇〇万という考えもできますわ」

　ギャンブルにおいて、資金というのはそのまま体力に通じる。どれほど強い手札パンチを持っていても、相手が降りたフオールドなら無意味だ。体力が多ければ、

「せめてあと一五〇〇万、稼かせぎたいですよね……でも、ギャンブルは無理っぽいですし」

「資金稼ぎに関しましては、ギャンブル以外の手を探してみましょう。いくら何でも、第七領域ネツアクの経済がギャンブルだけで動いているはずはありません。このホテルのように違う稼ぎ方が必ずあるはず」

「佐賀繰さんたちが邪じや魔ましませんか？」

「いえ。逆に恐おそらく、六五〇〇万ＹＰになるまでは見み逃のがすはずですわ。……そこで嫌いやがらせしてしまっては、公平な勝負に物言いがつきますもの」

「なるほど……。ところで、キャルトさんは本当に参加してもらうんですか？」

「そこ、ですわね」

「キャルトさんなら、まあ……喜んで受けると思いますけど」

　少しだけ苛いら立だちが募つのり、それを見せたくなくて響はそっぽを向いた。ふて腐くされている、と理解した狂三は苦く笑しようする。

「残念ですが、第三領域ビナーで少しだけ共きよう闘とうしただけの彼女を、全面的に信しん頼らいする訳にはいきませんわ。……恐らく、裏切ることはないと思いますが。それはそれとして、共闘するには時間もコミュニケーションも足りません」

「え？　じゃあ、どうするんですか？」

「……」

　狂三はニコニコと満面の笑えみで響を眺ながめている。

　響を。

　……嫌な予感がした。

「あ、あのう。まさか、とは思いますが。〈王位簒奪キングキリング〉、あたりでしょうか？」

「大正解ですわよ、響さん」

「滅め茶ちや苦く茶ちや言いますね!?　まああの話が出たとき、何となくソレかなと思いましたけど！」

「で、可能ですか？」

「……テキサス・ホールデムって時間はどのくらい掛かかります？」

「一度に賭かける金額ベツトにもよりますが……一日は掛かりません」

「顔を交こう換かんするだけなら、半日は保もちます。でも、無む銘めい天使のコピーはもうできません。つまりその、わたしは素すで戦うしかないんですけど……」

「それで十分ですわ」

「……？」

「恐らく。開始直後に、響さんの正体は露ろ呈ていします」

「え!?」

「相手はあなたの〈王位簒奪キングキリング〉を把は握あくしていますわ。キャルトが普ふ通つうにやってきたなら、まず間違いなくそこを疑うでしょう」

「ど、どうするんですか!?」

「どうもこうも、放置で問題ありませんわ。始まってしまえば、止められはしませんもの」

「……ぬえ？」

　こてん、と首を傾かしげる響に狂三は答える。

「わたくしの要望四、覚えていらっしゃいまして？」

「あ、はい。ええと……観客がいたら、妨ぼう害がいされる可能性があるので映像越ごしで……って話でしたよね？　当然の権利だと思いますけど」

「よろしいですか。わたくしが観客の件を持ち出したとき、由梨さんはこう仰おつしやいませんでした。『観客なんて存在しない』と。つまり、わたくしたちの勝負は映像で配信され、そして恐らくはどちらが勝つかを賭け事の対象にされている」

「……ああ！」

　ぽん、と響は手を叩たたいた。




　　　　◇




「──なので、向こうが緋衣響を〈王位簒奪キングキリング〉で持ち出しても私たちは拒こばめないよねー」

　佐賀繰由梨がため息をついてそう告げると、アリアドネ・フォックスロットが肩かたを竦すくめて答えた。

「……別にいいんじゃないのぅ？　だって、元エンプティで無銘天使の名前も能力もほぼ看破されてる。トランプのイカサマに使えるような能力じゃないでしょぅ？」

　雪城真夜が頷うなずき、その意見に賛同する。

「確かに。むしろ、キャルト・ア・ジュエーが本格的に参加する方が我々には困る。彼女の能力は、不明な点が多々あって対処しきれるかどうか」

「冗じよう談だんではありません。たかだかエンプティがこのゲームに参加するなど」

　つん、と唇くちびるを尖とがらせ不平を露あらわにするのは、宮藤央珂だ。

「……時崎狂三が勝利したなら、それを理由に勝利を帳消しにできないだろうか」

「いやいや、いやいやいや。マヤマヤ、それは悪手って奴やつだよぅ。わたしたちは良くても、第七領域ネツアクがダメでしょぅ、それ」

　アリアドネの言葉に由梨がこくこくと頷く。

「佐賀繰由梨わたしの信用問題に関かかわるから、絶対にダメ。能力的なイカサマが後から発覚したところで、無効にはできない」

　第七領域ネツアク全体での大規模なギャンブルになるだろう。リアルタイムで不正が見つかれば、観客たちも納なつ得とくするだろうが後から『実は不正があった』と言ったところで、ギャンブルの結果動いたＹＰは取り返しがつかない。

　下手をすると、支配者ドミニオンへの弾劾が始まりかねない。

　そうなった場合、事態は第七領域ネツアクだけでは済まない。参加した真夜、アリアドネ、央珂の三人も巻き込まれることになるだろう。

　だから、緋衣響がキャルト・ア・ジュエーに化けていた程度では、とてもイカサマとは呼べない。

「ふむ。では簡単ですね。我々が正々堂々勝利する。こちらは三人いるんですもの。おまけに、雪城さんがディーラーなのでしょう？　なら、絶対正義の我々が勝利するに決まってますわ」

　えへん、と央珂が豊かな胸を張る。ぱちぱちぱち、と真夜が手を叩く。

　アリアドネが、こっそりと由梨に耳打ちした。

「こちらがイカサマするって知らせてないのぅ？」

「宮藤さん、正義感が強すぎるからバレると怖こわくて……」

「……イカサマをずっと知らせないつもりぃ？」

「できればそうしたいです……」

「難しいと思うよぅ。でもまあ、それが望みなら……何とかするかぁ」

「ありがとー。頼たのむ」

「マヤマヤは？」

「あ、雪城さんにはもう話を通してます。ただ、ディーラーである以上は無理はできない、という話だったけど」

「了りよう解かい了解」

　そんなやりとりが交かわされているとは露つゆ知しらず、宮藤央珂は決意を滾たぎらせる。

「絶ッッッッ対に、負かせてやりますわ。時崎狂三！」




　──一人は勝利を誓ちかう。

　──一人は時崎狂三を理解しようとする。

　──一人は己おのれの願望に身を委ゆだねようとする。

　──一人は、静かに時を待つ。




　　　　◇




　諸もろ々もろを決めてから、狂三と響は影かげから出た。唯はこちらが気になる、という感じでチラチラと様子をうかがっていたが、響が笑顔で雑談を仕掛けるとアワワワと応じ始めた。

　……佐賀繰唯に話しかけるのは、二つの理由がある。

　一つはもちろん、彼女を通して何とか佐賀繰由梨の話が引き出せないか、だ。

　彼女の人となりを知れば、弱点が見つかるかもしれない。弱点と言わずとも、素の佐賀繰由梨を知ることに意味がある。

　とはいえ、これまでの話を総合する限りはさして得られたものはない。

「シスタス」

「はいはい。夜よを徹てつして……ですわね。承りましたわ」

　狂三と入れ違うように、シスタスが影に溶とけて消えた。彼女は今から、情報収集に当たってもらうことになる。

　本音を言うと、あともう一人、【八の弾ヘツト】で分身体を増やすべきだと考えている。

　だが、それはギリギリまで取っておきたい。……この隣りん界かいに〝彼〟がいない以上、生まれ落ちてもぽっかりとした虚むなしさを抱いだいて生まれるだけだ。

　……ともあれ。

　シスタスは唯も気付かぬ内に、ホテルの外へと飛び出した。佐賀繰由梨の情報を、少しでも得るために。




　さて。響や狂三が唯と語り合うのは、もう一つ理由がある。それは佐賀繰唯を個人と見なして、佐賀繰由梨から引き剝はがすためだ。

　このホテルに限らず、第七領域ネツアクはどこも量産型唯によってあらゆる場所が監かん視しされている。

　……翻ひるがえって言えば、それは情報の過多を生む。そしてここが肝かん心じんなのだが、響が唯と軽く話した結果、やはり一品型の佐賀繰唯は個人としての人格がある、という結論に達した。

　佐賀繰唯は姉である由梨に仕えながらもごく普通の少女として考え、悩なやみ、そして行動している。

　ならば〝個人〟として扱あつかうことで、彼女を佐賀繰由梨から引き剝がす。

　ちなみにこの案は、狂三ではなく響が思いついた案だった。第七領域ネツアクに訪おとずれた経験こそなかったものの、佐賀繰唯に関しては前々から情報を集めていたらしい。

　もちろん、これが役立つかどうかは分からない。

　いくら何でも、佐賀繰唯が裏切るなどということはないだろう。

　だが──由梨からの信頼が少しでも揺ゆらげば、唯がもたらす狂三の情報が劣れつ化かする。

　それを期待して、響は唯に語り続けている。

　結局、響が疲つかれて眠ねむるまでその語り合いは続いた。実のある内容はほとんどなく、ただ響が喋しやべるだけ喋っていただけであったが。

　ちなみに内容は自分のことが一割で狂三のことが九割である。

　端はたから聞いていた狂三は、響の会話内容がさすがに照れ恥はずかしくなり、早々にベッドに潜もぐり込むことにした。

　耳みみ栓せんを作って耳に当てる。時崎狂三が様々な勢力に狙ねらわれているのは事実だが、現状は比ひ較かく的てき安全圏けんにいる、と狂三は認にん識しきした。

　いつでも殺されまいと気を張っていては、遠からず精神が崩ほう壊かいする。

　この隣界で幾いく度どとなく夜を過ごしたが、夢を見ることはほとんどない。見たとしても、あの人の夢を見ることはない。

　憧あこがれの君。

　恋こい焦こがれる貴方あなた。

　好きな、ひと。

　なのに自分は、思い出せない。思い出せないのです。何もかも、何もかもを。

　深い海に沈しずむように、狂三は眠りに落ちていく。




　──そして、翌日。と言っても、第七領域ネツアクは常に夜なので目が覚めても外は夜のままだ。

　残り七日間、狂三たちの基本方針は情報を集めつつ資金をギャンブル以外で稼かせぐ、というものだ。

「……こちら、要望のあった就職雑誌です」

　唯が差し出した雑誌を、狂三と響が二人して読み出す。

「えーと。バーテンダーがありますね」

「カクテル作りですか。……いえ、止やめておきましょう。わたくし、どうも未成年っぽいですし」

「えっ、うん」

「……今の返答はどういう意味合いがありますの、響さん？」

「狂三さんはプリティガールです！」

「よろしい」

　いいのだろうか、と唯は心の中でツッコんだ。

「それはともかくとして、これではダメですわね。一日あたり平均二〇〇万ＹＰ稼げる職業でないと、ただ苦労するだけですわ」

「そんな都合の良いアルバイト、あります？」

「ありますわよ。この第七領域ネツアクが夜の街であるならば」

　狂三が笑えみを浮うかべるとき、それは『面おも白しろいことがある』か『面白くないことがある』の二択たくだ、と響は学んでいる。

　今回の場合は、前者だ。

「夜の街ってまさか、ちょっとエッチなアルバイトでも？」

「ですわね」
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　あまり知られていないことであるが。隣界にはスマホがある。使う度たびに、僅わずかながら霊れい力りよくを消費するとはいえ、遠えん隔かく通信ができるのは便利この上ない。とはいえ、第七領域ネツアクにいる間は、盗とう聴ちようなどを恐おそれてなるべく使用は避さけていたのだが。

「あら、あら」

　シスタスが、震ふるえるスマホをじっと見ていた。

　緋衣響が連れん絡らくをするのは、極きわめて珍めずらしい。彼女は狂三に懐なついているが、それ故ゆえかシスタスとは少し距きよ離りを置いている。

　……といっても、敵意があるという訳ではない。狂三を支える、という一点で響とシスタスのスタンスは一いつ致ちしている。

「もしもし、どうなさいまして？」

「シスタスさーん！　狂三さんが……狂三さんがっ、くくくくるみさんがですね！」

「落ち着いてくださいまし。何かありましたの？　奇き襲しゆう？」

「いえ、違ちがうんです！　狂三さんが……ウサギになったんです！」

　一刻も早く、彼女たちの下もとへ向かわなければならない。

　シスタスはそう決意した。




　──そして。コレである。

「バニーガール……とは」

「うわあああん！　うわあああああん！　わたしの狂三さんがぁ、狂三さんがぁ、第七領域ネツアクで一番人気のお高いバニーガールになってしまったんですよぅぅぅ」

「邪じや魔まですわよ響さん」

　バニーガール姿になった狂三が、そこにいた。ハイヒール、網あみタイツ、黒いビスチェ、そしてうさ耳のヘアバンド。

　完全無欠のバニーガール姿であり、響はその足に泣きながらすがりついていた。

「……何しておられますの？」
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「アルバイトですわ」

　狂三の手には〈刻々帝ザフキエル〉……ではなく、看板があった。どうやらアルバイトとはカジノの宣伝役らしい。

「なるほど、アルバイト」

　シスタスは深く深く納なつ得とくした。

「何とかしてくださいよー！」

「何ともなりませんわね。わたくしは変わらず情報収集に勤いそしみます。お二人は思う存分、ＹＰ稼ぎをしてくださいまし。軍資金、超ちよう大事ですわよ」

　シスタスは呆あきれたように肩かたを竦すくめ、再び影へと姿を消した。

　周囲には既すでに、財さい布ふを持った準精せい霊れいたちが続々と集まっている。

「……皆みな様さま。カジノ『オクトパス・ポット』へようこそいらっしゃいませ。ご歓かん迎げいいたしますわ」

「あ、あのぅ」

　おずおずと、準精霊の一人が手を掲かかげた。どうやら、別のカジノで相当勝ったらしく、ＹＰコインを大量に持っている。

「おひねりとか、必要ですか？」

「……そうですわね。わたくし、今とっっっっってもお金に困っていますの。ですがもし、皆様がわたくしにクラウド・ファンディングしてくださるなら──」

「くださるなら？」

「わたくし、とっても嬉うれしいですわね」

　にっこり満面の笑顔。途と端たん、準精霊の何人かが崩くずれ落ちた。

「うわあああん、うわあああん、わたしのぅぅぅ、わたしのぅぅぅ」

　そして響がＹＰコインを握にぎり締しめていた。

「ほらほら、響さんもとっとと着き替がえてアルバイトですわよ。あなたもあなたでＹＰ稼ぎですわ。二人で頑がん張ばって、稼ぎまくりましょう」

「うう、まるでヒモに貢みつぐ気分……でも悪くない気分……！」

　めそめそしつつ、響も霊装ドレスをバニーガールに変化させた。

「人聞き悪いですわね!?　自立して稼いでいますわよ、わたくし！」

　狂三が黒いビスチェを基調とする、いわゆる黒系のバニーガールならば、響はその真逆で網タイツ以外は全すべてが真っ白なバニー姿だった。

「よし、ちょっと待ってください。今、一番受けそうな顔になりますから」

　響はぐいぐいと顔を揉もみほぐし、周囲の準精霊にその表情を向けた。

「──ッ」

　幾いく人にんかの準精霊が、びくりと身を震わせる。そこにいたのは、普ふ段だん底そこ抜ぬけの楽天家である緋衣響ではない。

「わたし、明日をも知れぬ病で……ＹＰがなければ、とても困るんです……」

　儚はかなげな表情を浮かべた銀ぎん髪ぱつの美少女バニーガールである。

「うう。病気が噓うそだなんて丸分かりなのに……ＹＰをおひねりであげちゃう……！」

　ふらふらと何人かが、響に引き寄せられていた。

「……わたくしがヒモなら、あなたは詐さ欺ぎ師しですわね……」

「頑張ってるんだから、そゆこと言わなーい！」

　しんみりとした狂三の呟つぶやきに、響は猛もう烈れつ抗こう議ぎした。

　ともあれ、アルバイターである二人は大通りメインストリートをぐるりと巡めぐり、アルバイト先である『オクトパス・ポット』の宣伝業務に携たずさわった。

　だが、収入のメインは当然のように二人に投げられるおひねりである。

　無論、それをアルバイト先は黙もく認にん。何しろ準精霊たちは、看板を持って歩くだけの彼女たちに、勝手にＹＰコインを投げ入れるのだから文句は言えない。

　そもそも、二人がアルバイトとして看板を持ってから、何と観客は一日平均一・三倍に増加。先の五〇〇〇万ＹＰコインを狂三に奪うばわれたことを差し引いても、余り有る金額がこのカジノで動いていた。

　そして、そんな評判が漏もれ聞こえれば当然、〝彼女〟の耳にも入る。

「狂三様！」

「げ、来やがった」

　大通りを練り歩く狂三に、歓かん喜きの呼び声がした。響が嫌いやな顔で振ふり返ると、予想通りの少女がそこにいた。

　シルクハットにノースリーブの白いブラウス。第三領域ビナーというよりは第七領域ネツアクに相応ふさわしい装よそおい。顔には涙なみだと星のマーク、そして燃えるような赤毛。

「第八領域ホドでトンズラしたキャトルミューティレーションさん!!」

「キャルト・ア・ジュエーだ！　牛を誘ゆう拐かいする感じの名前じゃない！　あとトンズラは悪かったと思ってます！」

『お、しばらくぶりでござるなー』

「あ、スペードエースさーん！」

　懐かしきスペードエースがのんきに呼びかけた。『わたしたちは久しぶりッス！』『久しぶりと考えるがいい！』『懐かしいですよー』と、他ほかのトランプたちも和わ気き藹あい々あいと飛び跳はねる。

「聞きましたよ、狂三様。どうやらテキサス・ホールデムの勝負をなされるようで！　このキャルトにできることがあれば、何なりと！」

「ええ、ええ。キャルトさんにお願いしたいことが二つありますの。聞いていただけまして？」

「はい！」

　即そく答とうだった。どんな命令でも喜んで従うぜ、という心意気だった。ところでこの二人、妙みように服装のトーンにまとまりがあるのがムカつくな、と響は思った。

「一つはまず、響さんに顔を貸していただきたくて」

　狂三が事情を話すと、キャルトは苦く悶もんしつつ頷うなずいた。

「ぐ、むぅ。ですが、それなら僕が参加した方がいいのでは？　テキサス・ホールデムはそれなりに経験がありますし──」

「それも考えましたが。キャルトさんには、もう一手重要な役割がありますの」

「む？」

「実は──」

　ひそひそ、と狂三がキャルトに耳打ちした。




　　　　◇




「まさか、アルバイトで稼かせぐだなんて。あの精霊にプライドはないの!?」

「まあ、あれくらい大人気だとちょっとやりにくいよねぇ」

　宮藤央珂はハンカチを嚙かみしめ、アリアドネはくすくす笑い、真夜はそんな手もあるのか、と素す直なおに感心し、佐賀繰由梨は途と方ほうに暮れていた。

　もちろん、アルバイト先であるカジノに圧力を掛かけるのは簡単だ。

　だが、時崎狂三にギャンブルをさせない、と命令を出したときとは訳が違う。あの時は、カジノ側も損をするので、喜んで由梨の命令に応じた。

　だが、今回は違う。得をしている、利益が上がっているのだ。

　そしてそれは、他のカジノにも伝わっているだろう。『オクトパス・ポット』に圧力を掛けたところで、違うカジノが二人を雇やとうだけだ。

「ま、心配は要いらないと思うよぅ」

　アリアドネが午ご睡すいを楽しみながら、由梨に言った。

「あれでＹＰを五〇〇〇万稼ぐのは、さすがに無理だよぅ。一五〇〇万でもギリギリってところかなぁ」

「どうして？」

「飽あきるからー。第九領域イエソドみたいにアイドルに熱ねつ狂きようする輩やからじゃないからね、ここの住人たちは」

「……それもそうか」

　佐賀繰由梨は胸を撫なで下ろす。となれば、事情は変わらない。

「六五〇〇万ＶＳ一億九五〇〇万。資金面では圧あつ倒とう的に勝っている。これなら──」

「我々は勝てます」

　由梨の台詞せりふを引き継ついだ宮藤央珂の視線は、槍やりのように鋭するどい。

　それを見るアリアドネの視線もまた、微かすかに鋭さを増した。

「アリアドネさん。主軸はあなたです」

「オッケェ、オッケェ。分かってるよぅ。宮藤さん、由梨さん、よろしくねぇ」

　アリアドネの言葉に、部屋の空気がしんと冷えた。

　その場で雑用をこなすために呼ばれていた量産型唯は、手を強く握りしめた。

　彼女たちは安価な量産型であり、ほとんどロボットのようなものであるが……それでも、感情がぐらりと揺ゆれ動くことはあるのだ。

　それは本能が敗北まけを認め、生命活動を保全するために速すみやかにその場からの撤てつ退たいを推すい奨しようした時。

　即すなわち、恐きよう怖ふを抱いだいたときだ。








○テキサス・ホールデム






　──七日後。ゲーム開かい催さい日。

　テキサス・ホールデムはポーカーの一種である。ポーカーは言わずと知れた、配られた五枚のカードを使用し、「役」を作って競きそい合うトランプゲームだ。

　テキサス・ホールデムがそれと異なるのは、配られるカードは二枚だけ、という点。

　これが各プレイヤーの手札（ホールカード）となるが、当然これだけでは役が作れない。

　次に、ディーラーによってコミュニティカードが三枚配布される。

　ここでポイントとなるのは、コミュニティカードは全プレイヤーに共通であると同時、表に開示されるということだ。

　自分の手元にこの二枚のカードがあったとする

　♠スペード９　♦ダイヤ８




　当然このままでは、何の役にもならない。だが、コミュニティカードがこう表示されたとする。




　♥ハート８　♥ハートＱ　♣クラブ４




　この時点で、自分の役は８のワンペアという役が出来た。

　ところがコミュニティカードは最大で五枚配布される。このままチェック（様子見）を選んで、更さらに二枚のコミュニティカードが追加された。




　♥ハート８　♥ハートＱ　♣クラブ４　♣クラブＫ　♣クラブ９




　運の良いことに、ハート８とクラブ９により役がツーペアになった。

　これは勝てるだろう、とプレイヤーが更にチップを載のせる。

　だが──後半の♣クラブ４・♣クラブＫ・♣クラブ９に、注目して欲しい。

　もし、他のプレイヤーが配布された手札（ホールカード）がクラブ二枚だった場合、そのプレイヤーの役は五枚のクラブを揃そろえたフラッシュという役になり、自分の敗北となる。

　当然、勝者は一人のみであり、積み上げたチップは総取り。

　しかし、これは通常のポーカーではなくテキサス・ホールデム。

　だから、例えばそれまで様子見を行っていたプレイヤーが突とつ然ぜん、表示された五枚目のコミュニティカードでチップをレイズ（上乗せ）した場合、誰だれもがこのプレイヤーが大きな手をものにした、と考えるだろう。

　クラブが三枚ある、ということは残り二枚がクラブだった場合、フラッシュという可能性が極きわめて高い。

　……となれば、フォールド（降りる）するのも手だ。降りてしまえばダメージは最小限。

　一方、滅めつ多たにないフラッシュを上手うまく活用できなかったプレイヤーは、最低限のチップしか貰もらえない。千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを逃のがしたことになる。

　そうやって相手の高い手を潰つぶしつつ、いかにして相手を出し抜ぬくか。

　そこがこのテキサス・ホールデムの醍だい醐ご味みである、とも言える。

　とある名プレイヤーはこのテキサス・ホールデムを称しようしてこう言った。




〝テキサス・ホールデムのルールを覚えるのは一分。極めるには一生〟




　──さて。そのテキサス・ホールデムをプレイするにあたり、時とき崎さき狂くる三みと緋ひ衣ごろも響ひびきはチームを組んで挑いどむことになる。

「通しのサインはどうします？」

　響の質問に、しばし狂三は考え込む。

　通し、とは身み振ぶり手振りを含ふくめた通信手段だ。もちろん、ゲーム的には違い法ほう行こう為いだ。

　だが、今回は事実上三対二のチーム戦であり、当然ながら佐さ賀が繰くれ由ゆう梨り側も間ま違ちがいなく、その通しは行うだろう。

「もちろん、サインは決めますわ。ですが、毎回伝え合うのは避さけましょう。お互たがいに勝負を決するレベルの決め手が舞まい込んだときのみ、通信を行います」

「バレないように？」

「勿もち論ろん、それもあります。ありますが──わたくし、自分の直感を可能な限り大事にしたいのですわ。嫌な予感がするが、響さんの情報がある──だから勝負するでは、いつか致ち命めい的てきなミスを犯おかしてしまいますわ」

　ギャンブルに絶対はない。いわゆる将しよう棋ぎやチェスのような双そう方ほうのプレイヤーが最善手を打てば必ず勝利者が確定する……というものではないのだ。

　絶対に勝てる、と言えるのはロイヤルストレートフラッシュのみ。テキサス・ホールデムにおいてロイヤルストレートフラッシュがぶつかり合うケースはないからだ。

　また、ジョーカーもないためファイブカードもない。

「……分かりました、狂三さん。基本、わたしはフルハウス（スリーカードとワンペアの組み合わせ。四番目に強い役）以上でない限り、連れん絡らくはしません」

「ええ、ええ。響さんは基本的に、まっすぐ勝利を目指してくださいまし」

「狂三さんとかち合ったら？」

「構いませんわ。勝負所で遠えん慮りよしていては、互いに運が捩よじれます」

「能力についてはどうします？」

「シスタス」

　影かげからひょっこりとシスタスが出てきたが、その表情は芳かんばしくない。

「ダメですわね。さっぱりですわ。ただ──」

「ただ？」

「佐賀繰由梨がギャンブルを行うことは滅多になく、勝負は勝ったり負けたりでそれほど強い訳ではない、と」

「……面おも白しろいですわね」

「記録された映像がないか探してみましたが、駄だ目めでしたわ。ともかく、平へい凡ぼんなのだと」

「アリアドネ・フォックスロットと宮みや藤ふじ央おう珂か、そして雪ゆき城しろ真ま夜やについては？」

「さっぱりですわ。ゲームに参加した、という記録もないですわね」

　ふむ、と狂三は頷うなずく。

「ま、情報はすぐに収集できるでしょう。テキサス・ホールデムは人間性が浮うき彫ぼりになるゲームですもの。慎しん重ちよう、大だい胆たん、狡こう猾かつ……それらが判明すれば、自然と能力も理解できますわ」

「そんなものですか？」

　響が首を傾かしげ、狂三は頷く。

「そんなものですわ。さあ、それでは勝負に参りましょう、響さん。優ゆう雅がに、大胆に、そして──華か麗れいに勝利を、攫さらいに参りましょうか」

「はーい！」

　狂三は背後でじっと彼女たちを眺ながめていた佐賀繰唯ゆいに顔を向けた。

「唯さん、参りましょうか？」

「はい」

「では、どうかわたくしたちがイカサマをしないよう見張ってくださいまし」

「……はい。見張らせていただきます。それが、皆みな様さまの勝利に繫つながると思いますので」

「あら、あら。そんな風に贔ひい屓きして大だい丈じよう夫ぶですの？」

　唯はふるふるとその言葉を否定する。

「確かに、私は皆様の監かん視しを任されていました。もちろん、私に語られなかったこともあるでしょう。しかし、皆様は誠実に立ち向かおうとしている。それだけは、私にも良く分かります。役割上、あらゆることを主あるじに報告せねばいけませんが──」

　少しだけ躊躇ためらって、唯は告げた。

「応おう援えんしています。頑がん張ばってください」

　……その言葉に、響は混乱する。一品型の佐賀繰唯は、やはり感情が豊かだ。むしろ、豊かすぎると言っていい。

　本当に絡から繰くりなのか、と疑うほどには。以前、念のために唯の頰ほおに触ふれてみたがぞっとするほど冷たく、否いや応おうなく人形であることを意識させられた。まるで、死人のようだと思うほどに。

　エンプティの方が、まだ人間味が残っている。彼女たちは瀕ひん死しであるが、死体そのものではないのだから。

　だから、響は混乱する。

　──彼女は一体、どういう存在なんだろう。




　　　　◇




　指定されたカジノは『オクトパス・ポット』ではなく『グラウンド・バーナー』という名前の店だった。第七領域ネツアクにおいて、一番巨きよ大だいなカジノであり──ここで動くＹＰは一時間で億を超こえる。

　狂三たちは約束通り、ゲーム開始三時間前にカジノへと来訪した。

「──承っております」

　量産型唯が一いつ斉せいに頭を下げる。普ふ段だん、一日中盛せい況きようで知られるカジノだが今夜ばかりは準精せい霊れい一人とて存在しない。

　響は既すでに、〈王位簒奪キングキリング〉でキャルト・ア・ジュエーを〝強ごう奪だつ〟している。いけ好かない顔なのかたまに頰を抓つねっているが。

「どうぞ、存分にお調べください」

「ええ、ええ。それでは存分に調べさせていただきますわ〈刻々帝ザフキエル〉」

「えっ」

　狂三は迷わず〈刻々帝ザフキエル〉を召しよう喚かんし、その弾だん丸がんを選せん択たくする。

「──【一〇の弾ユツド】。では響さん……ではなくてキャルトさん、テーブルに顔をくっつけてくださいまし」

「う。やっぱやるんですか。これ怖こわいんですよね……」

　そう言いつつ、響はしゃがんで顔をテーブルの縁ふちにくっつけた。一体何を、と量産型唯が問い質ただす暇ひまもなく、狂三はテーブルと彼女を撃うち抜いた。

　瞬しゆん間かん、響の脳のう裏りに高速のスライドショーのような勢いで記き憶おくが押し寄せていく。

　とはいえ、その大部分は不要な記憶だ。名も知らぬ誰かが勝利し、誰かが敗北したという結果の山。目覚めた夢のような勢いで、片かたっ端ぱしから捨てていく。

　そして、ここ数日間。このテーブルは特に使用された形けい跡せきもなく、支配者ドミニオンの誰かが近付いた気配もない。怪あやしげな動きをこのテーブルに仕し掛かけた様子もない、ない、ない……。

「オッケーです、狂三さん。テーブルに何かを仕掛けた様子は全くありません」

「そうですの。なら、次はトランプを調べましょう。こちらはわたくしが自分で調べますわ」

「あの、ええと、今のは一体──」

　量産型唯の一人が、おずおずと尋たずねる。

「記憶を確かく認にんしただけですわ。わたくしの弾丸、物体に残された記憶を読み取れるので」

「……！」

　感情に乏とぼしい彼女たちの目にも、驚おどろきが宿る。響はそっと彼女たちを観察したが、驚き以上の──例えば、怯おびえのようなものは見受けられない。

　当初の推測通り、テーブルやトランプに仕掛けはしていないようだ。それもそうだろう。発見されてしまえば、それは当然だが佐賀繰由梨側の責任となり、敗北が決定する。

　自分たちが彼女の立ち位置ならば、むしろ絶対にテーブルやトランプに仕掛けは施ほどこさない。それどころか、万が一にも疑いを掛けられないよう徹てつ底ていするはずだ。

　だが──。

　チラリと、響は上を見た。天てん井じようの監視カメラは、明らかに通常より数を増やしている。

　観客がいる以上、カメラは必ひつ須すだ。通常、テキサス・ホールデムは手札を開くことなく伏ふせた状態で少しめくるだけだが、それでも盗ぬすみ見られないという保証はない。

　確認できれば、後はそれを通信機器で由梨に伝達するだけだ。このギャンブルは、それを如い何かにして防ぐかもポイントとなるだろう。

　……結局、三時間もの間あらゆる場所を徹底的に調べたがイカサマの痕こん跡せきは一いつ切さい見当たらなかった。

「ご満足いただけたでしょうか？」

　その言葉に、狂三たちが振ふり返る。佐賀繰由梨、アリアドネ・フォックスロットと宮藤央珂、そして雪城真夜。四人の支配者ドミニオンが、そこにいた。

　この隣りん界かいという世界を支配する、掛け値なしの怪かい物ぶつが四人。

　さすがに響も、その威い容ように圧あつ倒とうされる。漂ただよう霊れい力りよくが、他ほかの準精霊や自分とは桁けた違ちがいだ。

　これに匹ひつ敵てきする、あるいは上回るレベルの存在といえば、白の女王クイーンくらいのものだろう。

「ええ、ええ。とても満足いたしましたわ」

　そしてもう一人、時崎狂三もまた支配者ドミニオン級の霊力を保持する怪物だ。

　隣界を動かすことのできる五人の中に、自分のようなちっぽけな存在が混じっているのが、響にはどうにも不思議で仕方ない。

「さて。それから、どうせご存じでしょうけれど──」

　狂三の合図に頷き、響は〈王位簒奪キングキリング〉を解除した。ぴくり、と宮藤央珂が反応して響を睨にらむ。……だが、響はその視線に臆おくすることなく迎むかえ撃つ。

　そもそも、かつて第一〇領域マルクトで時崎狂三に化けていたときよりはよっぽどマシな状じよう況きようだ。あの時は、味方と呼べる者が誰だれ一人ひとりとしていなかったのだから。

「……はいはい。緋衣響だね。分かっている、分かっているとも。別にそれはそれで構わないよ。むしろ、キャルトの方が厄やつ介かいだったから。問題ないさ」

　由梨が肩かたを竦すくめて、響の参加を受け入れた。宮藤央珂だけが、不満そうに響を睨み続けているが、隣となりの真夜がそっと彼女の腕うでに触れていた。

　落ち着け、というように。

　響がそれを察知できるのだから、もちろん狂三もそれを見み咎とがめる。

「あら、あら。ご不満なのかしら、そちらのええと……どなたでしたっけ」

「宮藤央珂。精霊なのに、記憶能力には乏しいのですか？」

　挑ちよう発はつに挑発で切り返す央珂を、狂三は気に入ったというように笑えみを浮かべた。

　もちろんそれは、獲物としてという獰どう猛もうな笑みであったが。

「失礼。わたくしにとって、どうでもいいことでしたので。で、何かご不満が？」

「無論です。この戦いは──」

　央珂が一歩前に進み出て、何やら持論を展開しようとした瞬間、真夜がぐいと腕を引っ張った。

「話がややこしくなる。やめて」

「……っ。いいえ、何でもありません」

「あら、そう？　そうなの？　本当に？　言いたいことがあるなら、是ぜ非ひとも──」

「時崎狂三。あなたも不要な挑発は止やめて欲しい。……私たちは、ギャンブルで戦いに来たのだから」

「そうですわね。ギャンブルで決着をつけに、ね」

「……どう考えているのかは知らないが、少なくとも私はそのつもりだ」

　すたすたとテーブルのディーラーポジションに立った真夜は、そっと本を開いた。

「開かい封ふう──第四の書・〈絶対ライト・正義直下ロウ・アポストルズ〉」

　雪城真夜の背後に、黄金に輝かがやく巨大な天てん秤びんが浮かび上がる。

「無む銘めい天使……！」

　身構える響を、狂三が手で制した。

「審しん判ぱん役、ですの？」

「理解が早くて助かる。これは私の能力の一つ。今から、私がイカサマを行うことを禁止させる」

「……ほほう」

「信しん頼らいできない、と思うのは勝手だが──今からそれを、証明してみせる」

　そう告げると、真夜は片手を掲かかげて宣せん誓せいした。

「私はこのゲームにおいて、私のイカサマを禁ずると宣言する。これを破れば、私の頰が刃やいばで切り裂さかれるだろう」

　黄金の天秤から鍵かぎを掛けるようなガチャリとした音が鳴り、同時に真夜の体を二本の鎖くさりが縛しばり付け、そしてあっという間に消えてしまった。

《──宣誓を受領します。イカサマをした場合、頰が切り裂かれます》

　淡たん々たんとしたシステムボイスのような声が、天秤から響ひびく。

「時崎狂三と緋衣響、席について欲しい。心配ない、今回はただの遊びだ」

　真夜の言葉に狂三と響が席についた。

「カードを配る。では……」

　一枚、二枚と響にカードが渡わたり、そして更さらに二枚を狂三に渡そうとした瞬間──それが起きた。

《違い法ほう行こう為いを確認。宣誓により刑けい罰ばつを執しつ行こうします》

　風が吹ふいた訳でもなく、まして誰かが剣けんを振るった訳でもない。なのに、気付けば真夜の頰が深く切り裂かれていた。

「……っ」

「ちょ、ちょっと大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　持ち前のお人ひと好よしさを発揮して、響が立ち上がる。だが、真夜は素す早ばやくその頰にハンカチを当て、首を横に振った。

「問題ない。さて、時崎狂三。どういうことか、お分かりいただけただろうか？」

「……ま、有名ですわね。セカンド・ディールは」

　真夜が手にしているトランプの一番上を、狂三は手にしてひっくり返した。

　スペードのエース。間ま違ちがいなく最強のカードであり、これを意図的に誰かに配られないようにすれば、それだけで不利になるだろう。

「とまあ、このように私は自分自身を縛り付けることができる。無論、本番ではより重たい刑罰を執行させるつもりだが」

「自分自身のみ？　わたくしたちは構いませんの？」

「あなたたちがそれを許せばだが」

　狂三は肩を竦め、不敵に笑った。

「ええ、ええ。もちろんお断りですわ。わたくしはイカサマをしないと誓ちかいますが、その過程に第三者を介かい在ざいさせるのは、正直申し上げて『嫌いや』でしてよ」

「……了りよう承しようした。もちろんこちらもそのつもりだ。では、皆みな改めて席について欲しい。ゲームを開始する」

　佐賀繰由梨、アリアドネ・フォックスロット、宮藤央珂が席に着いた。

「まずは持ち金の確認を。時崎狂三と緋衣響は合計六五〇〇万ＹＰ。佐賀繰由梨、アリアドネ・フォックスロット、宮藤央珂はそれぞれが六五〇〇万ＹＰを保有する。ただし、あくまで勝負は佐賀繰由梨と時崎狂三のどちらがより多く稼かせいだかの勝負となる。従ってこの二人のどちらかがゼロになった時点で敗北が決定する。ルールはテキサス・ホールデム。イカサマは発覚次し第だい、敗北となる」

　全員が首しゆ肯こうしたのを見て取って、再び雪城真夜が本を開いた。

「開封──第四の書。私はこのゲームが始まってから、あらゆるイカサマを己おのれに禁ずる。その誓せい約やくを破った場合、私の右足を奪うばわれるものとする」

《──宣誓を受領します。イカサマをした場合、雪城真夜の右足が奪われます》

「雪城さん、一つよろしくて？」

「どうぞ」

「なぜ、腕ではなく足を？」

「……腕が無くなると、本を読むのが難しくなる。足程度なら、まあいいかと」

　真夜の言葉に、狂三は呆あきれたように肩を竦めた。その表情に、真夜が微かすかに眉まゆ根ねを寄せたが、こほんと由梨が咳せき払ばらいをして現実に引き戻もどさせた。

「失礼。それでは改めて。テキサス・ホールデムを開始する」

　雪城真夜の透すき通るような声と共に、ゲームは静かに始まりを告げた。










　テキサス・ホールデムのゲームの大まかな流れは以下の通りである。




１．参加料アンテイを支し払はらう

２．スモールブラインド、ビッグブラインドのプレイヤーが掛け金を支払う

（ディーラーの左隣にいる二人は必ず一定の掛け金を支払わなくてはならない。ビッグブラインドがチップを一〇支払うなら、スモールブラインドは必ずチップを五支払う）

３．スモールブラインドのプレイヤーからホールカードが順番に配られる

４．定められた順番通りに、プレイヤーがアクションを選せん択たくする

５．ディーラーがコミュニティカードを三枚開く

６．各プレイヤーが再びアクションを行う

７．二人以上のプレイヤーが残ったままチップが均衡した場合、ディーラーはコミュニティカードを一枚追加する

８．６に戻る

９．ディーラーの開示したコミュニティカードが合計五枚になった時点で、勝者が決定される




　ポーカー用のトランプはカードの数字が分かるように、四よ隅すみにスートと数字が記されている。それでも監かん視しカメラの存在を意識しつつ、響ひびきは配られた二枚のカードを伏ふせたままそっとめくりあげた。

（♥ハートの８と♦ダイヤの９……普ふ通つうかな）

　狂くる三みから、既すでに戦略は伝えられていた。




「よほど悪いカードでない限り、響さんはわたくしがいいと言うまで勝負してくださいまし。フォールドは使わない方向で」

「え、どういうことですか？」

「テキサス・ホールデムで一番の決め手は性格の把は握あくです。攻撃的オフエンシブか防御的デイフエンシブか。これを測らない限り戦いになりませんわ」

「響さんが全員の性格を引き摺ずり出します。わたくしが戦うのはそこからですわ。資金に関しましても、気にせず浪ろう費ひしてくださいまし。それから──」




　まずは勝負だ、と響はチップを支払った。

　テキサス・ホールデムは一ゲームごとに〝ビッグＢブラインドＢ〟と〝スモールＳブラインドＢ〟という場にチップを支払う担当が二人のプレイヤーに割り振ふられる。他ほかのメンバーはカードの善し悪しでチップを支払って場に残るかどうかを決める。

　ゲームが終わる度たびに、このＢＢとＳＢは交代する（そして最初に支払うチップも徐じよ々じよに増えていく）。いつまでもフォールドで逃にげ続けることはできない。どこかで、勝負をしなければチップは減り続ける。

　まずスモールブラインドであった宮みや藤ふじ央おう珂かが、一〇万ＹＰを場に支払った。隣となりにいたビッグブラインドであるアリアドネ・フォックスロットが二〇万ＹＰを場に支払う。そして、隣にいる佐さ賀が繰くれ由ゆう梨りは肩かたを竦すくめて、フォールド（降りる）を宣言した。

　狂三もまた、同じくフォールドを宣言。

　たった一〇万ＹＰとはいえ、参加料アンテイを支払っている以上は当然損失となる。だが、その損失は耐たえ得るべき損失だと狂三は理解していた。

　対人のギャンブルにおいて、何より重要なのは『情報』である。

　狂三はそれを重要視し、まずは徹てつ底てい的に佐賀繰由梨たちを〝観み〟ることにした。




　序じよ盤ばん、七ゲームは狂三側と由梨側が勝ったり負けたり、金額もさほど動かず。響が出したスリーカードが一番大きな手、という静かな立ち上がり。

　チップ──響が四五〇〇万、狂三が三二〇〇万、由梨が五八〇〇万、アリアドネが四七〇〇万、そして。

「ツーペア。申し訳ありませんが、総取りです」

　宮藤央珂、七八〇〇万ＹＰを集めてトップをひた走っていた。

　狂三はそれを横目で見ながらなるほど、と心中で納なつ得とくする。

　この支配者ドミニオン三人組の基本戦術、それがおおよそ理解できた。佐賀繰由梨がチップを全すべて失えば敗北する。となれば、彼女が前に出るか後に出るかだが──。

（由梨さんは、安全を確保する手段に出ましたわね）

　無論、それが常道である。何しろ由梨がチップを全て失えば敗北だ。従って彼女は背後に回り、アリアドネと央珂が前に出て戦う。そして央珂の快かい進しん撃げきぶりを考こう慮りよすると、アリアドネはサブアタッカー……央珂を生かすための援えん護ごを担当しているのだろう。

（常道といえば常道ですわね。ですが──）

　ちらりと、狂三の視線は宮藤央珂を見る。

　彼女の戦術は典型的だ。強い手なら降りない、弱い手なら降りる。

　野球のように攻こう守しゆがハッキリと分ぶん離りしており、そこに搦からめ手は一いつ切さいない。

　ならば。

　仕し掛かけ時だろう。

　狂三は自身のホールカードを確かく認にん、次いで央珂のどこか自信ありげな表情を見て勝負に出る。

「レイズしますわ。二〇〇万」

　央珂が上乗せレイズの宣言をした。これまでのゲームで央珂がレイズをするということは、高い手──少なくとも、ツーペア以上であることは確実だ。

　これまで、彼女と勝負した者はいなかった……が。

「……レイズいたしますわ。四〇〇万」

　レイズを宣言したのは時とき崎さき狂三。その金額の大きさに央珂の眉まゆがぴくりと、実に不ふ愉ゆ快かいそうに動いた。

「コールします」

　そして、響も静かに勝負に参加する。由梨とアリアドネは早々にフォールド降りを宣言。央珂が微かに歯ぎしりをして、響を睨にらむ。

「レイズ。四〇〇万」

「……レイズいたします、六〇〇万」

「コ、コールします」

　現状、央珂と狂三と響は二五〇〇万ＹＰをその場に出していた。央珂は選択を迫せまられる。

　即すなわちレイズか、ショウダウンか。

　央珂は呼吸を整え、自身のカードを見る。彼女のカードは♥ハート９と♥ハートＱ、そして場に出されたコミュニティカードは──




　♥ハートＪ、♥ハート８、♥ハート３、♠スペード６、♣クラブＪ




　コミュニティカードに♥ハートＪと♣クラブＪのワンペアがあるので、手は最低でも共通でワンペアが確定するが、問題はそこから。

　♥ハートが五枚の役フラッシュが宮藤央珂の最大手。通常なら、文句なく勝負手である。

　だが──。

　場にＪジヤツクが二枚。つまり、時崎狂三の手は最高でフォー・オブ・アカインド──フォーカードもあり得る、ということだ。

　それではフラッシュなど何の問題にもならない。

　蹴け散ちらされる……！

（──お二人、ジャックはお持ちでしたか？）

　そっと、央珂は視線と手の仕草でサインを送った。残念ながら、両者とも否定のサインが入る。だが──。

（アリアドネさん。狂三さんの手は、フォーカードに届いていると思いますか？）

（ううん。届いていない）

　央珂の質問に、アリアドネは確信に満ちた態度で答えた。そして央珂も、全く躊躇ためらいなくそれを信じる。

（万が一、三二〇〇万ＹＰを失っても央珂には四〇〇〇万ＹＰ以上残っている。勝負を仕掛けよう）

　由梨の提案に、央珂も納得する。

「レイズ。七〇〇万……！」

　央珂が上乗せした。当然、狂三も勝負を仕掛けなければならなくなる。

　多少あっけなくはあるがこれで終わり──。

「ああ、フォールドいたしますわ」

　あっさりと狂三はそう告げて、カードを投げ捨てた。

「え？」

　真ま夜やと央珂が凍こおり付き、アリアドネが目を見開いた。

「あら、いけない。カードが表になってしまいましたわ、ごめんなさい」

　真夜は信じられない、というように狂三を見る。央珂も、アリアドネも、由梨も、彼女のホールカードを見て啞あ然ぜんとしていた。

「♣クラブ４と♦ダイヤ５……？」

　ワンペアであるが。それはコミュニティカードにあるが故ゆえの役なので響の手役は実質的にはブタ……ノーペアということになる。

「ああ、ああ。何てことでしょう。残り七〇〇万ＹＰ。でもまだまだ、勝負はこれからですわ。……ねえ、響さん？」

　その言葉に、央珂の視線が初めて響に向いた。

　狂三は気付いていた。宮藤央珂は、緋ひ衣ごろも響を意識している。そしてそれ故に、響を勝負する者と考慮していないと。

　央珂の視線は常に狂三に向いていた。響のレイズ、コール、フォールド、全てに反応しようとしなかった。……いや、より正確に言うと意識しすぎていて無視しようとしていたのだ。

　それが支配者ドミニオンとしての自負なのか、それは響にも狂三にも分からない。

　だが、結局のところそれは弱点なのだ。

　弱点であれば──隙すきを見せた瞬しゆん間かん、抉り出す！




「オールイン」

　響は既に場に出していた二五〇〇万ＹＰに、更さらに二〇〇〇万ＹＰを追加。

　そして、央珂を静かに睨み据すえた。

「……っ……！」

「……」

（フォールドして、宮藤央珂）

（した方がいいと思うよぅ。わたし、緋衣さんは見てなかったしぃ）

　由梨とアリアドネの提案に、央珂はまったく耳を貸そうともしない。これがもし、相手が狂三であれば央珂も引き下がっただろう。だが、相手にしているのは時崎狂三ではなく緋衣響。

　宮藤央珂の全身に、毒が入り込んでいた。

（お断りします。こんな、たかが……たかが、元エンプティに……！）

　緋衣響など、本来はこの勝負場にいてはならない存在。

　敗北させてみせる……！

「コール！　一三〇〇万……！」

　既すでに響がオールインを行い、央珂はそのオールインと同額のチップを場に出している。

　よって、後は自動的にショウダウン──二人のホールカードを提示することになる。

　央珂の手は♥ハート９と♥ハートＱ、そしてコミュニティカードの♥ハートＪ、♥ハート８、♥ハート３によるフラッシュ。

「ショウダウン。宮藤央珂、♥ハート９と♥ハートＱ……フラッシュ」

　宮藤央珂の手札が公開され、続いて響の手札が公開される。

「緋衣響……♠スペードＪ、♣クラブ３。フルハウス。緋衣響の勝利」

「……ッ！」

　央珂が思わず、ＹＰチップをぐしゃりと握にぎり締しめた。四五〇〇万ＹＰと狂三の二五〇〇ＹＰ、それにフォールドしたアリアドネと由梨の掛かけ金も加わって七二〇〇万ＹＰを響が獲かく得とくしたことになる。

　第三者視点からすると、狂三が残り七〇〇万ＹＰとなり追い詰つめた形だ。だが、宮藤央珂にとっては、そんな勝利以上の恥ち辱じよくが身と心を焦こがしていた。しかしその恥辱は突つき詰めれば、いっぱい喰わされたという恐きよう怖ふに他ほかならない。

　そしてそれに釣つられて、由梨とアリアドネも若じやつ干かんの浮うわつきが見て取れた。彼女たちの精神的動どう揺ようが鎮しずまるまで、本来であれば勝負を伸のばしたいところだろう。
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　だが、狂三は即そく座ざに勝負を促うながすようにカードを要求した。

　その自信たっぷりの所作と、響の決然とした眼まな差ざしに央珂は翻ほん弄ろうされる。

「フォールド……します」

　ツーペアで十分勝負できる手にもかかわらず、響と狂三の笑えみに気け圧おされた央珂は、あっさりと勝負から降りた。流れが悪いのか、由梨とアリアドネも降りを選ぶ。

「時崎狂三、ワンペア。緋衣響、ノーペア。時崎狂三の勝利」

　混乱した由梨側は落ち着くためにフォールドを選せん択たく。そして狂三と響の二人の勝負になった隙に、響の五〇〇〇万ＹＰのベットに応じて狂三はオールイン。当然、勝利した。

　よって現状、緋衣響が六七〇〇万ＹＰ、そして時崎狂三が五七〇〇万ＹＰ。ゲーム開始当初から、ほぼ倍のチップを得たことになる。

「……っ」

　恥辱に歯は嚙がみする央珂。

　立ち直るべきだった。立ち直って、勝負に挑いどむべきだった。そうすれば、問題なく勝利できた。あと一歩のところで、勝利できるところまで追い込んでいたのだ。

　なのに、引っかけられたという屈くつ辱じよくが己をおのれ歪ゆがませた。

　アリアドネの〝助言〟も聞くことなく、勝負から降りてしまった。

「──少し休きゆう憩けいしませんこと？　そちらの央珂さん、相当に疲ひ弊へいしていらっしゃるようですし」

　そこへ、狂三の言葉。

「ええ。そうね……そうしたい。真夜さん、休憩ってことで。いーかな？」

　由梨の言葉に、真夜は頷うなずいた。

「では、一〇分の休憩を取る。ただし、このカジノから離はなれないように」

　その言葉にほう、と響は安あん堵どの息をついた。ふと気付けば、自分がいつ息を吸っていつ息を吐はいたか、それすらも思い出せなかった。

　狂三がぽんと響の肩かたを叩たたく。

「──さて。第一関門は上手うまくいきましたわね」

「ですね」

　狂三と響は話し合って、幾いくつかに戦術を切り分けていた。第一に『観察』、第二に『迎げい撃げき』、第三に『構築』である。

　まず敵プレイヤーを観察する、そして与くみし易やすいと睨んだ相手にカウンターを仕し掛かける。そしてその混乱が覚めやらない内に、陣じん地ちを構築する。

　二人が一番回かい避ひしたかったのは力ちから業わざでの押し切りだ。良い手が来たときにのみ勝負し、悪い手が来たときのみ降りる。何しろ資金が異なるのだ。まして三人もいれば大逆転はないが大崩ほう壊かいもなく、速すみやかに決着しただろう。

　だが、二人は既に実りを手にした。資金が倍になったということは、実質的に一人分のチップを奪い取ったということになる。五九〇〇万ＹＰを奪ったということは即ち一億一八〇〇万も差を縮めたのだ。

「でも、休憩で相手に余よ裕ゆうを与あたえていいんですか？」

「構いませんわ。予想通り、あの宮藤央珂さんは先せん兵ぺい。崩くずしたからといって、一気に攻せめれば今度はこちらが殺されていたでしょう」

　それに、気になることが一つあった。

　乾けん坤こん一いつ擲てきの大勝負。宮藤央珂は勝ちの目が大きかった、何しろフラッシュ。テキサス・ホールデムに置いてフラッシュが成立する確率はおおよそ三％。

　しかし、あの五枚のコミュニティカードからすればそれ以上の手役がこちらにある確率も、ないではなかった。

　だからこそ、央珂はベットする寸前まで緊きん張ちようを帯びていた。だが──。

　彼女はその緊張を解いていた。その際、残り二人とアイコンタクトを取っていたあたり、確実に何かをやりとりしていたのは間ま違ちがいない。

　別にそれは構わない。問題は、何を以て彼女は安心したかだ。

「佐賀繰由梨、そしてアリアドネ・フォックスロット。どちらかが真のアタッカー……ということですわね。次のゲーム、間違いなくこのどちらかが出張ってくるでしょう」

「どうします？」

「ここから先は、即興劇アドリブですわ。思う存分、やり合いますわよ」

　狂三はにっこり微笑ほほえんだ。




　──一方、支配者ドミニオンの三人。

「……もー、時崎狂三を仕留める絶好のチャンスだったのに」

「熱くなりました。……申し訳ありません」

「アリアドネも仕掛けてもらってよかったのに」

「様子見って言ったのは由梨でしょぅ？　でも、まあ。次からはきちんと参加するよぅ」

「央珂ちゃんは……まあ、大人しくしてた方がいいね」

「反省してます、本当にしてます。……緋衣響のせいで、少し熱くなりました」

　宮藤央珂はすんなりと謝罪した。第六領域テイフアレトの支配者ドミニオンでリーダーシップを取ることもある彼女だが、こういう時にきちんと謝罪できることを、アリアドネは好んでいた。

「……多分、ここから先はあの子はフォローに徹てつすると思うよぅ。熱は引いてたから」

「ここから先は狂三が踏ふみ込んでくるってこと？」

「そーぅ」

　由梨はなるほど、ここからが勝負所だと認にん識しきした。負けてもいい、などという弱気を振ふり払はらい、勝負に前向きに挑むことを決意する。




　──これは、見み極きわめるためなのだ。

　──隣りん界かいの明日、隣界の未来を定めるために。




　一方、宮藤央珂は深く深く海の底より深く反省していた。緋衣響の経歴を、央珂はつぶさに知っている。

　それ故に、彼女がこの場に居ること自体が我が慢まんならず、意図的に無視しようとしていた。

　ギャンブル勝負だというのに。

　彼女を居ないものとして扱あつかおうとしていた。そしてその隙を、彼女たちに突かれた。

　その屈辱を胸に刻み、次こそは勝とうと──彼女は決意した。

「……アリアドネ。いける？」

　由梨の問い掛けに、アリアドネは頷く。

「んー……いける。でも、あくまでわたしはそちらに集中するから。ゲームの後は由梨ちゃんが頑張らないといけないよぅ？」

「うん。……勝つわよ」

　由梨の決意に満ち溢あふれた表情を見て、アリアドネはくすりと笑って言う。

「珍めずらしくやる気に満ちてるよねぇ、由梨ちゃんがさぁ。……妹のことにしか、興味がないんだって思ってたけどぅ」

「意地悪ね、アリアドネ。私だって、一応支配者ドミニオンなんだもの。隣界を守ることに、責任を抱いだいているの」

　アリアドネは一いつ瞬しゆん、その言葉の真しん偽ぎを確認したくはなったが、止やめることにした。

　抱かかえている秘密を暴あばいている余裕は、今の彼女にはない。

　戦いは、これからなのだ。




　そして、審しん判ぱんを買って出た雪ゆき城しろ真夜は二つの組をじっくりと観察していた。

　観察を終えた瞬間、大だい胆たんに動いた時崎狂三とそれに追つい随ずいする緋衣響。一方、熱くなりすぎた宮藤央珂だが、既に冷静さを取り戻もどしている。

　だが、ここからは恐おそらくアリアドネのターンだ。……真夜はイカサマを知らないが、どのようにイカサマが行われるかは知っている。

　けれど、そのイカサマが行われているという確証は絶対に持ち得ない。

　だからこそ、真夜は審判を買って出たのだ。

「……休憩は終しゆう了りようする。それでは、続きのゲームを開始しよう」

　真夜の言葉に、狂三たちは再び席に着いた。狂三は深呼吸して、周囲を見回す。

　さあ、二回戦の始まりだ──！




　　　　◇




　テキサス・ホールデムは白熱した。

　攻め手が替かわったことは、響の目にも明らかだった。動き出したのは由梨とアリアドネ。

　央珂は基本をフォールドにし、高い手が出たときのみ勝負に出ている。それもスリーカード……スリー・オブ・アカインド以上でないと勝負しない、という徹てつ底ていぶりだ。

　当然、その高い手を狙ねらう気配は狂三たちにも伝わる。

　狂三は手て堅がたくフォールドを行い、響がたまに勝負を仕掛けて勝ったり負けたりという状態だ。

　もう少しだ、という予感が狂三にはあった。

　それは勝負の予感であり、同時に陥かん穽せいを仕掛けられるという確信でもある。

「……レイズ。一〇〇万をプラスするよぅ」

　アリアドネが、初めてレイズを選んだ。

　狂三の手は、♣クラブの９と♠スペードの４。あまりパッとしない手で、場に三枚出たコミュニティカードで役を作れていない。

　だが、狂三はあえてブラフを選んだ。

「レイズいたしますわ。二〇〇万」

「レイズするよぅ、一〇〇万」「……レイズいたしますわ、一〇〇万」

　三人がフォールドを選択し、アリアドネとの一いつ騎き打うちとなる。じりじりと、レイズが積み重なっていく。

　……熱が籠こもる。視線はいつしか、アリアドネの一挙手一投足を追うようになっていた。

　何か隙すきはないか、癖くせはないか。煮にえるような心を必死に抑おさえつつ、狂三はアリアドネを見ていた。

　そして、最終的に一〇〇〇万の大勝負となった。

「……ショウダウン。時崎狂三、ノーペア。♣クラブの９が最高値」

　まあ、これでは敗北もやむなしだろう、と狂三は覚かく悟ごする。

　むしろ問題は、アリアドネだ。どんな手で勝負を仕掛けてきたのか。

「アリアドネ。♣クラブの２と♥ハートの２。ワンペア。よって、この勝負はアリアドネの勝利」

　狂三もさすがに驚きよう愕がくした。２のワンペアは、ノーペアを除けば最弱手。同時に、合計七枚から役を作ることができるテキサス・ホールデムにおいては、成立する確率がもっとも大きい手である。

　少なくとも、一〇〇〇万の大台勝負を仕掛けられる手ではない。

「ああ、良かったぁ」

　そう言いつつ、アリアドネは目を細めて、狂三に笑いかけた。

「そちらもよくやるよねぇ」

「……気まぐれですわ」

　こほん、と咳せき払ばらいをして次の勝負へと頭を切り替かえる。

　そしてその次のゲームも、アリアドネと狂三の一騎打ちとなった。アリアドネは躊躇ためらいなく、レイズを選せん択たく。それを受けた狂三もレイズを積む。

　アリアドネが三度目のレイズ、合計八〇〇万。そして狂三が更さらにレイズを積み重ねようとチップに手を伸のばし──。

「……あ！」

　響が手にしていたグラスを跳はね飛ばした。グラスは床ゆかに転がり、派手な音と共に砕くだけ散った。瞬間、狂三の動きが停止する。

「ごめんなさい。続けてください、片付けますから」

「……ううん。唯ゆいたちにやらせるから、そのままにして」

　遠巻きに取り囲んでいた量産型唯の一人が、速やかに箒ほうきとちり取りを持ってグラスを片付ける。

「ゲームを続けよう。時崎狂三、どうする？」

「……フォールドですわ」

「……では、ショウダウンはなし。アリアドネの勝利だ」

　狂三は大人しく五〇〇万ＹＰを支し払はらい、そして響を見た。響は無言で頷うなずき、軽く指で自分の胸を叩たたいた。サイン──〝異常事態〟。

　狂三は呼吸を整えようとするが、見み逃のがさないと言わんばかりのタイミングで雪城真夜が次のゲームを開始した。

　次、狂三のホールカードは♥ハートのＪと♣クラブのＱで上手うまくすれば良い手ができるだろうが、彼女はコミュニティカードを見ることもなくフォールドした。

　逆に響のホールカードは然さ程ほど良い手ではなかったが、ともかくコールで時間を稼かせぐことにした。

　そうしながら、狂三は考える。

　何かされた。確かに振り返って考えると、先ほどの自分は明らかに暴走していた。宮藤央珂が失敗ミスをしたあの時のように、ただレイズで上回ることしか考えていなかった。

　……そう。あの時の自分は確かに。

　どこか浮うわつき──心に熱が籠もっていた。

　確かに自分はやや喧けん嘩かっ早いと自覚している。しかし、それと勝負で熱くなるのとでは話が別だ。

　深呼吸を行い、全身を精査する。この胸の内に灯ともっている炎ほのお──それは勝負の熱ではない。では、これは何だ。恋こい……いや、違ちがう。

「……っ」

　アリアドネ・フォックスロットに視線を向けそうになるのを抑よく制せいした。

　テーブルで彼女が自分の隣りん席せきになったのは、ただの気き紛まぐれか？　あるいは、彼女の無む銘めい天使の射程距きよ離りがここ止まりなのか？

　ともかく、把は握あくできた。

　自分は今、外敵に操作されている。

　だが、洗脳というほど強力なものではないのも確かだ。現に、狂三の様子がおかしいことに気付いた響がグラスを割っただけで熱が覚めた。

　しかし、それだけに気付きにくい。

　さて、どうしたもの──。

「ショウダウン。緋衣響、３のワンペア。アリアドネ、９のスリーカード」

「……！」

　しまった、と狂三が気付いたときにはゲームは終わっていた。

　アリアドネが一五〇〇万あまりのＹＰを響から奪うばい去っていた。

「あ……」

　呆ぼう然ぜんとしている響が、何度も自分のホールカードを見返している。

「ごめんなさいぃぃ……」

　響ががっくりと落ち込む。

「嘆なげくのは、まだ早いですわ」

　狂三がぽん、と肩かたを叩いて響を慰なぐさめた。そう、全く早い。現状、何ともあやふやな仮説しか存在しないが、それを信じてよじ登るしかない。

　だが、そのためには落ち着いて思考する時間が必要だ。

　結論に至り、狂三がそれを実行するまでは一秒にも満たなかった。

「……痛っ」

　トランプを手にした狂三が、慌あわてて手を押さえた。

「時崎狂三？」

　雪城真夜が訝いぶかしげに声を掛かける。

「ああ、申し訳ありません。トランプで指を切ってしまったようですわ」

「血が付着した？」

「ええ、ええ。大変申し訳ありませんが、このトランプは破は棄きしてくれませんこと？」

　真夜が狂三に渡わたしたトランプには、確かに血がついていた。

「……分かった。トランプは破棄する」

「狂三さん、絆ばん創そう膏こうって要いります？」

　響がどこからともなく絆創膏を取り出したが、狂三は首を横に振ふった。

「微かすかな痛みも雑念に繫つながりかねません。なので、失礼。〈刻々帝ザフキエル〉」

　突とつ然ぜん、クラシックな短たん銃じゆうを取り出した狂三に周囲がどよめく。ましてそれが、自分の頭に向けられたなら、尚なお更さらだ。

「【四の弾ダレツト】」

　時間を巻き戻し、傷を癒いやす四番目の弾だん丸がん。だが、と響は眉まゆを顰ひそめる。〈刻々帝ザフキエル〉の能力解放には、それなりの代だい償しようが必要だ。即すなわち、時間。

　彼女は定期的に時間を補給することで、この隣りん界かいの法則を丸ごと引っ繰くり返すような技わざを発動させる。

　……だから、指の掠かすり傷程度で本来ならば【四の弾ダレツト】を使用するはずもないのだが──。

（あ、時間稼ぎか）

　見れば、雪城真夜ですら初めて見る彼女の力に啞あ然ぜんとして手を止めている。そしてその隙に狂三は、自身の解かい析せきを終えていた。

　狂三は悪あく魔まのように笑って、告げる。

「では、続きを始めましょう」

　その言葉に、慌てて真夜は入れ替えたトランプを配り始めた。




　伏ふせたカードをそっとめくりながら、狂三は思考を巡めぐらせる。

　もちろん、彼女の思考はほとんどが仮説によって成立している。しかし、実証する手がかりが少ない以上、その仮説を信じて乗り切るしかない。

　何より、これもまた戦いだ。

　戦いにおいて一〇〇％勝つから戦う。九九％負けるから戦わない。

　そうではないだろう。

　少女には、戦士には、わたくしたちには──。

　絶対に戦わなければならない一瞬があるのだ。

　さて、まずアリアドネの能力。これは、間違いなく心理操作の類たぐいだ。ただし、洗脳ではない。幻げん覚かくを見せる、という訳でもない。

　自分は間違いなく、あのカードを出したしコミュニティカードを見間違えもしなかった。

　自分が間違ったのは、ワンペアで勝負を仕掛けるという部分。

　あの時、自分は何を感じていたか？

　……熱、だ。彼女に負けられない、負けたくない、そんな熱情が理性を上回った。

　ギャンブルにおける最悪の愚ぐ行こう──熱くなって理性を失う。露ろ骨こつなイカサマや幻覚より、遥はるかに有意義かもしれない。何しろこれは、気付かない限りは自分の敗北が理解できてしまう。

　理解できているから、熱くなる。熱くなってまた失敗する。

　つまりアリアドネの能力は、至近距離に存在する標的の心を熱くするということ。別段難しいことではない。現実世界において興奮物質は脳が分ぶん泌ぴつするものだし、それを意図的に引き出すものもある。

　ともかく、彼女の力が仮にそういうものだとする。だとするならば、もう一点見逃せない点がこの能力にある。

　アリアドネは狂三たちの心が熱いか冷たいか──つまり、興奮状態かどうかも把握できるのではないだろうか？

　この場合、アリアドネの優位性は凄すさまじい。例えば今、自分のホールカードは♥ハート３と♣クラブ３のワンペアができている。コミュニティカード次し第だいで、スリーカードができるのだから狂三の心にも否いや応おうなく熱が籠こもる。

　だが、コミュニティカードでスリーカードができなければ、ただの最弱に程近いワンペア。熱も消えるというものだ。

　それを読み取っていけば、狂三の手が強いか弱いか、そして強くなったのか弱くなったのかまで明らかにできる。

　その情報だけでも勝利する確率は高まるというのに、ここにその熱を操作できる能力が加わったとすれば。

　……弱い手で冷えた心を熱くして無理矢理勝負に持ち込み、強い手で燃えた心を冷やしてしまえば萎い縮しゆくする。

　もちろん、これで一〇〇％勝てるかといえばそうではない。しかし、だからこそ恐おそろしい、と油断はできない。

　アリアドネ自身も間違いなく、この能力が一〇〇％手役を読めるものではない、と理解しているだろう。

　たとえばそれまで、ロクでもない手役だったのが五枚目のコミュニティカードで急に輝かがやき始めたとき──それまでにチップが積み上がっていればフォールドしても犠ぎ牲せいは大きい。

　逆に最初から熱くなっていて、弱い手でも迷わず突つっ切るようなシチュエーションもあるだろう。

　ともかく、アリアドネの能力は勝率を八割程度には高めるが完かん璧ぺきには至らない。

　だからこそ、アリアドネは油断せず戦っている。そしてそれが何より恐ろしい。

　コミュニティカードによって狂三の手役でスリーカードができあがる。

　やった、と思った途と端たん──ぞわりと狂三の心を何かが犯おかした。

（今度は──冷えですわね）

　予想通り、心を寒々とさせる……敗北の予感が全身に満ちていく。手はコミュニティカードが功を奏してスリーカード、絶対とまではいかないまでも、高確率で勝てる手だ。

　なのに、手が震ふるえる。まるで自分の手はノーペアブタであるかのように心細い。

　それでもめげずに、レイズで勝負を仕掛けようとする──が。

「フォールドねぇ」

　由梨側の三人は、さっさとフォールドしてしまった。響も合図を待って、フォールド。

　スリーカードは表に出ることなく、そして由梨たちに被ひ害がいを与あたえることもほとんどなく、無に消える。

（……そうか。わたくしの熱……）

　弱気になって勝負を降りるようであれば、その熱は大したものではない。だが、冷める熱に負けじと躍やつ起きになるのであれば、その手役は高いものと看破できる。

　十と重え二は十た重え……盤ばん石じやくと言わざるを得ない。そしてその上で、完璧ではないが故ゆえの必死さが加わっている。

　どう対たい抗こうすべきか？

　……まず、理知で勝負という手が考えられる。つまり良い手であれば勝負して、悪い手であればフォールドする。

　しかし、これは当然のことながらブラフを全すべて捨てるということ。麻雀マージヤンならば、最適解を打ち続けることで勝ちの目もあるがテキサス・ホールデムでは最悪だ。

　まして資金もプレイヤー人数でも負けているこちらが圧おし負けるのは自明の理。

　理知、理性、論理、そういう類いでこのポーカーは勝てない。

　相手は仮にも支配者ドミニオン、この隣界に身を置く最強の一人。

　戦いであれ、ギャンブルであれ──論理を超こえた力と、力を上回る何かで勝ち抜ぬかなければならない……！
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　──アリアドネ・フォックスロットは時崎狂三の察した通り、他者の温度を塗ぬり替かえることができる。無論、精神だけではなく肉体の温度も上下できるのだが、ポーカーゲームに於おいてそれは意味がないので、ここでは省略する。

　このゲームにおいて重要なのは、精神の熱を操作するという能力。

　それはただ単純に積極的消極的さを浮うかび上がらせるだけではない。それと知らせず、他者を興奮させ、冷れい却きやくさせる。

　分かりやすく例えるなら彼女のそれは嫌いやな予感を誘ゆう発はつさせ、いけるという感覚を暴発させるもの。合理性を凌りよう駕がする、流れのようなものを無理矢理感じさせるといった類いの力だ。

　チェスや将しよう棋ぎのような、論理性以外を不要とするゲームには向いていないが、ギャンブルにおいて流れや直感を重視する者は多い。そういう者たちには、これ以上ないくらいに突き刺ささる能力となる。

　そしてもう一点、アリアドネには見み逃のがせない力がある。

「……レイズ」

　アリアドネのレイズに狂三の熱が灯ともる。アリアドネはそれを知覚し、狂三の手役を推測する。五枚のコミュニティカードは♣クラブが三枚、♥ハートが一枚、♦ダイヤが一枚。

　数字はどれもパッとしないが、♣クラブが三枚あるならフラッシュの可能性が高い。

　……が、実はアリアドネのホールカードはバラバラ……ノーペアだ。一方、狂三の手役として考えられるのはツーペアまたはスリーカード。

　しかし、狂三は今フラッシュを恐れている。普ふ段だんなら迷わず突っ切って、更さらにレイズを上乗せする状じよう況きようなのに、凍ったような感覚に圧されている。

　もしかしたら、理り屈くつでは分かっているかもしれない。この感覚は操作されているものだと。しかし、そうなれば彼女の直感は働かない。

　加えて、アリアドネのポーカーフェイスは堂に入ったものだ。いつでも眠ねむたげな目、柔にゆう和わな笑え顔がお。硬かたさとは無む縁えんの雰ふん囲い気き。

　彼女の表情から、手役を読み取ろうとするなど不可能だ。

　佐賀繰由梨の知る限り、アリアドネ・フォックスロットは最強のギャンブラーである。

「……フォールド」

　狂三の熱が冷め、ため息をついて降りた。

　狂三はもしかしたら、アリアドネの能力を看破しているかもしれない。自分たちには想像もつかない修しゆ羅ら場ばを潜くぐってきたのだから、それくらいはやって然しかるべきかもしれない。

　だが、そこまでだ。

　何しろ対処の仕様がない。能力を使用したイカサマであるなら、その現場を押さえるのが対抗策だが、彼女はカードを弄いじっているのではなく感情を操作している。

　佐賀繰由梨は確信する。

　自分たちの勝ちは揺らがない。

「……参りましたわね」

　狂三がため息をついて、背せ伸のびした。

　狂三の現在のＹＰは五〇〇〇万を大きく割り、三五〇〇万ＹＰ。一方、佐賀繰由梨と宮藤央珂は五〇〇〇万ＹＰ前後を堅けん持じ。そしてアリアドネは狂三の倍の七〇〇〇万ＹＰ。

　逆に響は二〇〇〇万ＹＰを割っており、後がないという状況だ。

「これはもう、乾けん坤こん一いつ擲てきの大勝負といくしかありませんわね」

「そうなんだ。頑がん張ばってねぇ」

　アリアドネはそう言いつつ、無む銘めい天使〈太たい陰いん太たい陽よう二にじゆう四よん節せつ気き〉を発動させる。温度を測るための水銀が極ごく細ぼその糸になったもの、それが彼女の無銘天使だった。

（時崎狂三の感情は立りつ冬とう……勝負と言いながら、寒々しいものを感じている）

　ということは、勝負しない……ということだろう。

　ただのブラフハツタリだ。もしかすると、アリアドネの能力に見当すらついていないのかもしれない。

　とはいえ、ホールカードとコミュニティカードが組み合わされば手役が跳はね上がるのがテキサス・ホールデム。

　用心するに越こしたことはないが──。

　アリアドネはそっと自分のホールカードを見た。♣クラブＪと♠スペードＪ、既すでにワンペアができている。コミュニティカード次第で幾いくらでも跳ね上がるが──。

「……時崎狂三？」

　その異常に気付いたのは、真夜だった。時崎狂三が、先ほどから微び動どうだにしない。

　そう、配られたカードをめくろうともしないのだ。

「カードは配った。早くチェックしてくれないと──」

「このままで構いませんわ」

　全員に、動どう揺ようが走る。

「く、狂三さん!?」

　響が立ち上がるが、狂三は動じない。

「座ってくださいまし、響さん」

「……勝負を捨てたつもりなのかな？」

　由梨の問い掛かけに、狂三は首を横に振ふった。

「わたくしは、これで、まったく問題ありませんわ。さあ、チップを積みますわよ」

　そう告げて、ずいとチップを積んだ。

「響さん。あなたも。目一いつ杯ぱい積んでくださいまし」

　サイン──全額オールインしろ、という指令。響は恐きよう怖ふに卒そつ倒とうしそうになった。

　響のカードは論外と呼べるくらいに悪い。オールインはそのまま、敗北ということになる。それでいいのか、と確かく認にんのサインを送るがそれでいい、と狂三は返す。

「……オールイン」

　場がざわめいた。これで場は跳ね上がって響の持つ一九〇〇万からのスタート。コミュニティカードが三枚、場に提示される。

「レイズ。六〇〇万ですわね」

　それを見た狂三はレイズし、二五〇〇万を積んだ。もし、由梨側が全員降りれば狂三一人となるが──。その場合、狂三のホールカードは見えない。

　アリアドネは由梨と央珂にサインを送る。

「フォールド」

　佐賀繰由梨はフォールド。そして、宮藤央珂は──。

「オールイン」

　何と、響に応じるようにオールインで切り返した。アリアドネの指示だ。響の手は悪く、現状では央珂のワンペアにすら及およばない。

　もし、狂三のそれがハッタリであればここで降りるしかない。見もしないホールカードが偶ぐう然ぜん良いものだった、なんて理り不ふ尽じんが罷まかり通ってたまるか。

　アリアドネはわずかに滲にじみ出る焦しよう燥そうを抑おさえつけて、狂三の感情を見る。

　狂三の感情は、未いまだ熱のなき〝立冬〟から変わらず。

　平然としている。

　その熱のない感情のまま、告げた。

「オールイン」

　由梨、央珂、真夜が目を見開く。滅め茶ちや苦く茶ちやだ、と叫さけびたくなるのを必死に堪こらえる。

　手が良いなら分かる。

　わずかな確率で、良い手役になったのなら話は分かる。

　だが、彼女はホールカードを見てもいない。

（ブラフ）

（ブラフのはず）

（ブラフのはずなのに──）

　アリアドネは彼女を探さぐろうと視線を動かし──背筋を凍こおらせる。

　見られている。確実に、自分を覗のぞき込まれている。虫眼鏡で観察され、顕けん微び鏡きようで分ぶん析せきされるように！

「わたしは……」

　アリアドネの喉のどが、ほんの微かすかだが恐怖に震ふるえた。

　コール、コールだ、コールと言え。絶対に、間ま違ちがいなくアレは──ハッタリだ！

　いや、だがしかし。

「──フォールド、するよぅ」

　安あん堵どの吐と息いきは、誰だれのものだったろう。自分か、狂三か。

　いずれにせよ、央珂がオールインしている以上は狂三の手が分かる。央珂の手役は９のワンペア。響、狂三、央珂がオールインで勝負しているため、伏ふせられたコミュニティカードが更に二枚、追加される。現れたカードはＪジヤツクとＫキング。

「……！」

　フォールドしなければ、スリーカードだった。

　だが、これで央珂の手はＫキングと９のツーペアに変化した。勝利を確信できる手に変化したといっても過言ではない。響の手がワンペアになっているが、これは問題外。

　そして、時崎狂三。

「……カードをこちらへ」

「ええ、どうぞ」

　彼女はやはり、カードを伏せたまま真夜へと返す。真夜の指先が震えている。伏せられたカードの一枚目は♥ハートの10、この時点でコミュニティカードと組み合わさってワンペア。

　そして、二枚目。

「──────ッ！」

　驚きよう愕がくと共に、カードが開かれる。♣クラブのＫキング。つまり、狂三の手はツーペア。

　それも、ほんのわずか。たった１だけ宮藤央珂のツーペアを上回っての大勝。

「……わたくしの、勝ちですわね。では、宮藤さんと響さんは脱だつ落らくということで」

「……了りよう解かい、です」

　央珂が悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　一方、響は不安そうにしながらも狂三に自分のチップを押し込む。

「後は、任せます」

「ええ。任されました」

　狂三は平然とチップを受け取り──ようやく、感情が発はつ露ろする。〝立りつ夏か〟のように暖かく、それはまさしく安堵と呼べる感情だった。

　ただの、直感だったのだろうか。

　ただそれだけで、全額勝負オールインに出たと？

　……違う、そんなはずはない。何か確信があった。自分のカードが少なくともワンペア以上であること。そして一方、アリアドネのカードがスリーカードであることは分からなかった。

　そうでなくてはおかしい。理屈に合わない。

　アリアドネがスリーカードでオールインしたら敗北していたのだ。そしてアリアドネが降りるかどうかは、アリアドネ自身にしか分からなかっ────




　息を吞のむ。




　そうではない。狂三には分かっていた。カードを見ずとも、カードなどどうでもよくて、アリアドネが気け圧おされて降りると把は握あくしていた。

　あの観察はそういうことだ。カードの手役が良いか悪いかなどどうでもいい。央珂がオールインを仕し掛かけた時点で、アリアドネは降りる以外の選せん択たく肢しが消えていた。

　安全だから。

　感情の温度が上下しないという不気味さ、観察されていたという恐怖、安全地帯から勝負を見守ることができるという誘ゆう惑わく。

　それらが、自分からフォールド以外の選択肢を奪うばった……！

「……そろそろ、二度目の休きゆう憩けいしませんか？」

　由梨の提案にアリアドネが反応するより先、狂三がとんとんとテーブルを叩たたいた。

「流れがきていますわ。でしたら、休憩などよりゲームの続きを要求いたします。わたくしたち、元々二対三で不利でしたもの。そのくらいの提案はよろしいのではなくて？」

「でも──」

　由梨が何か言おうとするのを制して、アリアドネが応じる。

「分かった、いいよぅ。うん。そっちがそう言うのなら──勝負、続行だよぅ」

「ええ、ええ。それでは、殺し合いを続けましょう。アリアドネ・フォックスロット」

　狂三がそう彼女の名を呼び、時計の瞳ひとみで見み据すえた。

　眠ねむたげだった目が見開かれ、アリアドネは髪かみをかき上げた。

「オッケー。そっちがその気なら、とことんまでやってやるよぅ」

　笑い、嗤わらう。

　立ち上がり掛けていた響は所在なげに首を彷徨さまよわせた後、やがてもう一度席に着き、少しだけ位置を狂三の近くへとズラした。

「見守ってますね！」

「はいはい。お好きになさいませ」

　響の言葉に、狂三は苦く笑しようしてそう言った。瞬しゆん間かん、狂三のゲームにおける警けい戒かいが僅わずかに緩ゆるむ。これだ、とアリアドネは考える。

　狂三がどんなイカサマを使ったのかは不明だが──それがまさか、背後の少女にまで影えい響きようを及ぼしているとは考えにくい。

　決戦となる、とアリアドネは察知した。時崎狂三の感情は〝立夏〟から〝小しよう暑しよ〟へ。即すなわち、勝負を前にして夏なつ陽びのように昂たかぶり続けていた。

　手持ちのＹＰはアリアドネと狂三でほぼ互ご角かく。ここまでくれば、ＹＰの多た寡かなどほとんど意味がない。余よ程ほど悪いカードでない限り、フォールドはない。

　それに、アリアドネも一流のギャンブラーとして予感がある。

　今の二人に、間違っても勝負を台無しにするような酷ひどいカードは巡めぐってこない。そんな天運で、この隣りん界かいを生き延びられたはずがない、と。

　故ゆえに勝負は、ここで運が尽つきるような大勝利──あるいは大敗北、そのどちらかだ。

「……面おも白しろくなってきた」

　獰どう猛もうな笑えみを、アリアドネが浮うかべた。その笑みに呼応するように狂三はきひひひひ、と死神のように笑う。

「さあ、それでは──わたくしたちの戦争デートを始めましょう」

　狂三の声高らかな宣言に、アリアドネは頷うなずいた。

「オーケー、ベイビー。さあ、真夜ちゃん。カードを配ってねぇ！」

　真夜はアリアドネ、狂三、そして由梨にカードを配る。

「……」

　響が後ろで、恐おそる恐るといった様子で狂三を見守っている。狂三は伏せたカードに手をやり、慈いつくしむようにそれを包んだ。

「……また、何も見ないつもりぃ？」

「いえいえ、ただのおまじないですわ。今度はちゃんと、カードを捲めくります」

　よし、とアリアドネは内心で喝かつ采さいする。響が後ろでカードを見ない訳がない。ならば、狂三の感情が分からずとも、響ならば読み取れる。

　狂三がゆっくりとカードを捲り上げる。響のことは警戒にも入っていないらしい。あるいは見せまいとするのか。

　緊きん張ちようの中、ゆっくりと狂三がカードを捲る。

　響は恐らく無意識に、少しだけ腰こしを浮かせた。

　その行動はつまり、見えなかったカードを見ようとする行こう為いに他ほかならない。狂三は既すでにカードを伏せている。念のために、アリアドネは狂三の感情も読み取ってみたが再び〝立冬〟へと立ち戻もどっていた。
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　では、響はどうだろう。

　響の感情は〝寒かん露ろ〟。これは即ち、落らく胆たんの感情。つまり響は、カードを見て大いに落胆したのだ。

　だが、完全に気落ちした訳ではない。ホールカードは所しよ詮せん、手役を構成することもロクにできない、たった二枚のカード。

　問題は、コミュニティカード。どんなに手持ちのカードが悪くとも、それでいくらでも化ける。

　自分の手持ちは、♦ダイヤのＪと♠スペードの７。コミュニティカード次し第だいで幾いくらでも化ける手。アリアドネの指示に従い、由梨はフォールドで情報を与あたえない。

「チェック」

「チェック」

　アリアドネも狂三も、まずはチェック。響の感情は、不安と興奮で激しく上下する。

「では、コミュニティカードを」

　そしてコミュニティカードが三枚、場に提示された。




♣クラブの７、♥ハートの８、♥ハートの９




　ワンペアが確定しただけだが、この手には確実に先がある。

　彼女は柔にゆう和わな笑みを浮かべたまま、唐とう突とつに告白を始めた。

「……もう、バレバレだと思うけどぅ。テキサス・ホールデムで勝負しようって言ったのは、わたし。だから、わたしが負けたら由梨ちゃんは敗北を宣言するのねぇ」

「あら、あら。やはりそうでしたか」

　ちらりと、狂三が由梨を見る。アリアドネは響に集中していて、狂三の感情を真には読み取れない。ともあれ、彼女は楽しそうに微笑ほほえんでいた。

　アリアドネがこんなことを打ち明けたのも、狂三を勝負から下ろさせないためだ。

「とりあえず、レイズするねぇ」

「では、コールを」

　響が引き攣つる。彼女の感情は分かりやすいほどに変化する。アリアドネはレイズを止めて、慎しん重ちように響の感情を見定める。

　彼女の感情は〝啓けい蟄ちつ〟……燻いぶってはいるが、希望の火種は尽きていない。ならば、様子見だ。狂三は相変わらず平静そのものだが、響の感情さえ理解できればそれで良い。

　四枚目のコミュニティカードがオープン。




　♥ハートの７




　途と端たん、響の感情が動いた。〝立夏〟──夏のように熱く、陽気な感情が響を支配する。それで、狂三の手が看破できた。スリーカード、自分と同じだがアリアドネはスペードの７で、この場合はスートの優ゆう劣れつでアリアドネが上回る。

　だが、彼女には予感があった。自分の手札はあと一枚くれば更さらに化ける。その確信がある。

「チェック」

「……チェック」

　狂三のチェックに合わせる形で、アリアドネもチェックに走る。五枚目のコミュニティカードが提出された。




　♠スペードのＪ




（来た……！）

　アリアドネの手役は♦ダイヤのＪ、♠スペードの７、♣クラブの７、♥ハートの７、♠スペードのＪ──即ち、スリーカードとワンペアの構成……フルハウス。

　響の感情は〝立夏〟のまま。無論、勝負に絶対はない以上、微かすかな不安は残っているが、それでもスリーカードならば、まず負けはしない。

　そう信じている。

　だが、

「さて──」

　あとは、狂三を勝負から下ろさせないことだ。スリーカードならまず勝てる、と思わせなければならない。

「……では、ベットを」

「レイズ」

　アリアドネは数瞬迷った振ふりをして、恐る恐るといった様子で「コール」を宣言した。

　当然のように、狂三はレイズを宣言する。狂三のレイズに、アリアドネが苦く渋じゆうの表情でコールを宣言する、という状態だ。

　そして、狂三のベットがあるラインを超こえた時点でアリアドネは不敵な笑みを浮かべて告げた。

「オールイン」

　響の感情が、突とつ如じよとして凍こおり付く。〝夏げ至し〟のように暖かだった感情が、一気に〝大たい寒かん〟に陥おちいった。

「え……え、え……!?」

「……」

　響は混乱、微笑みを絶やさなかった狂三も表情を消した。

「さあ、どうする時崎狂三さん。フォールドする？　それともわたしと同じにする？」

　チップの多寡では僅かにアリアドネが勝っている。その彼女が確信を持ってオールインしたということは、相当に高い手ということ。

　……だが。

　狂三は最も早はや、後に引けない立ち位置だ。レイズで上積みされたＹＰチツプは彼女の持ち金の半分を上回っている。もし、ここでフォールドすれば積み上げた金は半減。

　人は、その誘ゆう惑わくに耐たえ切れない。

　まして彼女は、時崎狂三だ。第九領域イエソドと第八領域ホドの話を伝え聞く限り、全すべてを思い通りに動かしてきた女王様気質の少女だ。

　ならば、喪そう失しつへの怖こわさも並なみ大たい抵ていではないだろう。

「では」

　狂三は無表情のまま、チップを全て押し出した。

「オールイン。受けて立ちますわ」

「く、狂三さん大だい丈じよう夫ぶなんですか狂三さーーん！」

　響が不安げに彼女を揺ゆさぶる。狂三はため息をついて、響の頰ほおを引っ張り上げた。

「大丈夫ですわよ。ですから安心して、でーんと座っていてくださいまし」

「わ、分かりました。いや、でーんとは座りませんけどね。わたしってば体重軽い方ですし」

「うふふ、それは誰だれと比ひ較かくしてのお話ですの？」

「それはもちろん、輝俐キラリリネムさんです」

　アリアドネは、暢のん気きに談話を繰くり広げる狂三が信じられない。まるで勝つ、と確信しているような態度。

「──フルハウス、ですわよね？」

「……！」

「コミュニティカードから判断するに、Ｊと７のフルハウスでしょうか」

　アリアドネは困こん惑わくしつつも自身のカードを真夜に渡わたした。そのカードを確かく認にんした真夜はこくりと頷く。

「確かに。アリアドネ・フォックスロットはＪと７のフルハウス」

　アリアドネが尋たずねる。

「……読んでたのぅ……？」

「ええ、まあ。それなりに」

「なら、なら。どうして──」

　どうしてそんなに余よ裕ゆうがあるのか。背後にいる緋衣響の顔は蒼白だ。

　負けたことを確信しているような、そんな表情だ。

「……狂三さん……狂三さんの……カードは……」

　狂三は響の頭を撫なでるというよりは、がしがしと揺さぶるように撫でる。

「──ええ、ええ。ごめんあそばせ、響さん」

「……へ？」

「公的には、ただの事故ですわ。ほら、先ほど血のついたトランプを破は棄きいたしましたわよね？　あのとき、不思議なことに切れ端はしがわたくしのホールカードにくっついてしまいまして──」

　狂三が真夜へカードを返す。

　震ふるえる手で、真夜がカードをめくった。狂三の言う通り、毟むしり取られたカードが貼はり付けられていた。

　その毟り取られた部分を外すと、平へい凡ぼんだった二枚のカードが爆ばく発はつ的な破は壊かい力を見せつけた。時崎狂三が持っていたのは♥ハートの５と♦ダイヤの７……ではなく、♥ハートの６。

　従って狂三の手は──

♥ハートの５、♥ハートの６、♥ハートの７、♥ハートの８、♥ハートの９

　ストレートフラッシュ。

　フルハウスなど歯し牙がにも掛かけぬ、最強の手役である。

「……！」

　さすがにアリアドネは立ち上がり、穴の空くほどそのカードを見た。♥ハートの６は血でかすかに汚れている。それは勝利の赤。負けた。完膚なきまでに、叩き潰された。なのに、どうしてかアリアドネは心地よい感情に揺さぶられていた。

　──素晴らしい。

　敗北したのに自分の心が熱くなる、という奇妙な体験をアリアドネは初めて味わった。

「ま、待ってください。これは……これはイカサマです！　なら私たちの勝利では？」

　央珂の問い掛けに、真夜は静かに首を横に振る。

「……もし、カードを表にした時点で偽ぎ装そうが施ほどこされていればイカサマだけど。これは、偽装ではない。先ほど時崎狂三が言ったように、ただの事故。表にすれば、すぐにバレるのだから」

「ですが！」

「いいよ、央珂ちゃん。……わたしの負けだねぇ」

「では、残りは佐賀繰由梨さんですわね」

「あー、ダメダメ。アリアドネが勝てなかった時点でもうダメ。降参！　いいよ、オッケー。あなたの勝ち！」

　佐賀繰由梨が髪かみをくしゃくしゃにして、カードを放ほうり投げた。

「んー、でもねぇ。分かんないことがあるんだよぅ。狂三さん、教えてくれない？」

「あら、何ですかしら」

「何で感情が読めなくなったの？」

　アリアドネの直接的な問い掛けに、狂三はくつくつと笑った。

「やはり、感情を読んでいらっしゃったのね」

「うん。ま、もうほぼタネはバレてるから言っちゃうとわたしは感情を探さぐって、操あやつることもできるの。激高している子を、うたた寝ねするくらいに穏おだやかにさせることもできるし、その逆も可能。で、その前段階として当然感情を探ることもできる。でも……」

　アリアドネは翡ひ翠すいのような瞳ひとみで狂三を覗のぞき込む。

「ある瞬しゆん間かんから、あなたの感情は読み取れなくなった。まるで──」

「まるで、何か別のことを考えているみたい……かしら？」

　狂三がアリアドネの言葉を引き継つぐと、彼女はこくりと頷うなずいた。ああ、確かにその通りだと狂三は答える。

　響はそれで、彼女がずっと何を考えていたかを悟さとった。呆あきれ返った、という感じに肩かたを竦すくめたくなる。

「わたくし、心の中で一人の男性の方を考えておりまして。なので、カードに気を配る余裕がありませんでしたわ」

「……え、マジで？」

「えらく、マジですわね」

　アリアドネは心底くたびれた感じの息を吐はき出し、ポーカーテーブルに頰をくっつけた。

　そして足をじたばたして、心の底から叫さけんだ。

「そんな下らない理由で、一億ＹＰのやりとりをするカードゲームをこなしていたのぅ？　信じられないー、信じられないダメプレーヤーだぁ！」

「もちろん、思考はカードゲームに割さいていましたわ。だから、あの引っ掛けを作ることができたのですし」

「あのー、狂三さん狂三さん。もしかしてわたしってば、ダシにされました？」

　響がくいくいと袖そでを引っ張り、狂三に尋ねた。今までの話を総合すると、要するに狂三は背中で見守る響を囮デコイにして、アリアドネを引っ掛けたということになる。

　狂三はそれはそれは満面の、見る人間によっては蕩とろけさせるような極ごく上じようの笑えみを浮うかべて断言する。

「ええ、ええ。実に良いダシが取れましたわ」

「アクマだーーーーーーーーー！　皆みなさんここにアクマがいまーーーーす！」

　響は絶ぜつ叫きようした。

「でもバレバレでしたでしょう？」

「その通りですけどねー！」

「利用されて怒おこらないのぅ？」

　アリアドネの言葉に、響は首を傾かしげた。

「え、いや怒ってますよすっごく」

「怒ってないよぅ、緋衣響。あなた、むしろ感激してるしぃ。自分が役立ったことが、そんなに嬉うれしいのぅ？」

　狂三が驚おどろいて顔を向けると、響は無言で目を逸そらした。その頰は赤く、ふて腐くされたことを証明するように膨ふくれている。

　つまり図星、ということらしい。

　悪かったですねどうせわたしは都合のいい女ですよそうですよ自分を利用してくれてしかもそれが狂三さんにとっての勝利に繫つながって滅め茶ちや苦く茶ちや嬉しいですよ文句ありますか、というのが響の心境である。

　それでも目を逸らし続ける訳にもいかず、ちらりと狂三の方へ目線を向ける。

　まあ、もちろん。ニマニマと悪あく魔まのような笑みを浮かべているに決まって──

「え？」

　響が呆ほうけたような声を出すのも、無理はなかった。

「…………………………………………」

　沈ちん黙もく。そして赤面。時崎狂三に、おおよそ似合わぬその表情。

　呆ぼう然ぜんとしたまま、顔を赤くした狂三が響を眺ながめていた。

　少しばかりの時間が流れ、ぎくしゃくとした動きで今度は狂三がそっぽを向いた。

　響がからかうと、そう思ったのだろうか。もちろん、今の彼女にそんな余裕はない。

　──一生を費ついやしても、見られるはずのない表情を見た。

　響は押し寄せる感情を堪こらえることに、必死になった。

「……コホン。ともあれ、これで第七領域ネツアクはクリアですわね。一億ＹＰで第六領域テイフアレトへの門ゲートを開きます。よろしいですわね？」

「もちろん任せて。第七領域ネツアクの支配者ドミニオンとして、責任を持って門を開放しましょう。……ただ、今すぐには無理。コインを門に投入するだけで結構な時間が掛かるからね」

「え、一億コインとかないんですか？」

「無い無い。なので、折角だから──私の家に、いらっしゃいませんか？　時間的には午前一時。もちろん、この第七領域ネツアクは常夜なのですが、今は一日で最初の午前一時。つまり、他ほかの領域の人ならとうに眠ねむっている時間です」

「……あら、そう言われると何となく眠たくなってきましたわね」

　狂三は小さく欠伸あくびをした。

「アリアドネ、央珂、真夜、あなたたちもわたしの家に泊とまってよ。話したいことが色々とある」

「領域会議、ということですか？」

「いやいやまさか。もっとシンプルなガールズトーク的な！」

　宮藤央珂は渋しぶい顔をした。

「……あなたは妹のことしか話さない、と評判なんですけど」

「ちゃんと別のことも話すよー！」

　はい、と雪城真夜が手を掲かかげた。

「私が佐賀繰由梨と領域会議の枠わく組ぐみを超こえた話題を語り合ったことは二一回あり、その中の二〇回が妹である佐賀繰唯一品型の調子、容姿、状態、その他諸もろ々もろ全すべて彼女に関することだった」

「ねぇねぇ、残り一回はなんなの？」

　真夜は無言で自分の肩を指さして告げた。

「佐賀繰由梨、肩に糸くずついてる。わあ、ありがとう。以上」

「それは一回にカウントしなくていいです。要するに妹以外の話題が欠片かけらもない、ということですよね」

　央珂が頭痛を堪えるように眉み間けんを押さえた。

「いやいや、いやいやいや！　今度という今度は本っ当に違ちがう話題出すって！」

「あの──」

　するりと、支配者ドミニオンたちの間に入り込む人ひと影かげが一つ。

「唯、どうしたの？」

　佐賀繰唯が透とう明めいな瞳で支配者ドミニオンたちを眺めていた。

「妹のわたしが言うのも差し出がましいのですが、どうか姉の願いを聞き届けていただけないでしょうか。きっと、皆様に楽しんでいただけると思います」

　しばしの沈黙の後、ぐったりしていたアリアドネが口を開いた。

「……いいよぅ。妹さんにはお世話になってるし、今回はそっちに泊まる」

「ふむ。アリアドネがそれでいいなら、私もそうしよう」

　真夜とアリアドネの視線が央珂に向くと、渋しぶ々しぶといった様子で央珂も頷いた。

「狂三さん、どうかな？　それとも、私の家に泊まるのは嫌いや？」

「……ま、時間が掛かるなら致いたし方ありませんわね。響さんも一いつ緒しよで問題ないなら。ええ、ええ。もちろん構いませんわよ」

「────ッ」

　その時、不意に響は身を震わせた。今、何かとおりもののようなものが体を過よぎった気がした。そして同時に、目の前の光景がひどく歪いびつなものに見えて仕方なかった。

　後になって、それは正しかったと響は知ることになる。




　眼前の光景は、何もかも全てが歪だったのだと──緋衣響は思い知るのだ。








○招かれざる客たちの……






　佐さ賀が繰くれ由ゆう梨りが普ふ段だん住んでいる、という屋や敷しきに案内されて狂くる三みたちは見事に面食らうことになった。

「……箱？」（アリアドネ・フォックスロット）

「……匣はこ？」（雪ゆき城しろ真ま夜や）

「……羊よう羹かん？」（時とき崎さき狂三）

「……はっ。もしや洋館と羊羹を掛かけたんですか、今の？」（この五秒後、こめかみをぐりぐりされる予定の緋ひ衣ごろも響ひびき）

　ともかく、箱という形容がぴったりくるくらい佐賀繰由梨の屋敷は箱形だった。色合いは鈍にぶい紺こん色いろで、あまり目立つものではない。

　第七領域ネツアクという派手過ぎるほど派手な領域に存在するには、あまりに似つかわしくない建物だった。

「中は広いし、快適だから。安心して安心して。さあさあ♪」

　ぐいぐいと少女たちの背中を押す由梨。少女たちはやれやれと苦く笑しようしつつ、その歓かん待たいを受け入れた。

　扉とびらが開く。

　内部は外観のイメージと異なり、無機質さは薄うすれていた。薄れていたが、様々な点で奇き妙みようなところが目についた。例えば天てん井じようにはシャンデリア。なのに打ちっぱなしのコンクリート壁へき。赤い絨じゆう毯たんは豪ごう奢しやだが、その下はガラスのように透明な素材でできていて、明るくライトで照らされている。

　現代建築なのか、クラシックを装よそおいたいのか、それとも支配者ドミニオンである由梨の気き紛まぐれなのか。ともあれかなり意味不明の内装だった。

　が、狂三たちの目はそんな奇き天て烈れつな内装よりも一人の少女に向けられていた。

「……い、いらっしゃい……ませ」

　ぎこちない声と共に、少女──佐賀繰唯ゆいが頭を下げる。

「あら」「まあ」「……」「ふむ」「むっ」

　その姿に五者五様の反応。佐賀繰唯は普段の簡素かつ流りゆう麗れいなセーラー服の霊装ドレス、〈隠形霊イ装・三ヅ四番ナ〉ではなくメイド服を着ていた。それもクラシックスタイルではなく、メイド喫きつ茶さ風。スカートはミニでガーターベルトがチラチラと見えている。

　いわゆる魅見せるタイプのメイド服。

　割とかなり直球で、セクシー方面に全ぜん振ふりしたタイプ。この服を着た自分は可愛くてエロいんだぞと主張する代しろ物ものなのである。唯が恥はずかしがるのも無理はあるまい。

「まあ、まあ。普段はそのような服を？」

「違います。今日は特別な日だから、と。……私としては、普段の方がいいのですが」

「何言ってんのさ。唯は世界で一番可愛かわいい妹です！」

　由梨は胸を張った。その言葉を聞いて、唯はますます縮こまった。

「世界で一番可愛いのは狂三ちゃん七歳です！　あっすいません、狂三さんはいつでも可愛いですいやホント」

「……時崎狂三。自分の相棒パートナーをいちいち銃じゆうで脅おどすのはちょっとどうかと思う」

「わたくしの勝手ですわ」

「ともかく、今日はここでゆっくり休んで欲しい。可愛い可愛いメイド唯が、何でもサービスするから！」

「よろしくお願いします」

　ぺこりと、もう一度唯が頭を下げた。

「ねぇねぇ。由梨ちゃん、由梨ちゃん。……笑え顔がおでスカートをめくって欲しい、ってサービスは有り？」

[image: ]

　アリアドネの言葉に、唯がぴいっと小さな悲鳴を上げた。由梨は難しい表情で考え込み、ゆっくりと答えを出す。

「むぅ……有り寄りの……無しかな……」

「有り寄りではあるんですね……」

　響が呆あきれたように呟つぶやくと、由梨はまた胸を張った。

「だって可愛いんだもの。ウチの唯は！」

　──と、その瞬しゆん間かん。響の内側でまたも奇妙な風が吹ふいた。

（あれ？）

　微び細さいな違い和わ感かんというか、何かが歪ゆがんだような感覚。けれど、人一倍鋭するどい狂三ですら気付いてはいない。

　ただ一人、響だけそのずれを見つけることができた。

　だが──。結局、響はその違和感を無視した。それは狂三にも、そして響にも関係のない事こと柄がらだし、そこを指し摘てきしたりする権利はない。

　それでも親友であれば容よう赦しやなく踏ふみ込むが、彼女たちは赤の他人なのだから。

　ま、いいかと呟いて響は狂三の腕うでを取った。

「さあさあ、わたしたちの部屋へ行きましょう。狂三さん！」

「ですわね。案内してくださる、唯さん？」

「畏かしこまりました。ご宿しゆく泊はくの皆みな様さまは、こちらにどうぞ」

　唯が皆を先導する。中央の階段を上り始めると、響がひょいと、恐おそらくは無意識に上半身を屈かがませた。

「はしたないにも程ほどがありましてよ」

　呆れたようにため息をついて、狂三が響の目を覆おおった。

「……？」

　振り向いた唯は響の姿勢が意味するところを理解し、慌あわててスカートを手で押さえた。

「ある意味凄すごいねぇ、狂三さんの相棒さん」

　はぁ、とため息をつきながら狂三は響の頭を揺ゆさぶる。

「解消したいところですわね」

「すいません、そろそろぐらぐらで気持ち悪いので勘かん弁べんしてください……」




　──さて、さて。

　案内された部屋も、大広間の内装と同じように少々混沌カオスの味がした。

　ベッドは一流ホテルのように豪ごう華かだが、壁かべは半はん透とう明めいのガラス煉れん瓦が。シャンデリアではなく、天井が全体的に明るく輝かがやいている。

「〝唯、消灯〟と言ってくだされば、ＡＩが反応して自動的に消灯します」

　唯の言葉に、もちろん照明が消えて真っ暗になった。

「……すいません。私の言葉に反応したようです」

「一刻も早く照明をつける言葉を教えていただかないと、うちの響さんが闇やみ夜よに潜ひそむ変質者になりますわよ」

「〝唯、点灯〟！　〝唯、点灯して〟!!」

「狂三さん、わたしに対する偏へん見けんが日を追うごとに強くなってませんか！　唯さんが信じられないものを見るような目でわたしを見ているんですけどー！」

　響はちょっと泣いた。




　　　　◇




　佐賀繰由梨はベッドに寝ね転ころび天井を見上げながら、生きていた頃ころの唯をふと思い出した。

　妹と二人、戦いながら生きてきた。途と中ちゆうで唯は脱落してしまったが、由梨はめげずに彼女を絡から繰くりで再現した。

　けれど、彼女を再現すればするほどに気付くのだ。

　自分は佐賀繰唯という少女を、結局何も分からぬままだということに。

　最後の会話は、本当に最悪だった。




　──姉さん。私には■■■■■がある。

　──だから、この家に■■■■■ることは■■■■■です。

　──私は、■■■■■■■■■■！




　最後の最後に、喧けん嘩か別わかれ。

　それは今でも、由梨の悔くいとなっている。わだかまりを残したまま、離り別べつしてしまったことが……今でも。

　けれど、その悔いも砂すな浜はまに描えがいた文字のようにさらさらと消えてしまっていく。

　妹が死に、それでも第七領域ネツアクで戦い続け、様々な存在と出会った。そしてその分、喜びが積み重なって悲しみが消えていった。

　薄はく情じようにも程がある、と由梨は思う。

　──私はもしかすると、妹を愛していないのかもしれない。

　そんなことも考える。そのことを、絡繰りの由梨に問い質ただすこともあるが、彼女たちは決まってこう答えるのだ。

「そんなことはありません、由梨様」

　望んだ通りの答えを、望んだから返される。

　やっぱり自分は、頭がおかしいのかも──。

　ノックの音。

「どうぞー」

　佐賀繰由梨はのんびりした調子で応じた。




　　　　◇




　唯が退出すると、響はベッドに突とつ進しんした。

「つ・か・れ・たーーーーーーーーーーーーーーーーーー！」

　そして絶ぜつ叫きよう。

「疲つかれたのは主にわたくしですわよ」

　ポーカーフェイスを維い持じするのも大変だった。勝つには勝ったが、負ける可能性は常にあった。滲にじみ出る汗あせすら、精神で抑よく制せいしなければならなかったのだ。

「そう言えば、シスタスさんとキャルトさんはどうしたんです？」

「ああ。シスタスはカジノのカメラ監かん視し、キャルトさんはわたくしの周囲に異変がないか、見守っていただきましたわ。異常が発生したなら連れん絡らくする──ということでしたが、結局何もなかったようですわね」

　無む論ろんキャルトは張り切ってその任務を引き受けたのだが、特に何も起こらずガッカリ。今は、今はバーでしょぼくれて四人のトランプに慰なぐさめられていた。

「あれ？　じゃあ、シスタスさんって今はいないんですか？」

「無事にやるべきことも済みましたから。今はカジノで遊んでいるのではありませんこと？」

　狂三の言葉に、響はシスタスが優ゆう雅がにカードゲームやスロットをこなす風景を想像する。正直、ちょっと面おも白しろかった。周囲としては、時崎狂三のそっくりさんということで並なみ大たい抵ていの驚おどろきではないだろうが。

「ただ、少々不用心だったかもしれませんわね」

「どういうことです？」

　珍めずらしく狂三は言い淀よどみ、

「ああ、いえ。困ったことに上手うまく説明できませんわね。少し、ズレを感じただけでしてよ。恐らく、気のせいですわ」

　ズレ、という言葉は響も気になったが今は疲ひ労ろうのせいで、あまり考えたくはない。ともあれ、良い結果を迎むかえたのだ。気にせずともいいだろう。

「次はいよいよ第六領域テイフアレトですねえ。わたしが教えられそうなのは、その領域で最後です。第五から先は、未知で未知で未知。どうなることやら」

「あら。ついてこないおつもりですの？」

　狂三の問い掛かけに、響はくすりと笑う。

「まさか。がっつりついていきますよ。第五も第四も、その先も。……いや、結局その前に第一領域ケテルに行く方法を探さなきゃですけどね」

「ええ、その為ためにもあの支配者ドミニオンたちに話を伺うかがってきますわ。現状、一番情報を持っていそうですもの」

「ああ、なるほど……」

「そして先方も、白の女王クイーンに対する情報が欲ほしいところでしょう。第三領域ビナーで戦せん闘とうした際の情報は銃じゆうヶが崎さきさんにはお伝えしましたけど、支配者ドミニオン間の連絡は行き届いてなさそうですわね」

　銃ヶ崎烈れつ美み。絆ばん王おう院いん華かれ羽はの後を継ついで第八領域ホドの支配者ドミニオンになった彼女だが──恐らくやることが多すぎて他ほかの領域との情報交こう換かんまで手が回っていないだろう。

「……そう考えると、銃ヶ崎さんがきちんと連絡してくれていればカジノで精神摩ま耗もうせずに済んだんじゃないですかね」

「どちらでも同じことですわ。華羽さんならともかく、新しく支配者ドミニオンになった彼女を、そう簡単に信用はできないでしょう」

　結局のところ、彼女たちは知りたかったのだろう。時崎狂三という少女、自分たちのように〝準〟のつかない真の精せい霊れいがいかなるものなのかを。

　そして同時に、彼女が白の女王クイーンの敵対者であるかどうかを。

「ということは、合格なんですかね。狂三さんは」

「わたくしは暴力を振ふるいませんでしたし、多少脅おどしはしましたが許容範はん囲いでしょう。後は──」

　ノック、ノック。

「どうぞ」

　狂三の言葉に、目が糸のように細まったアリアドネがドアを開いた。

「あ、やっぱ起きてた。時間あるぅ？」

「ありますわ」

「だったらぁ、ちょっとお話しないぃ？」

「……ええ、ええ。もちろん構いませんわよ。わたくしも色々と情報が欲しい身ですし」

　狂三が立ち上がる。響ももちろん、ベッドから起き上がったがアリアドネがそれを制止した。

「ごめんねぇ。響ちゃんはちょっと無理ぃ」

「えー！」

「央おう珂かちゃんが、響ちゃんが同席するの嫌いやがってさぁ。ホントごめんねぇ」

　宮みや藤ふじ央珂──第六領域テイフアレトの支配者ドミニオン。どうやら、彼女は響にまでは絆ほだされていないらしい。

「仕方ありませんわね。わたくし一人で行ってきますわ。……響さんはこちらでお待ちくださいませ」

「ぐう」

　狂三の言葉に、響も押し黙だまらざるを得なかった。




　廊ろう下かを先導するアリアドネが、狂三に問い掛ける。

「響ちゃんって、結局狂三ちゃんにとって何なのぅ？」

「さて。何なのでしょうね。説明するには時間が足りませんわ」

「どのくらい必要なのぅ？」

「んー……半日？」

「費ついやしすぎぃ。それならいいか。信しん頼らいはできるんだよね？」

「もちろんですわ。彼女が信用できないなら、この隣りん界かいに確かなものなど何一つ無くなりますわね」

「……信頼が重い……。ま、今日はその話題はいいかぁ。今日、何よりも優先的に話し合わなきゃいけないことは──」

「白の女王クイーン、ですわね」

　こくりと、アリアドネが頷うなずいてドアを開いた。中には、雪城真夜と宮藤央珂が待っていた。そこに、佐賀繰由梨の姿はない。

「あら。肝かん心じんの、第七領域ネツアクの支配者ドミニオンはいらっしゃってないのかしら？」

　宮藤央珂が難しい顔をして頷いた。

「ええ。少し体調が優すぐれない、とか」

「……支配者ドミニオンでも、そういうことありますの？」

「あるにはある。私たち支配者ドミニオンは他の準精霊より、この隣界における……〝存在強度〟とでも呼ぶべきものが強く、そうそう簡単に体調を崩くずしたりはしないけれど」

「忌いまわしい空っぽエンプテイなどにもなりはしないはずですわ」

　央珂が吐はき捨てるように呟つぶやく。狂三は第八領域ホドの彼女を思い出し、ジロリと央珂を睨にらんだ。その感情を察知したのか、アリアドネがくいくいと服の袖そでを引っ張った。

「……悪気はないと思うんだよぅ」

「なお悪いのでは？」

「……少し前に、彼女の領域が白の女王クイーンに襲しゆう撃げきされたの。それでプライドを傷つけられたのねぇ」

　自身の領域に入り込まれたその原因は、白の女王クイーンがエンプティを操作したことによるものらしい。

　第六領域テイフアレトからは直ちにエンプティが粛しゆく清せいされ、ひとまず平へい穏おんを取り戻もどしたが、被ひ害がいは甚じん大だいだったとか。

「……絆王院さんのことは聞いています。ですが、彼女は支配者ドミニオン。であれば、エンプティになどなるはずが──」

　央珂の言葉に反論するより先、真夜が彼女を手で制した。

「……その謎なぞについても、時崎狂三から情報があると思うのだが」

　真夜が透とう明めいな瞳ひとみで、狂三を見み据すえた。

「ですわね。……恐おそらく、彼女を誰だれより知るのはわたくしでしょう」

「待って欲しい。その前に、そもそもなぜ精霊であるあなたが──」

「そこから、順番に語りますわ。語りたくないものは語りませんけれども。よろしいですわね？」

　たとえば自分がどういう存在かとか。たとえば響の痛切な想おもいとか。

　特に響については狂三が語っていいことではない。彼方の世界げんじつへ向かう動機なら、堂々と胸を張って語ることができるが。

　アリアドネが机に突つっ伏ぷしつつ、指で丸の輪っかを作った。

「……いいよぅ。わたしたちからも、話したいことがいっぱいあるしねぇ」

「では──そうですわね。出発地点マルクトから語りましょうか」

　色々なことがあった。馬ば鹿か馬鹿しいこともあれば、悲しいこともあった。

　そして何より、戦いがあった。

　狂三は自分にしては、本当に珍しく長く饒じよう舌ぜつに語り続けた。とはいえ、その大半は感情的なものではなく、白の女王クイーンのスペックについてだが。

　支配者ドミニオンたちにとって、白の女王クイーンは謎だらけの存在だった。

　元第三領域ビナーの支配者ドミニオン、キャルト・ア・ジュエーを敗退させ、そしてあちこちの領域に侵しん略りやくを開始した精霊──いや、準精霊。

「反転体……。なるほど、そのような現象は準精霊には見当たらないが、それで白の女王クイーンそのものには説明がつく」

　なるほど、と真夜は頷いた。

「だが、それでは反転体が生じた原因が不明だ。時崎狂三が原因では？」

「わたくしが原因かもしれませんし、そうではないかもしれませんわ。ただ、言えるのはわたくしは当然、彼女を始末する気ということです。わたくしは所しよ詮せん、この隣界を旅する身ですが──それでも、あれが反転体である以上、決着をつけねば」

　真夜と央珂の視線が、アリアドネに注がれる。

「んー……多分、本当。今の言葉には情熱があったよぅ」

「感情を読み取られるのは、些いささか不本意ですが……真実の証明にはなりまして？」

「なる。……白の女王クイーンの能力は、これ以上不明？」

「それは──」

　わずかに言い淀むと、アリアドネが敏びん感かんに察知して顔を上げた。

「どうしたの？」

「……あなたの能力厄やつ介かいですわね、ホント。よろしいですか、これはただの仮説です。確定した事実ではありません。そのことを踏ふまえた上で、わたくしのただの仮説を聞きたいとおっしゃいますの？」

「もちろん。時崎狂三の仮説であれば、どれほど突とつ拍ぴよう子しがなくとも有益だ」

　真夜の言葉に、央珂やアリアドネも頷く。

「では。白の女王クイーンが、どうしてエンプティたちを従えることができるのか。答えは恋に落とされているからですわ」

　しばしの沈ちん黙もくがあった。

　やがて、おずおずと真夜が疑わしげに尋たずねた。

「……恋こい？」

「恋、です。ええ、ええ。もちろん奇き想そう天てん外がいなアイデアであることは認めますわ。ですが、第八領域ホドの出来事はそう考えざるを得ないものでしたの」

　狂三は絆王院華羽がエンプティ化し、消えていくまでの経過をつぶさに語った。

　恋に落とされた。

　本当の恋を奪うばわれ、偽にせ物ものの恋を植え付けられた。苦く悶もんして、苦く悩のうして、華羽は自らの消しよう滅めつを選んだ。

　話し終えたときには、三人の表情は凍こおり付いていた。中でも央珂の顔色は真っ青で、失神しかねない勢いだった。

　真夜は嫌けん悪お感かんを滲にじませて呟く。

「……彼方かなたの世界には、寄生虫という概がい念ねんがある。幾いくつかの虫に寄生したそれは、本来の生存目的を変へん更こうさせて自殺に追い込むことすらある。彼女のやっていることは、まさにそのものだ」

　アリアドネは悲しげに目を伏ふせる。

「……奪われるんだ。それは……悲しいねぇ」

「つまり、その……エンプティを追放しただけでは、意味はないのでしょうか？」

　狂三の代わりに真夜が答えた。

「無いことも無いだろう。彼女の話を真実だと仮定し、更さらに仮定を重ねることになるが。準精せい霊れいがエンプティになって白の女王クイーンの奴ど隷れいになるには、段階が必要だ。準精霊に〝恋〟という感情を植え付ける・それが成長するまで待つ・エンプティ化して女王の手先となる。一段階目と二段階目の兆候に気をつければ、抑よく制せいすることはできるだろう」

「……ま、それは支配者ドミニオンが考えるべきことですわね。さあ、今度はわたくしに情報を提供してくださいまし。第一領域ケテルに向かう方法を」

「……」

　最初に口を開いたのは、央珂だった。

「第六領域テイフアレトに手がかりは、何もありません。ただ、私の領域は隣界におけるハブ。情報があれば、真っ先に私の手元にやってくるはず。それがないということは──」

「手がかりは絶無、という訳ですの？」

「……私の第二領域コクマーにも情報はない。まあ、そもそも私の領域は図書塔とう以外はほとんど何もないのだけど」

　真夜の言葉に狂三が首を傾かしげた。

「図書塔？」

「私の領域にある唯ゆい一いつの建物。隣界から集めた本を、そこへ集積させている」

「……第一領域ケテルの資料はございまして？」

「無い。本を全すべて読んだ私が言うのだから、間ま違ちがいない」

　真夜の言葉に、狂三は嘆たん息そくを一つ。

「手がかりはなし、ですのね」

「……一つだけあるよぅ」

　アリアドネが手を掲かかげてそう発言すると、全員が一気に緊きん張ちようの色を帯びた。彼女はそんな雰ふん囲い気きを壊こわすように、笑って言う。

「白の女王クイーン。あれも、どうやら第一領域ケテルを目指してるんだよねぇ？　だったらぁ、あれを探さぐれば必然的に第一領域ケテルの手がかりも得られるんじゃないのぅ」

「あら、あら。まるでわたくしと白の女王クイーンに潰つぶし合って欲しいような言い草ですわね、アリアドネさん？」

「大正解」

　毒気を抜ぬくような、少女の無む邪じや気きな笑え顔がお。

「……先ほども申したように、決着をつけなくてはなりません。しかし正直な話、決め手がないのも事実ですわ。何しろ向こうは兵隊が多い。皆みな様さまに協力していただいてもよろしくて？　まあ、拒きよ否ひ権けんはありませんけど」

「もちろんです」

　央珂が頷く。

「……仕方がなさそうだ。とはいえ、私が役立つことはないだろう。私は所詮、戦せん闘とうに適した準精霊ではない。そういう暴力的手段に訴うつたえたいならば、この二人がお勧すすめだ」

　真夜が央珂とアリアドネに交こう互ごに視線を移した。

「お二人は、どういう戦い方をする準精霊ですの？」

　その言葉に、二人は沈黙を守る。どうやら、味方といっても完全に信用してはいないらしい。

「よろしい。では、質問を変えますわ。先ほど、白の女王クイーンの情報と一いつ緒しよに、彼女に付き従う三人の駒ピースもお伝えしましたわね？　わたくしが戦ったのはルークのみですが──お伝えした彼女のスペックを考こう慮りよして、勝てると断言できまして？」

「勝てます（央珂）」「たぶんー（アリアドネ）」「拮抗する程度なら（真夜）」

「ならば、問題ありませんわ。わたくしにとって一番辛つらいのは白の女王クイーンを相手に戦う際、数で押し切られること。エンプティたちなら一人でも捌さばけますが、ルークと彼女に匹ひつ敵てきする技量の持ち主を三人相手取るのはさすがに……」

　ルーク一人ですら、正直かなり苦戦したのだ。まして、白の女王クイーンは彼女たちの頂点に立つ存在。恐らく裏切りも寝ね返がえりもなく、屈くつすることもないだろう。

　一番信しん頼らいできる緋衣響は戦うといっても、ルークたちには敵かなわない。シスタスと、キャルト・ア・ジュエーならば互ご角かくだろうが、それでも一人足りない。

　最低あと一人でも支配者ドミニオン級の準精霊が戦いに加わらなければ、不利は否いなめない。

　央珂は胸を張って告げた。

「お任せください。私たちだけでなく、あらゆる支配者ドミニオンが打だ倒とう白の女王クイーンには協力を惜おしまないでしょう」

「そうかなぁ。第九領域イエソドは非戦闘型の準精霊が多いから難しいでしょ？　第八領域ホドはまだ混乱中。第七領域ネツアクも正直、唯ちゃんはともかく由梨ちゃんは戦闘向きじゃないし……」

「蒼ツアンと、篝かがり卦けハラカ。あの二人がいます」

「蒼ツアンちゃんは第五領域ゲブラーで第三領域ビナーから攻せめ込んでくるエンプティたちにかかりきり。ハラカちゃんは第一〇領域マルクトで支配者ドミニオンになるべく殺し合いに参加してるよねぇ」

「あら。篝卦ハラカという方は第一〇領域マルクトに？」

「あの領域が混乱していると、我々の領域に悪あく影えい響きようがある。第一〇領域マルクトの準精霊はガラが悪いし、殺し合いで人生を充じゆう実じつさせる連中が他ほかの領域に入り込むと、治安に乱れが出る。更に、その混乱の隙すきを突いて白の女王クイーンがあの領域も支配すれば目も当てられない」

　真夜は淡たん々たんと状じよう況きようを呟つぶやく。

「つまりぃ。わたしたち三人でどうにかしようってことだよねぇ。……別に……いい……けどぅ……」

　アリアドネの言葉が徐じよ々じよに途と切ぎれていく。どうやら、眠ねむ気けがもう限界らしい。

「では、そろそろお開きにしますか。ああ、そうだ。時崎さん」

　立ち上がった央珂が手を差し出した。

「よろしくお願いします。共に戦いましょう」

　わずかな逡しゆん巡じゆんの後、狂三はその握あく手しゆを受けた。

　央珂は優雅に一礼すると、静かに退室した。

「──では、私もこれで失礼する。アリアドネ・フォックスロット。あなたも明日、帰き還かんするのか？」

「そうだよぅ。道中、しばらく一緒に行こうか？」

「……そうしておこう」

　真夜もまた、退室する。残ったのは狂三とアリアドネ。つい先ほどまで激戦を繰くり広げていた二人である。

「意外にスムーズにいきましたわね」

「そうでもないよぅ。誰だれもが何か、隠かくし持ってる気がするもの」

「あら、それはあなたもですの？　アリアドネさん」

　アリアドネは薄うすく微笑ほほえみ、それには答えなかった。




　──ともあれ、支配者ドミニオンと狂三の話し合いは極きわめて友好的に進み、明日には白の女王クイーンの包ほう囲い網もうが動き出すと思われた。

　雪城真夜、アリアドネ・フォックスロット、宮藤央珂──。

　彼女たちが動き、更に時崎狂三が加わるのであれば白の女王クイーンも苦戦は免まぬかれまい。

　しかし、翌日。

「だ…………誰か!?」

　その動き全てをご破算にする出来事が、唐とう突とつに訪おとずれた。

　佐賀繰由梨が、殺されたのである。








○何を切る？






●──時とき崎さき狂くる三みの証言




　そうですわね。支配者ドミニオンとの話し合いが終わったあと、わたくしは自室へと戻もどりましたわ。響ひびきさんの他には佐さ賀が繰くれ唯ゆいさんがいらっしゃいましたが、私の顔を見ると挨あい拶さつして退室しました。疲つかれもありましたし、響さんと話し合うこともなくすぐに眠ねむりました。

　夢は……見ませんでしたわね。

　瞼まぶたを閉じてしばらくして、気付いたら朝でした。いえ、朝と言っても第七領域ネツアクでは夜でしたわね。

　そして響さんに揺ゆさぶられたので反射的に三角締じめを。もとい、優ゆう雅がに起き床しよう。

　由ゆう梨りさんに挨拶して、第七領域ネツアクを出ようと思って唯さんを呼び、部屋に案内していただきました。

　そして──あの死体を発見した、という訳です。




●──緋ひ衣ごろも響の証言




　えーとですね。狂三さんが話し合いに出て、やることがなーんにも無くなったので、とりあえず唯さんとお喋しやべりしていました。あの、唯さんがやたらスカートを引っ張って足を隠そうとしていたのですが、その仕草がむしろエロチシズムを刺し激げきするということを語っていました。

　……コホン、それはともかく。そうやって話していると、狂三さんが戻ってきたので入れ違ちがいに唯さんが退室。

　狂三さんが疲れていたようなので、わたしもすぐに寝ねることにしました。それから、わたしの方が先に起きたので狂三さんを起こしてあげようと揺さぶったら、三角締めで締め付けられました。理り不ふ尽じん過ぎませんかコレ。

　まあ何とか狂三さんを起こしてコーヒーを飲んで。それから狂三さんと二人で由梨さんに挨拶に行こうと思って、唯さんを呼びました。ええ、もちろん昨日から話し続けていた、一品型の唯さんです。

　唯さんが由梨さんの部屋の扉とびらをノックしました、返答なし。

　唯さんが首をひねりつつ由梨さんの部屋に呼びかけました、返答なし。

　一いつ瞬しゆん、唯さんが虚こ空くうを見上げてぱくぱくと口を開きました。それで「おかしい」と呟いてから、彼女が部屋の扉を開けました。

　鍵かぎ？　鍵は……掛かかっていませんでした。少なくとも唯さんはすんなり開けたように思います。そうして開けたら、佐賀繰由梨さんが……お亡なくなりになっていました。




●──佐賀繰唯の証言




　……はい。私は確かに仰おつしやる通り、緋衣響さんと話していました。響さんとの話は主に、雑談です。時崎狂三さんの話題が多かった、と記き憶おくしています。姉……由梨様の話は少し出ましたが、私に答えられない質問ばかりだったので。

　夜遅おそく、狂三さんが戻ってきたので私は入れ違いに退室することにしました。狂三さんもお疲れのようでしたし、すぐに寝ると判断しましたので。

　それから、念のために由梨様の部屋に伺うかがいました。ノックすると返答があり、自分も待機スリープモードに入ることを伝えて、自室へ戻りました。

　起床予定時間の少し前に、響さんから呼び出しがあったので向かいました。由梨様に挨拶をしたい、ということだったのでその命令を承しよう諾だく。

　由梨様の部屋に向かい、いつものようにノックをしました。

　返答がなく、室内の気配も感じられません。前夜のことを考こう慮りよすると、まだ休んでいるのかと思いましたが念のために、この屋や敷しきに存在する量産型佐賀繰唯全員に、由梨様の行ゆく方えを尋たずねました。

　昨日の時点で、部屋から一歩も出た記録がないとのことだったので嫌いやな予感がして、扉を開きました。

　……はい。そのときは失念していましたが、本来は鍵が掛かっています。開かなければこじ開けていたので結果は変わらなかったでしょうが。

　佐賀繰由梨……姉の死体を発見しました。

　死体はベッドで眠るようにしていましたが、部屋中が血塗れだったのでその時点では重傷または死亡と見当をつけた段階です。

　狂三さんが咄とつ嗟さに廊ろう下かの天てん井じように向けて銃じゆうを放ちました。他の支配者ドミニオンたちに異常事態を知らせるためでしょう。

　案の定、すぐに央おう珂かさんと真ま夜やさんが駆かけ寄ってきました。アリアドネさんは眠たそうに、最後に。でも、三人ともほとんど時間に変わりはありませんでしたね。せいぜい、五分前後程度でしょうか。

　そして、六人が集まったところで改めて死体を確かく認にんしていただきました。

　……その後すぐに、死体は消えてしまいましたが。




●──宮みや藤ふじ央珂の証言




　証言も何も。私たちは時崎狂三との話し合いを終えて、すぐに寝ました。銃声がしたので、何事かと飛び起き、音の方向へと駆けました。私の後に真夜が、少し遅おくれてアリアドネが走っていましたね。

　部屋の惨さん状じようはもちろん目もく撃げき。死体も確認しました。

　その後の消しよう滅めつも……。

　時崎狂三は、つくづくファインプレーでしたね。あれのお陰かげで、佐賀繰由梨の消滅を確かに視認できたのですから。

　それ以外に語るべきことは……いえ、特にありません。




●──雪ゆき城しろ真夜の証言




　宮藤央珂とほぼ同じだ。

　……一応、所見を述べさせてもらうと佐賀繰由梨の消滅は午後七時三二分。準精せい霊れいが殺害されて消滅するまでには、これまでのデータからおおよそ一〇秒から一〇分のタイムラグがある。

　逆に言うと、最高でも一〇分しかない。となると、我々は一人残らず『眠っていた』というアリバイしかなく、従って全すべてが灰色のままだ。

　だから、『誰が佐賀繰由梨を殺したのか？』という問いかけには全員こう答えるしかないだろう。

〝分からない〟──と。

　気になったことは……そうだ。少々現場が凄せい惨さんすぎたのが気になった。あれなら、起きる直前だった我々は戦せん闘とうの音に気付きそうなものだが……。

　部屋が防音だったのかどうか、まずは調べるべきだろう。




●アリアドネ・フォックスロットの証言




　わたしも特にないねぇ。

　ただ、自殺って可能性はないのかな？　動機はもちろん不明だけど、何となく死にたくなることってあるでしょ？

　それから──当然ながら、昨日の白の女王クイーンの話に加わらなかった部分が謎なぞだよね。多少体調が悪かったって、あれを断る理由が分からない。

　分からないことだらけだねぇ。

　どうしようか？




　　　　◇




　大広間に集まった狂三たちの表情は硬かたかった。

　何しろ、死んだのである。死体は消滅し、同時に血の跡あとも瞬またたく間まに拭ぬぐい去られたが、ともかく佐賀繰由梨は死んだのだ。

　しかも、あれは間違いなく殺人だ。

「さて。ここでこうしていても始まりませんわね。皆みな様さま、どうなさいます？」

　狂三が口を開いた。央珂はその態度に複雑そうな表情で彼女を見やる。

「……このままこうしている訳にもいかないでしょう。犯人を捜さがさなければ」

「唯さん、よろしいですか？」

　凍こおりついていた唯だが、狂三に名前を呼ばれたことによってわずかに背を伸のばし、こくりと頷うなずいた。

「はい」

「この館やかた、外からの侵しん入にゆう者に対してはどういう警備を？」

「……量産型の私を含ふくめて、定てい期き巡じゆん回かい及および動体反応センサーなどを使っています。また、準精霊の体重を床ゆかが測定し、変化がないことを確認済みです。この館は昨夜から今朝まで、侵入者は一いつ切さい存在しませんでした」

　お望みなら、と唯は宙空にデータを表示させた。

　侵入者の形けい跡せき──なし。

　センサーの不可解なエラーやノイズ──なし。

　唯は鋭するどい目線を、狂三と響を含めた支配者ドミニオンに向ける。

「つまり。佐賀繰由梨を殺したのは、この中の誰だれかということです」

　当然のように、一同は騒そう然ぜんとした。

　その言葉に反論したのは、宮藤央珂である。

「お待ちなさい。そうとは限らないでしょう。あなたがたの誰かが、故障して主あるじを事故で殺害したのでは？」

「……我々は佐賀繰由梨に逆らえないはずです。絡から繰くりを作る以上、姉は細心の注意を払はらって管理していました」

「ですが──」

「宮藤央珂。少し待って欲しい。仮に事故だったとすれば、彼女たちはそう申告するはずだ。それがないという時点で、誰が犯人にしろ悪意があるとしか考えられない」

　雪城真夜が踏ふみ込んだ。

「じゃあ、誰が犯人なのかなぁ？」

「それを、調べるべきだ。この館は本日、あまりに異分子が多すぎた」

　真夜は狂三を見み据すえる。その視線に含むものを感じた狂三は、薄うすく笑って睨にらみ返した。

「あら、あら。それではまるで、わたくしが犯人のようですわね」

「あなたか、もしくはあなたたちか」

「え、わたしですか!?」

　響が飛び上がって自分を指差した。

「……そうですね。あなたの〈王位簒奪キングキリング〉で、佐賀繰唯とすり替かわれば、部屋に入っても不ふ審しんがられないのでは？」

　央珂の言葉に、響がぶるぶると首を横に振ふる。

「無理です無理無理！　あのですね、わたしの〈王位簒奪キングキリング〉は他人から顔を奪うばうんですよ！　奪われる人が必要になるんです！」

「──あの。よろしいでしょうか」

　佐賀繰唯が響を睨み付ける。

「な、何ですか？」

「今、確認できました。量産型の私が一人行方不明になっています。現在捜そう索さく中です」

「え……」

　ぎょっとした表情で一同が響を見る。狂三も笑うのを止やめて、視線を玄げん関かん扉とびらへと移した。

「ええとぅ。つまりぃ、こういうことかな？　響さんが量産型唯ちゃんの顔を奪ってぇ、由梨ちゃんの部屋に行って隙すきを見て殺害してぇ……」

「無理無理無理！　わたしってば、こう見えて可か憐れんで脆ぜい弱じやくな乙女じゆんせいれいですよ！　支配者ドミニオン相手に戦うなんてとてもとても！」

「……あの。実はですね。由梨様の戦闘能力は、非戦闘型準精霊とそう変わりません。霊装ドレスも眠ねむる直前には解放する以上、防ぼう御ぎよ手段も限られています」

　佐賀繰唯の言葉に、引き攣つったような笑いを浮うかべていた響も徐じよ々じよにその深刻さに気付いた。全員、アリバイらしきものはない。そして、一番可能性のある手段を持っているのは自分である。

「ちょ、ちょっと待ってください……」

「そこを動かないで欲しい、緋衣響」

　じり、と真夜が一歩踏み出した。

「響さん、こちらへ」

　狂三が呼びかける。アリアドネは動かず、央珂は真夜と一いつ緒しよに並び立った。緊きん張ちようが満ちていく。互たがいに問答無用と言わんばかりの顔つき。

　そこに、アリアドネが割って入った。

「まあまあ。さすがにそれは早計だよねぇ。可能性なら、わたしだって真夜ちゃんだってあるんだからさぁ。央珂ちゃんは……んー、隠かくしてる能力があれば。それに──」

　チラリと、アリアドネが狂三を挑ちよう発はつするように見た。

「狂三ちゃんって説も十分にアリアリだよねぇ？」

「わたくしは第七領域ネツアクを去る身、由梨さんを殺す動機がありませんわよ？」

「それそれ」

　アリアドネが犯人を指し摘てきするように、狂三を指差した。

「たとえば今朝になって、急に由梨ちゃんが約束を反ほ故ごにしたら殺害の動機は生まれるんじゃないかなぁ？」

「無意味な推測ですわね。わたくしは、そんなことを言われておりません」

　響は感付いた。

　既すでに全員、撃鉄を起こしている。もう、戦闘を始めて殺し合いをするより他ほかはない。

　だが、と響は全員が見み逃のがしていることを指摘することにした。

「あの、もっと怪あやしい人がいると思います」

　その言葉は、全員の戦意を抑よく制せいするに足る破は壊かい力があった。視線が響に集中する。

「女王ですよ。白の女王クイーン。あの人、どこでも潜せん入にゆうできるんですよね？　支配者ドミニオンを気配もなく殺すことができる存在は、女王くらいでは？」

「……だが、その場合は佐賀繰由梨だけを殺す理由がない。我々に手を出さなかった理由が──」

「ありますわよ。わたくしがいました。ふむ、そう考えると内部分ぶん裂れつを引き起こそうとした、という動機はありそうですわね。わたくしも無傷とはいかないでしょうし、そちらも最低二人は死にますわよ？」

「自分が勝ち残ることを前提にしていますね。私の力も知らずに──」

「知りませんわよ、勝てますもの」

　胸を張り、堂々と狂三は返答した。央珂も気け圧おされて思わず口を噤つぐむ。だが、ともあれ響の言葉で全員の意識が、即そく戦闘からは逸それた。

「確かに。ここで我々が戦って喜ぶのは、間違いなく白の女王クイーンだ。けれど、彼女がやってきたとは限らない」

「というと？」

「……彼女は、人を恋こいに落とすのだろう？　で、あれば。恋に落ちた誰かが殺したという可能性の方が遥はるかに高い」

「あ──」

　響が口を押さえた。

　確かに真夜の言う通り、その方が安全だ。

「そして。……皆が私の推測に納なつ得とくしたのであれば、一つ提案がある」

「提案？」

「時崎狂三に調査を依頼する。佐賀繰由梨を殺したのは一体誰なのか、彼女に調べてもらうというのは、どうだろう」

　真夜の提案に、央珂もアリアドネも意表を突つかれたらしく、目を瞬またたかせている。

「……わたくしが信用できますの？」

「白の女王クイーンの能力を明かしたのはあなただ。論理的に考えて、あなたが女王側に居た場合、能力を明かす意味がない。そしてあなたはこれまでの白の女王クイーンが暗あん躍やくしていた原因に、もっとも妥だ当とう性のある推理を提示してくれた」

「んぅ……ぐーの音も出ないねぇ」

　アリアドネがポツリと呟つぶやいた。

「待ってくださいまし。わたくしはそのような探たん偵ていまがいのことをやるつもりは──」

　狂三が話の流れを察して断ろうとした瞬しゆん間かんだった。




〝その意見に賛意を示す〟




　この場にいる誰でもない、しかして聞き覚えのある声が天てん井じようから響ひびいた。

「今の声は……!?」




『私は第七領域ネツアク支配者ドミニオン・緊きん急きゆう時じ代理ＡＩ＝ユウリ。佐賀繰由梨の死亡後、自動的に起動するこの館やかたのシステムです』

「由梨……様……？」

『死亡後の全員の会話を聴ちよう取しゆ。緊急時が続行していると判断し、この館を閉へい鎖さする。量産型佐賀繰唯の作動権限をユウリに移行。事態解決のため、時崎狂三を第一級システム管理官に任命。佐賀繰由梨の死の謎なぞを解け』

「……唯さん？」

　唯は愕がく然ぜんとした様子で首を横に振った。

「し、知りません……こんなもの、由梨様は私には……何も……。量産型唯の作動権限を……移行……？」

　響が振り返って、ひいっとくぐもった悲鳴を上げた。

　量産型佐賀繰唯が玄関扉に集まり、無機質な瞳ひとみでじっと彼女たちを覗のぞき込んでいた。

「ユウリさん、質問をしたいのですけれど。わたくしが探偵役を断り、強きよう行こう突とつ破ぱしようとしたら、どうなりますの？」

『量産型唯のエネルギー源は霊晶爆薬ニトロドレス。量産型唯は現在、一〇三体が活動中であり、一いつ斉せいに爆ばく破はした時点で時崎狂三はともかく緋衣響は九九％爆殺可能』

「ギャー！　とんだとばっちり！」

「……」

『──私は準精霊あなたがたのように、噓うそはつかない。時崎狂三が逃にげだそうとすれば、間ま違ちがいなく彼女たちを爆破させる』

「本気のようですわね、このＡＩ……」

　さて、と狂三はしばし考える。佐賀繰由梨のことをどうでも良いなどとは思わない。むしろ雪城真夜の言葉通り、白の女王クイーンが介かい入にゆうしている可能性が高い以上、無む碍げにはできない。

「ええ、ええ。承りました。この事件、わたくしが解決してみせますわ」

『ありがとう。では、全員引き続きこの館に滞たい在ざいして欲しい。不自由はさせないつもりだ』

　それきり、ユウリの声は途と絶だえた。

「その、言いたかないですけど。あなたのお姉さん。かなり愉快な思考をしブツチギリていらっしゃいでイカれてますね」

　響の言葉に、唯はどういう表情を浮かべていいのか分からなかった。

「では皆みな様さま。文句はありませんわね？　わたくしが事件を解決しますわ。調査し、聴取し、犯人を指摘し、問答無用で吊してさしあげますわ」

「……我々も容疑者か」

「納得いかないけどぅ、仕方ないよねぇ」

「──二人とも止めなさい。ユウリの言っていることは正しい。ここは、狂三さんに犯人を捜さがしていただくべきです」

　三者三様の反応。響はおっかなびっくりしつつ、狂三と相対する形となった三人の支配者ドミニオンを観察した。

　雪城真夜──不服そうだが、納得はしている。自分が容疑者になったことを厭いといつつも敵意はない。

　アリアドネ・フォックスロット──明白に不快感を表明している。が、その一方でどこかせせら笑っているような感覚。敵なのか味方なのか、それすらもふわふわしている。

　宮藤央珂──言葉ではそう言っていても、やはり忸じく怩じたるものが見て取れる。

　そして一方、こちら側に控ひかえている一品型の佐賀繰唯は困こん惑わくと悲ひ哀あいが突とつ出しゆつしている。

　悲哀……それは納得できる。佐賀繰由梨が死んだのだから、絡から繰くりといっても悲しいものは悲しいのだろう。困惑は状じよう況きようが激動する様についていけないせい、だろうか。

　まあ、自分だってほとんどついていっていないのだが。

　由梨が死んだと思ったらＡＩユウリがやってきて謎を解けさもなくば爆殺する、と脅きよう迫はくしてくるなんて、どういう展開だ。

「……地道に稼かせげば良かったのかなぁ……」

　響はしょんぼり呟いた。

「それはそれで、忸怩たる想おもいを味わっていたかもですわよ。結局のところ、この事件が白の女王クイーンと関かかわりがある以上、わたくしたちも逃げる訳には参りません。さて、それでは──まず、唯さん」

「は、はい！」

「部屋の見聞を行いますわ。その後で聴取。最後に監かん視しカメラの映像をチェックさせてくださいまし。それから、雪城さん」

「？」

「？　じゃありませんわよ。例のイカサマを縛しばった無む銘めい天使。あれをお使いくださいませ」

「……どういうこと？」

「わたくしたちが不正をしないように見張り、その上であなたがわたくしたちに対して不ふ祥しよう事じを働かないと誓ちかってくださいまし。よろしいですわね？」

　真夜はしばらく考えた末、こくんと頷うなずいた。




　　　　◇




「開かい封ふう──第四の書・〈絶対ライト・正義直下ロウ・アポストルズ〉。私は佐賀繰由梨殺人事件の捜そう査さの邪じや魔まになる行動を取らないと宣言する。これを破れば、私の頰ほおが刃やいばで切り裂さかれるだろう」

　黄金の天てん秤びんと二本の鎖くさりが、真夜を誓せい約やくに縛り付ける。

《──宣せん誓せいを受領します。捜査の邪魔になる行動を取った場合、頰が切り裂かれます》

「……では、捜査を始めて欲しい……と言いたいのだが、その前に一つ」

　真夜は不ふ審しんそうな表情で、狂三を指差した。

「その格好は何なのか」

　狂三の霊装ドレスは可変していた。普ふ段だんの黒い瀟しよう洒しやな〈神威霊装・三番エロヒム〉ではなく、バニーガールでもなく、鹿しか撃うち帽ぼうにブラウンのインパネスコート。世界で一番有名な探偵シャーロック・ホームズのコスプレである。

「気分ですわ、気分」

「わたしも着き替がえたかったんですけど、ワトソン先生のコスプレって何着ればいいんですかね。むしろハドソン夫人の方がいいのかなー」

「響さん、あなたアレやってくださいまし。まだらのひも」

「それ人間じゃないですよね!?」

「……本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうか……」

　ともあれ、捜査開始である。

「では、早さつ速そくですが部屋の探たん索さく……とはいえ、ねえ？」

「何もありませんよねー、ここ」

　佐賀繰由梨の部屋は、ベッドとテーブル（椅い子すは一脚きやく）以外何もなかった。狂三たちが過ごした部屋以上のシンプルさに、二人は呆あきれ返る。当然ながら、血も既すでに消しよう滅めつしており、彼女がここにいた、という証しよう拠こは何もない。

「由梨様は……ここには、寝ねに戻もどるだけでしたので」

「とはいえ、ここで死んだのは確かですわね。あれが幻げん影えいでなければの話ですが。……響さん、あの時の光景覚えておられまして？」

「あ、はい。もちろんです。確かここらへん……そう、ここに寝転がってましたよね」

　響はそう言いつつ、床ゆかに寝そべった。

「ここで……こう……血ち塗まみれになってて……」

「血塗れでしたわよね。ここで殺したのか、別の場所で殺した後、血を撒まき散らしたのか。ふむ、謎ですわ」

「別の場所で死んだなら、そちらで消滅しませんか？」

「殺してすぐ、この部屋に転送したという線もありますわよ。ま、問題はなぜそんなことをする必要があったか、ですけれど」

　狂三はベッドの枕まくらを手に取った。

「では。【一〇の弾ユツド】」

　影かげの弾だん丸がんが、枕と狂三の頭を撃うち抜ぬく。さすがに二度目ともなれば、真夜も眉まゆ一つ動かさずそれを見守った。

　狂三の眼前に、この枕の記き憶おくが再生される。アナログのフィルムのようにからからと記憶が狂三の脳のう裏りに焼き付けられる。

　当然、過去の記憶のほとんどは無意味なのですっ飛ばす。唯の言う通り、ここには寝に戻るだけのようだ。そして最後、つまり昨夜に記憶の焦しよう点てんを当てる。

　だが──。

　不意の悪お寒かん。枕を見つめる人ひと影かげ。巨きよ大だいな眼球。凄すさまじい速度で動くもの。ホラー映画の怪かい物ぶつのような何かが、じっと、こちらを。

「────ッ！　【四の弾ダレツト】」

　続けざまに影の弾丸を狂三は自身に撃ち込んだ。寝転んでいた響と真夜が、慌あわてて狂三に駆かけ寄る。

「狂三さん!?」

「……侵入汚染クラツクされかかりましたわ」

「どゆことです？」

　狂三は忌いま々いましそうに枕を睨にらんだ。

「この枕の記憶をわたくしが読み取るだろうと推測し、犯人によって罠わなを張られたようです。わたくしの精神を壊こわそうとしたようですわね」

「……つまり」

「この犯人は、わたくしの能力をかなり踏み込んだところまで知っている」

　殺人犯を捜す際に一番適した〈刻々帝ザフキエル〉の能力は【一〇の弾ユツド】だ。もし犯行に使われた凶きよう器きが残っていれば、それに弾丸を撃ち込んで記憶を読み取るだけでいい。否いな、犯行現場の残留物に撃つだけでも事足りる。

「……【一〇の弾ユツド】、いけますか？」

　少し迷った末に、狂三は首を横に振ふった。

「やめた方がよさそうですわね。今のでもギリギリでしたわ。次に間に合うとは限りません。他ほかの方法で犯人を見つけることにいたしましょう」

「ちなみに何を見たんですか？」

「名状しがたき何とやら、ですわね。形よりも動きが問題ですわ。響さんが見たら全身の液体を口から吐はき出して死にますわよ」

「嫌いやな死に方だなあ……」

「──では、次はどうする？」

「当然、聞き込みですわね。響さん、わたくしと響さんも含ふくめて全員の聴ちよう取しゆをいたしましょうか。ただまあ──」

　狂三はため息をついて、何もない部屋を眺ながめて呟つぶやいた。

「この犯人が、論理的に倒せるものであれば良いのですけれど。ま、期待薄うすですわね」




　──そして、全すべての聴取が終わった。




　響は記録した全員の証言を眺めながら、ぽりぽりと頭を搔かいた。

「んー……誰だれであれ無銘天使を使わないと、これ無理ですよね」

「ですわね」

　肩かた越ごしにそのメモを覗のぞき込みつつ、狂三も同意する。一いつ般ぱん的に、準精霊が死亡して消滅するまでの時間は極きわめて短い。最短で死亡した直後、最長でも一〇分。生存が確かく認にんされたのが、昨夜七時間前。

　そして問題は、監視カメラの映像。

「七時間前から部屋に入った人は皆かい無むですね。最後に部屋へ入ったのはわたしと狂三さんだから──」

「一〇分前に誰かが無銘天使で彼女を殺して、秘密裏りに出て行った……と」

「推論としては妥だ当とうですけどねえ。やれるかやれないか、で言えばやれるんでしょうけど。それにしても」

「ええ、ええ。解せませんわ。まったく解せませんわ、あらゆることが。なぜ、この状況で殺す必要があったのか。仲間割れをさせるにせよ、リスクが大きすぎますわ」

「殺し合い寸前まで至ったのは確かでしたけど、そうならなかった確率も高かったですよねえ。アレ」

　話の流れでそう至っただけで、場合によっては殺し合いにもならずに白の女王クイーン打だ倒とうに向かったに違ちがいない。

「真夜さん、質問です。あの時の話ですが、意図的な流れを感じまして？」

　狂三の問い掛かけを、真夜は言下に否定した。

「ない。これを見て欲しい」

　真夜が殺害が発覚した際の会話を、狂三たちに見えるように宙空に表示させた。

「あなたも、アリアドネも、私も、央珂も、ほぼ全員理性と感情の赴おもむくままに喋しやべっている。不自然な誘ゆう導どうはただ一点。最後の緋衣響の言葉のみだ。そしてそれは、我々の感情を沈ちん静せい化させるためのものなので除外できる」

　文字で起こされると狂三にも理解できる。言葉のやりとりと、言葉の誘導は違う。会話は流れゆくもので、意図的な会話はどうしても感情や表情に人工的なものが入り込む。

　狂三はあの時、慎しん重ちように全員の顔を見ていた。人工的なものはなく、ただ自然な流れだけが場を支配していた。

「……ふむ、確かに……」

「となると、やっぱり無銘天使の能力ですかねー。真夜さんの能力でコレができるもの、あります？」

「あったら教える訳な──いや、しまった。捜査の障害となるから、教えなくてはいけないのか。……私の本は、合計で一〇冊。数字で各領域の基礎ベースとなる霊れい属ぞくに対応している」

「第九の本なら音を使う、みたいな？」

　こくん、と真夜は水飲み人形のように頷いた。

「ん。そゆこと。全領域全準精せい霊れいの技わざをオールラウンドにバランス良く使える、それが私」

「つまりどれもこれも中ちゆう途と半はん端ぱな何でも屋ということでよろしいですの？」

「…………バランス良く使える…………」

「ちょっ、真夜さんが凹へこんでますよ、狂三さん！　そういう本音を前面に押し出してはいけないです！」

「トドメ刺さしてますわよ、響さん」

　真夜はぶつぶつと『私はオールラウンド……』としばらくの間、呟いていた。




　　　　◇




「では、央珂さん。あなたの無む銘めい天使、いかなる能力ですの？」

「嫌です喋りませんお断りです黙もく秘ひ権けんを行使します！」

　ふかーっ、と威い嚇かくつきで宮藤央珂にそう宣言された。威嚇ではあるが少し可愛かわいらしいくらいだ、と狂三は思う。

「まあ、そうなりますよねー」

　響が肩かたを竦すくめて言った。

「では、質問を変えさせていただきますわ。あなたの能力で、佐賀繰由梨を人知れず殺すことは可能でして？」

「それ、は──」

　答えようとした央珂が言い淀よどむ。その気まずげな表情で、狂三はすぐに看破した。

「できますのね」

「……やり方次し第だい、です。ただ、私がやった場合はその……死体が別物になっていると思いますが……」

「別物？」

　問い掛ける狂三に、央珂はわたわたと、

「要するに、その……あれより、グロテスクになるかと」

「ふむ。できることはできるが、死体の形状が違うと。ありがとうございます、宮藤さん」

「私の言葉を信じるのですか？」

「ええ、もちろん」

　宮藤央珂は多分、噓うそをつくのが苦手なタイプだと狂三は看破している。断定こそできないが、彼女を犯人と考えるのは少し苦しいかもしれない。




　　　　◇




「アリアドネさん、あなたは──」

「んー……できなくはないよぅ？」

　狂三が何か言う前に、アリアドネが機先を制した。彼女こそ容疑者の最有力候補、と言えなくもない。

「……できますの？」

「ただ殺すだけなら。壁かべ越ごしでも体温操作できるしねぇ」

「ふむ。一般的に体温が五〇度を超こえると、人間は死ぬと言われてますわね。準精霊も人間と同じでしょう。霊装ドレスを装備していれば別でしょうが、人体の限界そのものが上回るとは思えませんわね」

　数千度に耐えられる霊装ドレスがあっても、それがなければ体温が五十度になった時点で死ぬだろう。

「そうそう。大体、四三度くらいでほぼ意識不明にできるから大だい丈じよう夫ぶだけどぅ」

「つまり、アリアドネさんが犯人だったりしますの？」

「んー……狂三ちゃんはどう思う？」

「できるできないとやるやらないは違いますし、一つ問題が残りますわ。いくら何でも、攻こう撃げきを受けて抵てい抗こうしない訳がない、ということです。支配者ドミニオン同士であれば、能力の把は握あくくらいできていますでしょう？」

「まあねぇ。仮にわたしが由梨ちゃんを能力で殺そうとしても、まず抵抗されると思うよぅ。由梨ちゃんの霊装ドレスの耐たい久きゆう性、そこそこ強かったから五秒は掛かると思うし（着ていればだけど）、五秒掛かるなら対策は講じられるかなぁ」

　一秒で攻撃に気付いて、二秒で誰の攻撃かを把握し、三秒で対策を考え、残り二秒あれば余よ裕ゆうで対抗できる、とアリアドネは言う。

「壁越しだから、精度コントロールもダダ甘だろうし。できるけど、できないって感じかなぁ」

「央珂さんも似たようなものですわね。できなくはないけど、何かしらの瑕か疵しがある。ちなみにわたくしは不可能ですわ。影で穴は作れても壁は通り抜けられませんもの」

　狂三はいけしゃあしゃあと噓をついた。実際は、影かげを使えば壁を通り抜けられる。が、時崎狂三はこの状じよう況きようで殺害可能であると発表するほど愚おろかではない。響が何か言いたそうだが、ウィンク一つで黙だまらせた。

「みんな平等に怪あやしくて、みんな平等に打つ手があって、みんな平等にどこかで引っかかるってことですねぇ。あ、わたしは例外ですけど」

「〈王位簒奪キングキリング〉で能力も奪うばっていれば分かりませんわよ？」

「もう、狂三さんのいじわる。さっきも言ったじゃないですか。能力を完全に奪ったわたしは、もうわたしじゃないです。奪った側になります」

「戻もどれないのぅ？」

「奇き跡せきが二度起きるとは思えませんねー」

　かつて、第一〇領域マルクトでその奇跡があった。ただ、あれには互たがいの同意があった。一人は諦あきらめて奪ったものを返し、一人は諦めることを止やめて返へん却きやくされたものを受け取った。

　結局のところ、必要なのは相そう互ご理解。

　それがない限り、緋衣響はただの無力でか弱い準精霊だ。

「か弱くはありませんわよ、響さんは。むしろ逞たくましいと言わざるを得ません。例えるなら──」

「ゴリラって言いたいんですかっ！」

「……オランウータンですわ」

「今ゴリラって言おうとして機先を制されたから適当に誤ご魔ま化かしましたね！」

「いいえー、いいえー、ありえませんわー」

　投げやりに応じる狂三とヒートアップする響を、アリアドネは面おも白しろそうに眺ながめている。

　その生暖かい視線に気付いたのか、こほんと狂三は咳せき払ばらいした。

「ともかく。感謝いたしますわ、アリアドネさん。これで残りは三人です」

「三人？　一人は佐賀繰唯ちゃんでしょ？　残り二人って誰だれ？」

「量産型の佐賀繰唯さんと──ユウリさん。この二人も、当然重要でしょう」

　一品型の佐賀繰唯は、目をぱちぱち瞬またたかせた。




　──佐賀繰唯は、佐賀繰由梨に作られた絡から繰くり仕じ掛かけの人形である。

　そして一品型である彼女には、驚おどろいたことに感情がある。それどころか、禁忌タブーすらもない。準精霊に逆らってはいけないとか、主あるじの命令は遵じゆん守しゆするとか、そういうルールすらも組み込まれていない。

「自由に生きなさい。それだけでいいから」

　とは、最初に目が覚めてすぐに由梨から与あたえられる言葉だ。

　しかし絡繰り仕掛けの人形に自由に生きろとは理り不ふ尽じんな話だ。従って、大たい抵ていはそのとき別にいる一品型の佐賀繰唯に問い掛ける──答えられる。

　自分たちの役割は、これこれこういうことだと。

　なるほどそういうものか、と唯は納なつ得とくする。要は、自分たちは第七領域ネツアクにとっての大事な財産であると同時に武器である。

　そして第七領域ネツアクが生き延びるために、情報収集を担になうべきであると。

　嫌けん悪おはなく、疲ひ労ろうもなく、くたびれることもない。

　死ぬときだけ、まあ少し恐きよう怖ふがある程度で。その意識も〝同期〟することで薄うすれていく。

　由梨は唯が大好きだ、という。

　量産型も一品型も等しく愛している、という。

　周囲の準精霊は彼女のことを、少しばかりブツ頭のおかしい壊れたシスコンだと考えているが、唯の見識はそうではない。

　少しどころではなく、完全に破は綻たんしている。

　これが例えば、一人作っただけなら話は分かる。失った妹を惜おしみ、絡繰り仕掛けで寸すん分ぶん違たがわず再生する。

　これならば、倫りん理りとしては正しくなくとも論理としては正しい。悲しんだから、それを埋うめているというだけだ。

　しかし、彼女は佐賀繰唯を量産した。

　一品型と量産型に分ぶん離りし、彼女たちに役割を背負わせて。そうして、消費する。これは──どう考えても、論理として破綻している。

　妹を失ったのに、妹の代役を務めている存在もまた死に続けている。

　一品型も数十人が制作され、その大半が活動中に亡なくなっている。活動中に白の女王クイーンの手下に殺された者もいるし、第一〇領域マルクトで殺し合いに参加して、返り討うちに遭あった者もいる。

　量産型に至ってはあらゆるトラブルで死ぬ。壊こわれる。準精霊同士の喧けん嘩かの仲ちゆう裁さいに立ち会って巻き込まれた者もいるし、単純に事故で亡くなった者もいる。

　死、死、死──妹である佐賀繰唯は、何度も何度も死に続けている。

　だから、おかしいと佐賀繰唯じぶんは思っている。けれど、どうもこの考えに至ったのは自分だけらしい。他ほかの佐賀繰唯は、大なり小なり『姉とはそういうもの』だと認にん識しきしている節があった。

　──私は、何が違ちがうのだろう。

　あの死体を見たときですら、衝しよう撃げきはあったが悲しみはなかった。それは、自分が絡繰り仕掛けだからか。

　泣きたかった。

　泣けるものだと思っていた。けれど涙なみだは一ひと粒つぶたりとも零こぼれず、証言に澱よどみもない。犯人を捕ほ縛ばくしなければならない、と考えているがそれは義務感でしかない。

　──私は、姉が死んでも悲しくない浅ましい存在だ。

　そんなことを、佐賀繰唯はぼんやりと考える。量産型の佐賀繰唯ですら、そこはかとない悲しみを宿しているというのに、どうしても悲しめない。

　むしろ、そこはかとない安あん堵どすら感じている。




　　　　◇




　ビショップはマズいことになったと思った。

　不和を引き起こす、あるいは暗殺する。そういう計画があったことは確かだ。

　しかし、時崎狂三がいる以上はそちらの調査に集中したかった。彼女の弱点を知りたかったし、彼女の強みを知りたかった。

　……白の女王クイーンが久方ぶりに『交代』したことによって、彼らの戦略は方針転てん換かんした。侵しん略りやくを積極的に推おし進めるのではなく、浸しん透とうを理念とするのだとか。

　元々、彼女は白の女王クイーンについて話し合うために第七領域ネツアクを来訪していた。

　時崎狂三がやってくるとすれば、第七領域ネツアクに決まっていたからだ。

　案の定、彼女はこのカジノにやってきた。……だが、予想通り彼女の警けい戒かいは厳重だった。

　常に影にもう一人シスタスを忍しのばせた彼女は、あらゆる奇き襲しゆうを予測している。

　そも、この第七領域ネツアクでは自分の兵隊を持ち込むこともできない。

　だから、あくまで今回の接触コンタクトは穏おん健けんな方向に進むはずだった。

　だったのに。

「一体、何が起きた……？」

　誰かが佐賀繰由梨を殺してしまった。

　そのせいで支配者ドミニオンと時崎狂三は対立し、挙げ句に彼女が探たん偵てい役として全員を調査するという状況に陥おちいった。

　自分は犯人ではないけれど、女王に仕える身だ。

　調べられれば、それが露ろ呈ていしてしまうかもしれない。偽ぎ装そうが見み抜ぬかれるかもしれない。

　白の女王クイーンの使者、誇ほこり高き三騎きが一人──ビショップだということが。

　時崎狂三は、あの白の女王クイーンですらも殺しきれなかった。

　今の自分が、たった一人で、おまけに他の支配者ドミニオンたちも参戦することが確実という状況下で。

　戦って勝てるような相手ではない。

　と言って、むざむざ逃にげる訳にもいかない。それは佐賀繰由梨の殺人犯だと誤認されるだろうし、結局のところその過程で自分がビショップであることが露呈しかねない。

　現状、白の女王クイーンの軍は神しん出しゆつ鬼き没ぼつに出現している。支配者ドミニオンたちは後手後手に回り、第五領域ゲブラーですらも領域の半分を支配した。

　それは、全すべて自分のもたらした情報のお陰かげであり、同時に自分自身があちこちに門ゲートを作っているせいだ。

　死ぬことは怖こわくない。

　死ぬことが怖ければ、白の女王クイーンの部下になどならない。

　それはルークもナイトも同じだ。

　死ぬことなど怖くない。自分以外に代わりはいくらでもいる。

　ただ──使者たる三騎は知っている。このいくらでもいた代わりの中には、どうしようもなく役に立たなかった奴やつもいるのだ、と。

　役に立とうとして、何もできなかった。

　戦って、ただ負けた。一いつ矢し報むくいることもなく、ただ無意味に死んだ。

　……それが、怖い。

　役に立った駒こまのことを、白の女王クイーンはよく憶おぼえている。だが、役に立たなかった──何もできなかった駒のことまで、白の女王クイーンは憶えることがない。それはそうだろう。何も成し得なかった者を、どうやって憶えろというのだ。

　役に立ちたい。

　役に立たなければいけない。

　だが──それには一体どうすれば──。

　ああ、頭が混乱する。考えが纏まとまらない。ビショップとして女王に仕える喜びを思い出そうとして、やはり記き憶おくが濁にごる。どうすればいい、どうすれば……。




『──貴女あなたが、女王の手の者だったのですね』




　天てん井じようから声がした。

「……ッ！」

　武器を構える──天井を睨にらむ。

『落ち着いてください。女王の手の者。わたしは敵ではありません』

　──今、コイツは何と言った？

『本当に敵対していたら、既すでに時崎狂三に知らせています。ですが、彼女はまだ捜そう査さの真っ最中。お疑いならば、外へ出てみてはいかがか』

　敵ではない、のか。

　ビショップは混乱する。もちろん、白の女王クイーンが自分たちに何も知らせずに事を運ぶことはままある。だが、しかし──。

『わたしはＡＩとして、佐賀繰由梨の遺志を継つぐ。そのためには貴女と手を組むのが最善だとわたしは考えています』

　佐賀繰由梨の、遺志？　ビショップは眉まゆを顰ひそめて疑念を抱いだく。

『そのために、必要なことが一つ。時崎狂三を──』

　抹まつ殺さつして欲しい、と彼女は告げた。

　ビショップは硬こう直ちよくする。彼女は何を言っている？　時崎狂三を、この状じよう況きようで、殺害しろだと？

『もちろん、わたしも協力する。わたしはこの館やかたの制せい御ぎよシステムを担っている。だから、計画を練ろう。わたしとあなたは、今から共犯になる』

　その言葉には説得力があった。もちろん、裏があることは間ま違ちがいないがそれでも時崎狂三に奇襲を仕掛けられる、というのは抗こうし難がたい誘ゆう惑わくである。

　そして何より、ビショップに選せん択たく肢しは残されていなかった。

　既に脅きよう迫はくされている。彼女が自分のことを弾だん劾がいすれば、間違いなく時崎狂三か他の支配者ドミニオンが調査するだろう。そして、自分が犯人であるかどうかは無関係にビショップであることが露呈し、全てが終わる。役立たずとして、記憶に残らない……！

『どうする？　わたしはどちらでもいい。あなたが引き受けようが、引き受けまいが。どちらでも……』

　引き受ける。

　ビショップは屈くつ辱じよくを刻みつつも、そう宣言した。
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　佐賀繰由梨が殺された。事実としては単純であるが、あらゆる側面が複雑性を生み出している。彼女が支配者ドミニオンであったこと、彼女の館が厳重な監かん視し下に置かれていたこと、支配者ドミニオンが他に数人いたこと。そして何より──。

「わたくしがここにいること、ですわね」

「……わたしたちの存在もまた、複雑化の一因ってことです？」

「ええ、ええ。それから──」

　狂三は不意に口を閉じて、響の腕うでを握にぎると問答無用で影かげに叩たたき落とした。

「ふぎゃ!?」

　悲鳴を上げる響を余よ所そに、狂三は影の底へと優ゆう雅がに着地する。

「もう一つ。あのユウリというＡＩが曲くせ者ものですわ」

「……あのＡＩから隠かくれるために、影の中に？」

「ええ。天井から声が聞こえたということは、つまりこの館のあらゆる場所に彼女が声を届けられるということでしょう？　監視カメラの数も考こう慮りよすると、部屋の盗とう撮さつ盗とう聴ちようはされていて然しかるべきと考えた方がよろしいですわ」

「でも、影に隠れてしまってはやっぱり怪あやしまれるんじゃ……」

「無防備に話を聞かせるよりは、幾いく分ぶんマシというものです。さて、そもそもがおかしいですわね。これ」

「三人とも怪しいってことですか？」

「怪しさなら、わたくしたちも似たようなものですわ。そうではなく、そもそもＡＩがどうして犯人を指し摘てきしないのでしょう？」

「それは──」

　それは、彼女が死後に起動したから。

「死後に起動するという話がそもそもおかしいではありませんの？　あのＡＩは何のために存在するのです？」

「え、いやそんなこと言われても！」

「……あの支配者ドミニオンの三人は確かに怪しい。けれど、一番怪しいのは間違いなく佐賀繰由梨ですわ。わたくしは死んだことすら疑っていましてよ」

「偽装自殺……？」

　確かに、と響は心中で納なつ得とくする。それは一番に疑うべき事象であった。

「由梨さんは何らかの目的のために、自殺の振ふりをした。その上で、わたくしたちを目もく撃げき者に仕立て上げた。……早朝に挨あい拶さつに行って、死体を発見するなんてこの隣りん界かいでは偶ぐう然ぜんに依よるものが大きすぎるとは思いませんこと？」

「かもですね。あれはたまたまではなく。わざとそうしたんですか？」

「わたくしはそう考えています」

　狂三の言葉に、もう一度あの状況を考え込む。……狂三と響が第七領域ネツアクを立ち去る前に挨拶をする、くらいは読み切れるだろう。しかし、いつ挨拶に向かうかはあまりに不ふ明めい瞭りようだ。

　朝食（第七領域ネツアクの場合は夕食だが）を食べてから挨拶するかもしれないし、会いに行くのではなく、廊ろう下かに出てくるのを待つかもしれない。

　なのに、狂三と響、そして唯が死んでいた、と証言できるタイミングで彼女は死んだ。

　タイミングがあまりに良すぎる。

「……となると。由梨さんは偽装自殺でユウリに化けているんですかね」

「ただ、これもこれで疑問が残るのです。わたくしたちを探偵役にした理由ですわ」

「そうですよねー。わざわざ閉じ込めて殺人の謎なぞを解いてくれ、というのはあまりに矛む盾じゆんしています」

　狂三と響が真実に辿たどり着くことはない、と確信しているのだろうか。

　いや、それならそもそも探偵役など押しつけなければいい。

「……あれ、考えが堂どう々どう巡めぐりになってきました。どうしましょう、狂三さん」

　何かを〝真実〟とした瞬しゆん間かん、その〝真実〟に対たい抗こうする〝事実〟が生じる。

　誰だれかが犯人であるなら、部屋の壁かべを乗り越こえた事実が。

　誰かが犯人でないなら、狂三と響を探偵役にした事実が。

「やるべきことは一つですわね。〝事実〟をとことんまで掘ほり下げる。そのためには──」

　ちらりと狂三は響を見た。

　響はむん、と拳こぶしを握り締しめてやる気を見せているが……今回ばかりは、役に立たない。

　彼女も助手として登録されている以上、逃がす訳にはいかない。となると、もう一人。限りなく向こう側ユウリの立ち位置にいるが……。

「彼女を信じるべきかどうか、ですわね。……よし、話してみましょう」
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　テーブル越ごしに向かい合うと、佐賀繰唯は肌はだがひりひりと焼けるような感覚を抱いた。何か警けい戒かいされている──あるいは、敵意を抱かれているのか。

「……あの……ええと……」

　唯がしどろもどろになって、視線を泳がせた。

「急にすみませんわね、唯さん。わたくしの捜査にお付き合いいただけませんこと？」

「はい。もちろんです」

「唯さんは、絡から繰くり仕じ掛かけなのですよね？」

「……はい、その通りです」

「わたくし、少々不明なのですが普ふ通つうの準精せい霊れいとは違うのですか？」

「違います。血は疑ぎ似じ血液ですし、痛覚もありません。何より、私たちは量産型及および一品型と同期することができます」

「同期？」

「私の同型機が得た経験、記憶を共有するということです」

「ああ、なるほど。それで感情が豊かなのですね」

「……はい」

　自分が本当に感情豊かなのか。それは、唯自身にも理解できていない。場違いではあるが、時崎狂三に『私は感情が豊かなのですか？』と問い返したくなった。

「一応お伺うかがいしておきます。あなたに、お姉さんである由梨さんを殺害する方法と動機はありまして？」

「ありません。私の無む銘めい天使〈七しち宝ほう行ぎよう者じや〉は対象の五感を一時的に封ふう印いんするもの。由梨様を一瞬で殺すのは不可能です」

「量産型の唯さんも、同じ能力を持ってまして？」

「いいえ。彼女たちの武器に、私の無銘天使のような能力は存在しません」

「彼女たち……。あなたにとって、自分自身と量産型の唯さんは違うものですの？」

　時間が止まったかのように感じる。

　その問いかけは、唯にとって常に背負っていた重荷であった。

「私は……」

「いえ、いえ。答えたくないのなら、答えなくてもよろしいですわ。あなたは彼女たちについて苦悩している。それだけ理解できれば、十分です」

「一体──？」

　唯の問いかけを、狂三は黙もく殺さつする。目をまっすぐ見る──見つめ合う。

　時計盤ばんの瞳ひとみが、チクタクチクタクと音を立てているようだ、と唯は思う。

「それでは最後にもう一点。あなたは真実をお知りになりたいと思いまして？」

「……はい。それがどれほど残ざん酷こくなものであっても」

　くすり、と狂三は笑って指を鳴らした。

「？」

　もぞり、と足首を摑つかまれた感かん触しよく。驚おどろいて悲鳴を上げたり武器を構える暇ひまもなく、問答無用で影に引きずり込まれた。

「曲者ッ！」

「待った待った！　唯さん、わたしです緋衣響です！」

　唯が苦く無ないを構えると、両りよう腕うでを掲かかげた響が叫さけんだ。

「響さん……？」

「いやー、すいません驚かせちゃいまして。普ふ段だんやられてばっかりですから、たまには誰かにやりたくなってつい」

「つい、でいたいけな女の子をビックリさせるものではありませんわよ。ちなみに響さんはいたいけでも何でもないので問題はありません」

「辛しん辣らつぅ！　……で、唯さんは大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「お願いしたいことがあるのですわ」

「お願い……？」

「実は。──────────」

　狂三は未いまだ戸と惑まどっている唯にそっと耳打ちする。彼女の願い事に、唯の目は見開いた。

「それは──」

　それは、姉に対する裏切りではないだろうか。

「そう思われますか？」

「……はい」

　逡しゆん巡じゆんしつつも、唯はそう告げた。自分の不信感はどうあれ、由梨は立派に第七領域ネツアクの支配者ドミニオンを務めてきた。裏切りなど、考えられない。

　だが一方。狂三のこれまでの考察には説得力があった。確かに、他ほかの支配者ドミニオンが犯人であるという説もまた、何かズレているような感覚がある。そしてユウリが何かを隠している、ような気もする。

「裏切りではありませんわ。信じたいのであれば、確かめませんと」

　その言葉が後押しした。

　佐賀繰唯は、佐賀繰由梨を信じたいしユウリを信じたいと思う。だから、これは裏切りではない。そう、自分の中で整理をつけた。

「──了りよう解かいしました。お二人を迎むかえに行きます」

　唯が姿を消すと、響は狂三に尋たずねた。

「大丈夫ですかね、唯さん」

「あの方、絡繰り仕掛けの割に感情が豊かですわね。でしたら、現状に納得していないと思っていましたが……ええ、ええ。予想以上ですわ」

「どゆことです？」

「時崎狂三という『わたくし』には、一つの目的があります。そのためであれば、わたくしたちは死を恐おそれません。ですが、彼女たち──つまり、唯さんの量産型には目的意識すらないでしょう。……自分と同じ顔形をしたロボットがいる。響さんでしたら、どう思いまして？」

「むー……うーん……正直に言うと、ちょっと気持ち悪いかもですねえ」

　分身するのはいい。シスタスのように、狂三と同じ顔をしても違う思想や人格を持つ者であればまったく平気だ。違う響と一いつ緒しよに狂三の魅み力りよくを一晩語り合ってもいい。しかし、その分身が大量生産されるロボットなら話は別だ。

　それは──恐ろしい、と思う。

「量産型の唯さんは、かなり雑に扱あつかわれていますわ。妹の姿を模している絡繰りに対して、どうしてそのようなことができるのか。わたくしには、それが疑問なのです。そして、先ほどの話し合いの際に、一品型の佐賀繰唯さんも同じ疑問を抱かかえていると知りました」

「はー、なるほど。それで、大丈夫だと思ったんですね」

「もちろん賭けギヤンブルですけれど。第七領域ネツアクらしいですし、よしといたしましょう」

　ふふふ、と狂三は薄うすく笑った。

　響は呆あきれたようにため息をついて、それから少し寒気に身を震ふるわせた。

　この館やかたに来訪してからはいつもこうだ。








○かくして館は崩ほう壊かいする






　機会だ。機会を待て。

　そうユウリは言い、ビショップはその機会を待った。時とき崎さき狂くる三みに隙すきは少ない。だが、少ないだけで皆かい無むではない。

　無意識に生じる空白、余よ裕ゆうを踏ふみ違ちがえた油断、必ずそういうものが存在する。

　後は、初手の技わざ。

　自身の無銘天使〈氷碧コールド・突剣クルーエル〉の全力行使によって、問答無用で殺害する。

　──しかし、その機会とやらはいつだ。

　ユウリは沈ちん黙もくを守る。ビショップは狂三の後を追って歩きながら、焦しよう燥そうを抑よく制せいする。

「狂三さーん、これからどうします？」

　緋ひ衣ごろも響ひびきの問い掛かけに、狂三は肩かたを竦すくめて呟つぶやいた。

「……そうですわね。相手が白の女王クイーンの配下である可能性が高い以上、待つよりも積極的に打って出た方が良さそうですが……」

　狂三と響は会話をしている。こちらに注意を払はらってはいない。響の能力は知っている。狂三の能力も大部分は知っている。大丈夫、と胸中で安あん堵どの息を零こぼす。

　二人の会話は続く。

「ちなみに、この隣りん界かいで殺人事件が起きた場合は通常、どういう経けい緯いで捜そう査さが行われるのでして？」

「んー。第一〇領域マルクトだと捜査とかなし。第九領域イエソドや第八領域ホドだと絆ばん王おう院いんさんの私兵が捜査ですかね……」

「……改めてそう伺うと、この隣界は良く秩ちつ序じよを保てていますわね」

「どうですかね。第一〇領域マルクトから第六領域テイフアレトまで旅した身としては、割とギリギリ。常に綱つな渡わたり状態って感じですけど」

　ふわふわと夢心ごこ地ちのようで、不思議なくらいに頭は冷えている。

　ああ、殺したい。出来得るだけ迅じん速そくに、苛か烈れつに、凄せい惨さんに。彼女を殺せたならば、きっと何もいらない。

　その後、殺されたって構わない。

　くるりと狂三が振ふり返る──ビショップと目線が合う。感付かれた様子はない。不敵な笑えみを浮うかべているが、敵意はない。身構えることもなく、ビショップは自然体でその視線を受け流す。

「そう思いませんこと？　宮藤さん」

　宮藤央珂ビシヨツプは優ゆう雅がな仕草で頷うなずいた。

「もちろんです。一いつ気き呵か成せいに勝負をつけるべきでしょう」

「響さんは唯ゆいさん、アリアドネさんと共に行動してくださいまし。わたくしは、宮みや藤ふじさんと行動します」

「えー、別々に!?　わたし一人だと、アリアドネさんに瞬しゆん殺さつなんですけど！」

「大丈夫ですわ。わたくしが敵かたきを取ってさしあげましてよ」

　緋衣響が露ろ骨こつに嫌いやがる素そ振ぶりを見せた。どうやら狂三たちはアリアドネを有力容疑者として疑っているらしい。緋衣響を囮に使おうとしているのだろう。

「という訳で、宮藤さん。よろしいですか？」

　致ち命めい的てきなズレに気付かぬまま、央おう珂かは笑顔で頷いた。

「ええ、もちろんです」
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　──ここだ、とビショップは判断した。

　時崎狂三と二人きり、更さらに彼女は油断しきっている。無防備な背中を見せて歩いているのが、いい証しよう拠こだ。

『時崎狂三、こちらユウリです。屋や敷しき全体を解析スキヤンしようとしたところ、不ふ審しんな霊結晶セフイラの欠片かけらの反応がありました。侵しん入にゆう者の疑いがあります』

　ユウリもそれに至ったのだろう。彼女を無人の部屋に誘ゆう導どうしようとしている。これは計画通りだ。狂三を響や支配者ドミニオンから引き離はなし、なおかつ奇き襲しゆうができる場所に移動させる。

　部屋に入ると同時に、ユウリの力でドアを書き換かえて壁かべにする。

　霊結晶セフイラの欠片は、ユウリが予あらかじめダミーを準備しておいてくれた。彼女がそれを調べるために近寄った瞬間、罠トラツプが発動する。

　目め眩くらましの閃せん光こうで視覚を奪うばい、思考が漂ひよう白はくされて何も考えられなくなった瞬間を見計らい──問答無用の一いち撃げきで絶殺する。

「こちらの部屋ですわね？　ここは……倉庫でしょうか？」

『はい。どうやら、倉庫の荷物に隠かくれていたようです。偽ぎ装そうが得意らしく、なかなか見つけることができませんでした』

「用心に越こしたことはなさそうですわね。宮藤さん」

「ええ。背後をしっかりきっちりとお守りしますわ」

「あら心強い。それではよろしくお願いしますわ」

　狂三がドアを開いた。銃じゆうを構えることもなく、威い風ふう堂どう々どうと前を向いて歩く。油断している、と央珂はほくそ笑む。

　無む銘めい天使を顕けん現げんさせる。当然ながら、狂三は背後を守ると信じている──だから、その気配にも頓とん着ちやくしない。

　背を向けたまま、霊結晶セフイラの欠片に近付いていく。

「……そう言えば」

　と、立ち止まった狂三が振り返る。無銘天使を顕現させている央珂は凍こおり付くが、狂三に殺意は見られない。

「お伺うかがいしましたが、宮藤さんたち支配者ドミニオンは白の女王クイーンと遭そう遇ぐうしたのですわよね？」

「え、ええ。……遭遇しましたが……」

　領域会議の際、彼女は全員に宣戦布告を行った。何な故ぜそんなことをしたのか、と問われれば、当然ビショップのためだ。

　彼女が盤ばん石じやくな地位であることを示し、同時に疑いを晴らすための行動。

　現状の浸しん透とう戦略を盤石なものにするため、宮藤央珂はまだまだ支配者ドミニオンでいてもらわなくては困る。

　だが。

　好機だ。あまりに絶好のチャンスなのだ。白の女王クイーンにとって、唯ゆい一いつ無む二にの怨おん敵てきである時崎狂三を滅ほろぼせば──。

　自分の存在は、白の女王クイーンの記き憶おくに残り続けるだろう。

　ビショップは女王の愛が注がれるという誘惑に屈した。

「宮藤さんは彼女の圧力に屈くつせず、気き迫はくをもった言葉で退散させたと」

「お、大げさですわ。そんな、私などは大したことをしておりません」

　微かすかな苛いら立だち。

　あれは芝居だ。白の女王クイーンが、自分のような準精せい霊れいの圧力に怯ひるむはずがない。ただの芝しば居い、ただの遊び、ただの──。

　考えを振り払う。

「どうなさいましたの、宮藤さん？」

　きょとんとした表情で、狂三が央珂を覗のぞき込む。ぞわりと、悪お寒かんが背筋を駆かけ抜ぬける。

　知っているのではないか？

　知られているのではないか？

　ならば、ここでの奇襲は不味まずいのか。

　いや……違ちがう。もう知られているのであれば、そもそもこんな状じよう況きようには陥おちいらない。

　彼女は無防備だ。武器を構えてすらいない。

　つまり、自分は怪あやしまれているだけか？　……ならば、やはり好機に他ほかならない。

『どうなさいましたか、宮藤央珂？』

　ユウリの声──冷静さを取り戻もどす。

「いいえ、何でもありません。そうですね、貴女あなたが白の女王クイーンとそっくりなので、驚おどろいただけです」

　反転体、という現象だと狂三は言う。噓うそをつけ、と央珂は思う。

　それはつまり、白の女王クイーンが時崎狂三のまがい物という証左になる。

　ビショップ、という三騎きの兵隊としては絶対に認めたくない事実である。

　だのに。

　時崎狂三は、悲しげに眉まゆを顰ひそめて、信じられない暴言を吐はいた。

「ええ、ええ。それは本当に申し訳ありませんわ、わたくしたちの失策です。あのような『まがい物』を残してしまったとは。残飯をテーブルに載のせたままという感じでしょうか。みっともなく、何ともはやお恥はずかしいですわね？」

　一いつ瞬しゆん、何を言っているのか脳が理解を拒きよ否ひした。だがすぐに言葉の意味を理解し、同時に全身が沸ふつ騰とうするほどの怒いかりに襲おそわれた。

「あなた、は──」

　狂三は央珂から背を向けた。

「さあ、そんなことよりさっさと調べませんと。まずは謎なぞを解く方が先決ですわ」

「……………………そう、ですね」

　ああ、その通りだ。その通りだとも。

　許せない、許せるものか、絶対に認めてなるものか。

　お前の全すべてを否定し、拒きよ絶ぜつする。そのためにも、必ず今すぐここで殺してやる。

「貴女の言う通り──」

　無銘天使を全力で行使する。振り上げられた細さい剣けん──〈氷碧コールド・突剣クルーエル〉は切った標的へ肉体的精神的に重力グラビトンを加える、ビショップの鬼札ジヨーカー。

　当たった瞬間に、五〇〇Ｇの重力を発動させて全身を圧おし潰つぶす。

　苦しみが一瞬で済んでしまうのは業腹だが、白の女王クイーンの喜びを考えればその苛立ちも消え失うせる。

　そうだ。

　今すぐ、ここで、死ね────────死ね！

　振りかぶった瞬間だった。一秒後に、時崎狂三は無残に死に果てるはずだった。
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「ああ、幸運ですわ。最初から大当たりジヤツクポツトなんて。きっとわたくしったら、日ひ頃ごろの行いがよほど良かったのですわね」




　少女は襲しゆう撃げき者に背を向けたまま、振り向くこともなく。

　ふと央珂が気付けば、脇わきにちらりと見える銃じゆう口こう。

「な……」

　そして宮藤央珂──ビショップは心の底から思い知った。

　──なんてヤツ。こちらを見ることもないなんて。

「【二の弾ベート】」

　時崎狂三は白の女王クイーンの対極に位置する者。

　しかし、だからといって彼女が白の女王クイーンの逆で天使のように甘く優やさしい訳ではなく──。

「う、ぐっ……!?」

　むしろ悪あく魔ま以上に、天才的なまでに悪あく辣らつだと言わざるを得ないのである。

「本来なら、【七の弾ザイン】で時間を停止させて、問答無用にブチ殺して差し上げるべきでしょう。ああ、けれど、でも──」

　狂三が薄うすく微笑ほほえみながら、細剣を振ふり上げた状態の宮藤央珂の頰ほおをそっと手で撫なでた。

　ゆっくりと、ゆらゆらと、海月くらげのようにふわふわと時間が流れていく。

　真綿で締しめ上げられるような恐きよう怖ふ。

「わたくし、白の女王クイーンの仲間に対してはどういう事情があろうと容よう赦しやをしないことに決めているのですわ」

　そう言って、右みぎ膝ひざを容赦なく撃うち抜いた。

「あ、ぐ……!?」

　狂三はするりと脇に退く。央珂は無様に転び、立ち上がろうとした瞬間に頭部を銃口で押さえつけられた。

「……ありがとうユウリさん。タイミングは完かん璧ぺきでしたわ」

「な……」

　のろのろと、央珂は宙を見上げる。

「裏切……裏切った……？」

『いえ、違います。私は佐さ賀が繰くれ由ゆう梨りのＡＩとして事件解決に全力を傾かたむけるよう設定されています。そして、時崎狂三の要望により容疑者である支配者ドミニオン三人にあなたが女王の手の者だと指摘した上で味方につけと言われました。結果、その提案に乗ったのは宮藤央珂、あなただけでした』

「……そんな……単純な……」

　顔から火が出るほどに恥ずかしかった。全員有力な容疑者であるなら、全員にかまを掛かければいい。ＡＩだから人には分からぬ何かが分かるのだろうと考えて、反射的に告白した時点で、自分の死は確定していた。

「搦からめ手、苦手だったようですわね。無む駄だに考えるより、直情的にこちらを殺して回られた方が、よっぽど危機的状況でしたわ。それでええと、あなたはどちら様？」

「……」

　沈ちん黙もく。答える義理はない。それよりは、乾けん坤こん一いつ擲てきのチャンスを狙ねらう。何か隙すきができないか、白の女王クイーンの役に立てる何かがないか。

「まあ、答えなくともよろしいですわ。どうせ、あなたはただの使いっ走り。空っぽだったところを、女王によって恋こいに落とされた可哀想な脇役風情。同情こそすれ、怒りは然さ程ほど沸わきませんわね」

「ふざ……けないで……くださいませ……！　私は……私は女王の誇ほこり高き三騎が一人。ビショップ……憶おぼえなさい、私の名を憶えなさい……！」

　ことりと音がした。狂三が椅い子すに足を組んで座り、蔑さげすむような目付きで彼女を眺ながめて冷然と告げた。

「知ったことではありませんわ。あなたはわたくしの敵、あなたはわたくしの敵の手下、あなたは強かったのでこちらは罠わなを仕し掛かけて叩たたきのめした。記憶するのはその程度で十分です。どうせ、大した能力でなし。……しかしまあ、よくその本ほん性しようを隠かくして支配者ドミニオンなんてやっていたものですわね」

　呆あきれた、というように狂三はため息をついた。

　だが、その姿にはあらゆる面で隙が見える。既すでに彼女の弾だん丸がんの能力は切れかかっている。あと五秒、隙があれば余よ裕ゆうたっぷりの彼女を己おのれの無銘天使で斬きる……！

　四秒、三秒、二秒、一秒──。

「私は、」

　その先を言うことはなく、央珂は無銘天使を振りかぶった。微かに眉を動かした狂三は、予期していたようにあっさりとそれを回かい避ひする。

　だが。

　狂三のブーツを、央珂の〈氷碧コールド・突剣クルーエル〉がわずかに掠かすめた。

　──貰もらった！

「……ッ!?」

「変成・加重プリエ・アシエ！」

　情け容赦なく、重力は五〇〇Ｇに設定。彼女の足はそれこそ紙のように真っ平らになるだろう。続けざまに体に細剣を打ち込みそれで終わり。

　央珂が支配者ドミニオンとして他を圧あつ倒とうしたのは、リーダーシップもさることながら、この対個人戦せん闘とうにおいて比類無き力を発揮する無む銘めい天使〈氷碧コールド・突剣クルーエル〉があったが故ゆえである。

　斬った相手の重力を操作し、押し潰す。

　しかし。

「────え？」

　しかし、だ。

　当たれば勝ちの武器でも当たらねば勝てない。

「あら、あら。どうなさいましたの、宮藤さん？　もしや、あなたの無銘天使がわたくしに直ちよく撃げきした夢でもご覧なさいましたの？」

「この、力、は……！」

　振り向いた宮藤央珂は愕がく然ぜんとする。アリアドネが珍めずらしく、落らく胆たんしたような表情で央珂を見つめていた。

　彼女だけではなく雪ゆき城しろ真ま夜やと緋衣響もそこにいた。普ふ段だん、鉄面皮のような真夜が悲しげに眉を顰めているのが、央珂には妙みように印象的だった。

「──アリアドネさんですね」

「……そうだよぅ」

　アリアドネは悲しげに、指先を央珂に突つきつけた。

「わたしねぇ、本当は感情だけじゃないんだよぅ。五感全ての上下設定を操作可能なんだよぅ」

「秘技、ですか」

　こくりと、アリアドネは頷うなずいた。彼女の能力は視覚すらも誤ご認にんさせることができる。

「信用されなくなるから、使いたくなかったんだけどねぇ」

　それはそうだろうな、と央珂は思う。外界へと接続するために必要な器官全てを操作されるなら、最も早はや現実と夢の区別など曖あい昧まい模も糊ことなる。

　目の前にいる者が、誰だれなのかすらも断言できなくなる。

　そんなことができる準精霊しようじよを、誰が信用できるものか。

「でも、狂三ちゃんを死なせる訳にはいかなそうだしぃ。──何より、先に騙だましていたのはあなたの方だからね。央珂ちゃん、じゃなくて……ビショップ」

　ああ、と央珂は納なつ得とくした。

　自分が動いて、〈氷碧コールド・突剣クルーエル〉で攻こう撃げきしたことは現実だが──。

　視覚が、その距きよ離りを見誤らせていたらしい。

「……無様、ですわ……」

「ええ、ええ。まったくですわね。ですが、その無様さは今に始まったことではありません。支配者ドミニオンでありながら、白の女王クイーンに与くみした時点で最早あなたはどうにもならないのですから」

「ふ、ふふ、ふふふふふ！　おかしいのは、あなたたちです。この隣りん界かいは、どうしようもなく狂くるっているし、どうしようもなく捻ねじれているし、どうしようもなく禍まが々まがしい世界。私の方こそあなたたちに問い掛けたい」

　凄せい絶ぜつな笑み。死を覚かく悟ごして、彼女は問い掛ける。

「この隣界は間違っている。あってはならない。私たちは一人残らずいてはならないし──何かして、いい訳じゃない」

「……どういうことですか……？」

　響の問い掛けに、ビショップは嗤わらう。

「だって、私たちは皆みな──死んでいるのです。現実で死んで、この隣界にいるのです。私たちがあるのは魂たましいだけ、この牢ろう獄ごくで未み来らい永えい劫ごう生き続けるだけしかできない。それは、最早地じ獄ごくと同義でしょう？」

「……！」

「そう。私たちは永遠を這はい回るだけの浅ましい虫。馬ば鹿か馬鹿しい人生にも程があります。だったら、あの方のお役に立つ方がいい。あの方の恋を成じよう就じゆさせる方が──」

　ずっと、素す晴ばらしい生き方だ。

　彼女はそう断言し、一同は沈黙した。それは、時崎狂三も含ふくめてうっすらと思考の底に積もっていた澱よどみのようなもの。

　この隣界とは、一体何なのだろうか。

　この世界は、本当に現実なのだろうか。

　自分たちは既に死に絶えていて、そしてここで夢の続きを見ているだけ。

　未来もなく、過去もなく。

　横たわる冷れい酷こくな現実が、ただあるだけ──。




「いいえ、それは違ちがいます」




　敢かん然ぜんとした、何かに立ち向かうような声が響ひびく。

「わたしたちはどうあれ、この世界に生きています。彼方の世界むこうがわで死んだからと言って、ここでも死ななくちゃいけないなんて……そんなことはないと、わたしは思っています」

　全員の目を覚ますような、緋衣響の断言だった。

「……そもそも。あなたの仰おつしやったことは、皆一度か二度は考えるものなんです。だってそうですよね？　こんな夢みたいな世界、あり得ないって。彼方の世界げんじつを知っていればいるほど、そう思うしかない」

　アリアドネも、真夜も、その言葉に押し黙だまった。

　支配者ドミニオンの彼女たちですらも恐おそれていたこと。この世界が不確かなものだという真実。

「そして、考えたって仕方がないって思ったんです。夢の世界なら、夢のように生きたって構わない。そう言ってくれた人が、いたんです」

　──狂三は、静かに息を吐はいた。

　その考えは狂三のそれではない。狂三はこの世界を現実とは異なる場所だと認識しているが、同時に自分が生きているとも確信している。だからこそ、彼方かなたの世界を目指しているのだから。

　だから恐らくその考えは、かつて緋衣響が心より愛した彼女のものだろう。

　名前は、確か──。

「陽ひ柳りゆう夕ゆ映えさん、でしたかしら」

　狂三がぼそりと呟つぶやくと、響の顔がぱっと輝かがやいた。

「あ。よく覚えてくれてましたねー！　はい、あの子の言葉なんです。お陰かげで今日も元気に生きています！」

　ほうそうかいそうかい、それは良かった。何となく面おも白しろくない、面白くないが、ともあれ場の空気は変わった。

　深刻なものから、弛し緩かんしたものへ。

　無論、ビショップ──宮藤央珂が気を張っていたら、その隙を突いて逆ぎやく襲しゆうを仕掛けられたかもしれない。

　しかし、彼女は自身の言葉に見事な反論を受けたせいで、ぼんやりとしていた。

　元エンプティ、緋衣響の告げた言葉に──ぐうの音も出なかった。

「宮藤央珂」

　つかつかと、央珂に近付いていくのは雪城真夜。裏切り者である宮藤央珂を冷然と見み据すえ、油断なく自身の無銘天使を顕けん現げんさせている。

「いつから向こう側だった？」

「……」

「支配者ドミニオンになった時は既に？　それとも、本物の宮藤央珂と途と中ちゆうで入れ替かわったのか？　どちらだ？」

　彼女の背後に、巨きよ大だいな本ほん棚だなが顕現する。

「開かい封ふう──第五の書・〈焰屋敷フアイアハウス殺人事件・ミステリ〉」

　細長くてやや薄うすめの新書版、本屋によく置いてあるようなミステリ本を真夜が開く。途と端たん、ページからするりと箱型をした炎ほのおが出現した。

「……一応言っておく。この炎はあなたを焼くだけでなく、周囲の酸素を燃焼して窒ちつ息そく死しさせる。炎だから、あなたの重力で押し潰つぶしたところで結果は変わらない」

「まあ、重力で押し潰そうとしたら……わたしの無銘天使で、上下の概がい念ねんを逆転させるけどねぇ？」

　アリアドネがダメ押しした。狂三は肩かたを竦すくめ、一歩下がって支配者ドミニオンたちの成り行きを見守ることにした。

　彼女には別に考えねばならないことがある。

「……」

「答えなければ、このまま始末するまでだが」

　真夜の言葉に、央珂はくすりと嗤わらう。

「どちらにせよ、私はこの世から消えてなくなります」

「なら──」

「でも、いいか。いいや。仕方がない、明かしましょう。まったくその通り。私、宮藤央珂はビショップでした。いつから……ええと、いつからだったかしら。気が遠くなるくらいに、遥はるか昔だったはず。そう……そのはず……」

「そんなはずがない。誰より率先して前線に出張っていた。他人が傷つくくらいなら自分が傷つけと飛び込んでいたとき、あなたはもうビショップだった？　そんな、バカな話があってたまるものか」

　炎が、真夜の激情に合わせるように揺ゆらぐ。

　それは怒いかりというよりは悲しみに近い、と狂三は思った。そう、恐らくはアリアドネもだ。彼女がビショップで悲しい、そう思っている。何かの間違いではないか、とも思いたがっている。

　けれど、彼女は既すでに自分がビショップであることを自白している。

　しかし、今の自白は──。

　宮藤央珂は、にたりと笑った。三日月状に歪ゆがんだ口、あれほどの警告を受けたにもかかわらず、彼女はその手に──細さい剣けんを握にぎった。

「……もう一度だけ、警告する」

　真夜が告げる。央珂は無言。

　だが次の瞬しゆん間かん──。

「ガ……ッ！」

　苦く無ないが、央珂の霊結晶セフイラの欠片かけらを抉えぐり出していた。

「これは──」

　絶句する真夜に、ユウリが声を掛かけた。

『申し訳ありません。危機的状じよう況きようのため、こちらの一存で宮藤央珂の抹まつ殺さつを許可しました』

　部屋の隅すみに一人、少女が佇たたずんでいた。響、アリアドネ、真夜、そして狂三ですらも知覚しえなかった少女が。

「量産型の……佐賀繰唯……？」

『はい。緊きん急きゆう時じだったので』

　宮藤央珂は、自身の胸に穿うがたれた穴を呆ぼう然ぜんと見やる。

「あれ……これ……？　雪城さん、アリアドネさん。ねえ……」

　何かを言う余よ裕ゆうすら与あたえず、量産型唯が更さらに追い打ちを仕掛けた。苦無を突つき立て、宮藤央珂を塵ちりも残さず消しよう滅めつさせた。

　後に残ったのは、霊結晶セフイラの欠片のみ。だが、本来なら青く輝いているはずのそれは、漂ひよう白はくされたように真っ白だった。

「……央珂……どうして……」

　真夜は悲しげに俯うつむき、アリアドネはふて腐くされたようにそっぽを向いた。そして狂三は、天てん井じようをじっと見上げている。

「──さて。宮藤央珂さんがビショップであった、と明らかになった訳ですが。とすると、佐賀繰由梨さんを殺害したのも、宮藤央珂さんだと考えてよろしいのでしょうか？」

　狂三の言葉に、真夜が不ふ愉ゆ快かいそうに彼女を睨にらむ。アリアドネは眉まゆを顰ひそめ、首を傾かしげた。

「……そうなる……のかなぁ？」

「──いいえ」

　否定したのは、狂三だった。

「そうはなりません、ならないのです。何な故ぜなら、宮藤さんに佐賀繰由梨を殺せたはずはない。宮藤さんはビショップであったけれど、犯人ではないのですわ」

「え……？」

「ど、どういうことですか狂三さん!?」

　狂三が指を二本立てた。

「皆みな様さまは誤ご認にんなさっていますわ。宮藤さんがビショップであった。これはいいのです。先天的であったか、後天的であったかは分かりませんが──ともかく、彼女は今自白しました。しかし、仮に彼女がビショップであったとしても、やはり佐賀繰由梨を殺す機会も動機もありません」

　その言葉に、真夜とアリアドネが狂三を凝ぎよう視しする。不信と、それ以上の驚きよう嘆たん。

「では、どういうことでしょう。佐賀繰由梨を殺したのはやはり、この場にいる誰だれかなのでしょうか？　いえ、いえ。そうではありません。一連のこれは、佐賀繰由梨殺害の罪を宮藤央珂に着せるためにやったと考える方が妥だ当とうではありませんこと？」

　真夜が一歩踏ふみ込み、狂三に反論する。

「……待って欲しい。彼女は、確かにビショップだと自白した。そして、あなたを殺そうとした。で、あればやはり彼女が犯人と考えざるを得ない。何より……」

「自分が犯人でないとすれば、アリアドネさんしか犯人がいない。これ以上、味方に裏切られるのは辛つらいとでも仰いますの？」

「……」

　真夜が項うな垂だれた。

　アリアドネは目を丸くし、珍めずらしく狼ろう狽ばいした態度で言う。

「待ってよぅ。わたし、犯人じゃないからねぇ？」

「ええ、雪城さん安心してくださいまし。アリアドネさんも真夜さんも、そしてもちろんわたくしも、響さんも、唯さんも、央珂さんも、犯人ではないのです」

　狂三の言葉に、全員が目を丸くした。

「ユウリさん。一つお伺うかがいしてよろしいでしょうか？」

『はい、どうぞ』

「先ほどの、央珂さんへの一いち撃げき大変お見事でした。わたくしも意表を突かれましたわ」

『ありがとうございます』

「ですが、初撃はともかく二撃目はいただけませんわね。お二人との今生の別れだったのです、見送るくらいの猶ゆう予よはあったでしょうに」

『敵対行動を取る懸け念ねんがありました』

「言い訳としては下の下、ですわね。あなたが恐おそれたのは霊結晶セフイラの欠片を抉り出された宮藤央珂が、真実を吐露することだったのでしょう？」

『仰おつしやっていることが、わたしには理解不能です。彼女が反撃しようとしていたので──』

「ほら、ほら！　ＡＩの割に誤ご魔ま化かすのが下手でしてよ？」

「ちょ、狂三さん狂三さん。待ってくださいってば！　わたしたち、全然話に追いつけていないんですけど！」

「ワトソン響さん、合いの手ありがとうございます。以前申し上げましたわよね。白の女王クイーンは準精せい霊れいを、恋こいに落とすことによって忠実なしもべとする、と」

「……あ……」

　真夜とアリアドネが、ほぼ同時に気付いた。ぎょっとした顔で、狂三を眺ながめ──そして、天井を見上げた。

「その形質が、部下に継けい承しようされている可能性は無いとは言い切れませんわよね？」

「もちろん、その力は女王のそれより劣おとるものだろう。だけど──」

「だけどぅ。例えば、こういう能力だったりするかなぁ？　〝寄生〟。他人に自分の記き憶おくを移し替える、みたいなぁ？」

『何を仰っているのか、ユウリには分からないのですが……？』

「……まあ、色々とありますが。一番分からなかったのは、佐賀繰由梨さんが、わたくしと響さんと、更に支配者ドミニオンを含ふくめて滞たい在ざいを求めたことですわ」

　そう、最初のきっかけからおかしかった。

「わたくしとアリアドネさんは、カードゲームが終わった後も友情を確かめ合うような仲ではありませんでした。ですよね？」

「もちろんだよぅ。負けて悔くやしかったしぃ」

　死し闘とうを繰くり広げた二人は分かり合って爽さわやかに握あく手しゆして終わり。そんな王道展開ではなく、そうかと言って即そく座ざに殺し合うでもなく。互たがいに『次は／次も』勝つというような、どこか煮にえ切らない競争心。

「その雰ふん囲い気きは、由梨さんにも伝わっていたはずです。なのに、全員まとめてこの屋や敷しきに逗とう留りゆうを懇こん願がんした。ほら、もうここから話がおかしいのですわ。由梨さんの懇願に、第七領域ネツアクを退去するわたくしたちは当然承しよう諾だくせざるを得ません。同時に──」

「……私たちは、時崎狂三と女王について話し合う必要があった。ただ、そのために全員を同じ場所に宿しゆく泊はくさせる、というのは確かにおかしかった。話が終われば、後は元の宿泊場所に戻もどせばいい。私たちは、時崎狂三が傍そばにいるというのが率直に言って不安だった。彼女は時間を停止させ、影かげを操あやつる。……暗殺行こう為いに走る可能性も捨て切れない。何しろ、時崎狂三は既に第一〇領域マルクトで〝人形遣いドールマスター〟を倒たおしているのだから」

　狂三は肩を竦めた。

「あれにはちゃんとした事情があったのですけれど。まあ、それはひとまず置いておきますわ。ともかく、次におかしいことは佐賀繰由梨さんが亡なくなってから起動したという、ユウリ。あなたでしてよ」

『──私の、どこが？』

「どこもかしこも、奇き妙みような点だらけですわよ。何故、わたくしを探たん偵てい役に？　普ふ通つうは、雪城さんを選ぶべきでは？　いえ、むしろ外部の誰かに呼びかけなければならない。内部の犯行が明らかなのに内部の人間に探偵を押しつけていいのは、それこそシャーロック・ホームズのように、公的機関から『完全な第三者だ』と認定を受けている者だけです。そう言った意味で、この事件で探偵として振ふる舞まうのは誰であれ難しいですわ。全員、利害関係があるのですから」

　響にもうっすらと、その真実が見えてきた。

　時崎狂三が述べようとしていることを。同時に、それはかなり危険な行為であることが分かる。だからこそ、場の空気は底知れない緊きん張ちようを帯び始めているのだ。

「逆に考えると、ユウリ。あなたの意図が何なのかを、わたくしは知りたかった。けれど、宮藤さんの死でやっと理解できましたわ。彼女はスケープゴート、ただの生いけ贄にえです。恐らく、ビショップになったのはつい最近。むしろ昨夜あたりでしょうか？」

『時崎様が何を仰っているのか分かりません』

「第八領域ホドで、わたくしは準精霊がエンプティ化し、更には白の女王クイーンの配下になりかけたのを見ましたわ。支配者ドミニオンを務めた少女が、です。ならば、宮藤央珂といえども例外ではないでしょう。彼女は……ここで犯人とされ、死ぬために選ばれたのですわ」

　第六領域テイフアレトの支配者ドミニオン、宮藤央珂。

　彼女ほどのものがビショップであり、情報を流していたとすれば恐らく他ほかの支配者ドミニオンは失望と同時に納なつ得とくしただろう。

「第六領域テイフアレトがハブ領域であることも含めると、各領域の分断も狙ねらったということでしょうか？　お上手ですわね。雪城さん、宮藤さんは領域会議でリーダーシップを取っていた、とお伺いしていますが……。もし、彼女が支配者ドミニオンになる以前からずっと白の女王クイーンの配下だった、と判明したらどうなりますかしら？」

　真夜はしばらく考え込み、嫌いやな妄もう想そうを振り払はらうように首を横に振った。

「この隣りん界かいで、支配者ドミニオンの体制が確立して以来の大騒そう動どうになるだろう。疑ぎ心しん暗あん鬼きが起こり、準精霊は敵も味方も分からなくなる」

「では。ここでたまたま宮藤央珂がビショップと交戦し、死亡したとしたら？」

　真夜はその言葉にしばし思考を巡めぐらせ──そして、結論する。

「……ダメージはある。ダメージはあるが……立ち直ることは、可能だと思う」

　キャルト・ア・ジュエーのような元も含めると支配者ドミニオンと呼こ称しようされる存在は現状で八人。カリスマ、あるいは純じゆん粋すいな力の面で準精霊たちに崇すう拝はいされ、慕したわれる彼女たち。

　いかに白の女王クイーンといえども、真っ向から対たい峙じしては犠ぎ牲せいが大きい。

　いや、彼女自身はもしかしたら支配者ドミニオンなど造作もないと考えているかもしれない。だが、部下である三体の駒こまは別だ。

　彼女たちは女王クイーンのために戦い、殺し、そして死ぬために生まれたのだから。

　それ故ゆえに、彼女たちは策さく謀ぼうする。

　搦からめ手を使い、内側から支配者ドミニオンを玩がん弄ろうしようと謀はかった。

　そのためには、宮藤央珂がただ死ぬだけでは駄だ目めなのだ。支配者ドミニオンのリーダーである彼女ですら、裏切るのだと。

　思い知らさなければ、ならなかった。

　それが動機で、犯行方法は簡単だった。何しろ央珂は白の女王クイーンと接せつ触しよくしている。そして自分の領域にあっさりと侵しん入にゆうした彼女の力を恐れ、怯ひるんだ。

　その恐きよう怖ふから、白の女王クイーンは恋心を作り出す。
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　白の女王クイーンの率いる三体のチェスピース。即すなわちルーク、ナイト、そしてビショップ。この三幹部は白の女王クイーンがいる限り、事実上死ぬことがない。

「では、ビショップ。この弾だん丸がんを埋うめ込めば、彼女はあなたになります」

　女王から薄うす紅べに色いろに発光する弾丸（そう呼称するには、どうにも虫らしかったが）を受け取ったビショップは、そっと胸にかき抱いだいた。

「ありがとうございます、女王」

　ルークとナイトは何度滅ほろばされたとしても、エンプティへ【蠍の弾アクラヴ】を撃うち込むことによって復活する。そしてビショップは【蠍の弾アクラヴ】以外にも、他人に寄生することによって第二、第三のビショップを生み出すことができる。

　ルークやナイトと異なるのは、誰でもいいという点。エンプティでなくとも、生きる目的を持つ準精霊であっても、悪あく辣らつに獰どう猛もうにビショップという種は侵しん食しよくする。故に、ルークやナイトと異なり、ビショップの人格は千差万別であった。

「それにしても。わたしのために死ぬエンプティは珍しくないですけど。あなたのそれは、一ひと際きわ特異ですねえ。気が咎とがめたりはしないのかしら？」

「──いいえ、まったく」

　平然とビショップはそう応じた。

　妹を作り、妹を切り捨てる彼女にとって、友人を裏切ることも、友人を殺すことも、友人に罪を着せることも、そう大した重みはない。

　宮藤央珂は、ビショップの手によってビショップに化ける。そしてその場で、断罪されて死ぬ。

　もちろん、強力な準精霊である宮藤央珂をそのまま手て駒ごまとして使う手もあった。だが、それでは恐らく隙すきが出る。雪城真夜、アリアドネ・フォックスロット、篝かがり卦けハラカ、輝俐キラリリネム──叡えい智ちや直感に優すぐれた彼女たちに見破られ、対たい抗こう策さくを練られる可能性が大きい。

　支配者ドミニオンたちに一番ダメージを与あたえるには、宮藤央珂がビショップを名乗って、同士討ちを行ってからすぐに死ぬという状じよう況きようが最適だった。

　同じビショップ同士の食い合いになるが、ビショップにとってはそれで構わなかった。

　元より、彼女は自己の破は滅めつを前提にして動いている。

　二人の支配者ドミニオン、二人のビショップが死に、その代わりに隣界を混乱の渦うずに叩たたき込む。ビショップの計画は雑ではあっても、防ぎようがないものだった。

「それからもう一つ質問があるの」

「……何でしょう？」

　あどけない、童女のような表情を浮うかべて（少し前の白の女王クイーンでは、想像もつかない表情だ）、女王が尋たずねた。

「あなたはどうして正気のままなのかしら。わたしの愛いとしい空っぽちゃんエンプテイたちのように、わたしを愛してくれないのかしら」

　呼吸と心臓が、同時に停止した。

　──回答を過あやまてば間ま違ちがいなく殺されるその質問を、どうやって切り抜ぬけたのだっけか。

　ビショップは、そこだけはよく覚えていない。
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　天てん井じようを見上げた狂三は、薄うすく微笑ほほえんだ。

「あなたはそうさせたくなかった。そんな展開は望まなかった。だから誘ゆう導どうして、更さらに自分という存在を隠かくし通したかった。そうでしょう、佐賀繰由梨さん？」

　──沈ちん黙もくの時間は、意外なほどに短かった。

『そう。もう、何もかもお見通しってことかな？』

　あっけらかんとした物言いに、真夜とアリアドネが気色ばむ。

「じゃ、じゃあ……やっぱり由梨さんは自殺……？」

　響の言葉に、狂三は頷うなずく。

「ええ、ええ。佐賀繰由梨さん……ではなく、ビショップ。あなたは、わたくしたちの前で死んだと見せかけて、生きているのか。あるいは、何か別の形になっているのか。いずれにせよ、わたくしたちにこの欺ぎ瞞まんを抱いて欲しかった。宮藤央珂が犯人という欺瞞を」

「じゃあ、あの死体は……偽にせ物もの？」

「例えば、量産型唯に偽ぎ装そうを施ほどこして殺したのかもしれませんわね。その場合は、この屋敷を片かたっ端ぱしから引っ繰り返せば彼女が発見できるでしょう。あるいは──」

　地じ震ぶるいがした。

『残念、外れ。私はもう、佐賀繰由梨じゃなくてユウリ。この屋敷を管かん轄かつするＡＩ。それは、変わらない』

「あるいは、別の何かに成り果てたとも推測していたのですが……なるほど。そういうことでしたの」

　先ほどから微び動どうだにしなかった量産型唯が、首を動かしてじろりと狂三を見た。ロボット特有の、勢いある動きに全員が身構える。

　彼女が口を開くと、そこからユウリの声が漏もれ出した。

「本当なら、ここで殺す予定はなかった。できれば、私は大人しく隠れ続けていたかった。でも、こうなる可能性も十分にあると踏ふんでいた」

「ああ、つまり。ここから先は分かりやすいですわね。実に、実に分かりやすいですわ」

「……っ！　狂三さん！」

　人間業わざとは思えない、異常な跳ちよう躍やく力で量産型唯が襲おそいかかる。

　狂三は古式銃じゆうを構えて声高らかに吼ほえた。

「────────〈刻々帝ザフキエル〉！」

　がなり立てるような銃声。そして静せい寂じやく。壊こわれゆく瓦落多ガラクタの音。

『皆みんな、殺して』

「殺しますわよ」

　そして無数の量産型唯が次々と乱入、狂きよう気きの一夜が始まった。








○永遠の絆きずな






　佐さ賀が繰くれ由ゆう梨りがビショップに成ったのは、支配者ドミニオンにのし上がるより前である。

　それまでは、ごく普ふ通つうの準精せい霊れいであり、第七領域ネツアクで日々をぼんやりと生きていた。とはいえ、彼女にはきちんとした目的があった。

　妹の唯ゆいを、幸せにする。

　彼方かなたの世界の記き憶おくはない。覚えているのは、妹とブランコを漕こぎながら一いつ緒しよに見た夕焼け空がたまらなく綺き麗れいで、たまらなく悲しかったことくらいだ。

　第七領域ネツアクではずっと夜で。だから、夕焼け空が見えないことが残念だった。

　隣りん界かいの生活は大変で、苦しくて、そして平へい々へい凡ぼん々ぼんとしていて。時間は昨日も明日も同じであった。

　──ある日、妹の唯が死んだ。

　この隣界において、生きている目的を死者には託たくせない。

「彼女ゆいのために生きてきた」

　ならば、唯がいなくなれば自分の存在価値は消えて失うせる。

　そんな折り、そんな折りだった。

　純白の霊装ドレスを身に纏まとった少女が、穏おだやかで緩ゆるやかな声で告げた。

「あらあらあら。このままだと消えてしまいますわよ、あなた」

　それでもいい、と由梨はなげやりに答えた。だが、少女はそんなものに耳を貸さず、手を伸のばした。

「縋すがりなさい」

「……縋る？　なぜ？　どうして？」

「あなたの才能を、惜おしむからです。あなたの残ざん忍にん性せいを、勿もつ体たいないと思うからです。そうでしょう？　自分が生きるために、あなたから離はなれようとした妹を殺して永遠に縛り付けようとする貪どん欲よくさは、褒ほめられて然しかるべきです」

　彼女は由梨を一いち瞥べつしただけで、その真実を指し摘てきした。




　──姉さん。私には私の生き方がある。

　──私は戦いたい。戦って己おのれを証明したい。さもなければ、消えてしまう。

　──だから、この家に永遠に留とどまることはできないのです。

　──私は、姉さんの人形じゃない！




「飛び立とうとした鳥の脚あしを、あなたはへし折っただけでは飽あき足らず──」

　その命ごと、奪うばい取ってしまった。

　それを強ごう欲よくと言わずして何という。全すべてを見み抜ぬかれ呆ぼう然ぜんとする由梨に、女王が手を差し出す。

「手を取りなさい。そして、捧ささげなさい」

「捧げるって、何を？」

「何もかも。命に至るまで。全て」

　傲ごう慢まんな言葉、傲慢な仕草、だが──。

「その全てには、この世界も入っていますか？」

　由梨はそう言って、手を握にぎり返した。女王は動どう揺ようすることなく、断言する。

「うん。この世界はもう潰つぶしてしまおうって思っています。王キングを出で迎むかえるために、害虫全てを駆く除じよしてからですけど」

　王キングとは、誰だれのことか。

　握られた手から、圧あつ倒とう量の情報と霊れい力りよくが注ぎ込まれる。

　そして、見た。

　王が誰なのか。どういう存在なのか。どんな人生を送り、どんな風に過ごしているのか。

　──眩まぶしい。

　第一印象はそんな感じ。自分の浅ましい、意い地じ汚きたない何かが浄じよう化かされるような清せい廉れんさ。

「王とは、この方。でもね、この隣界には有う象ぞう無む象ぞうが多すぎるでしょう？」

　侵しん食しよくされる。

　妹に向けていた願望が、残らず〝彼〟に向かっていく。

　ああ、そうだ。これが、そういうものか。自分には、一生縁えんがないものと諦あきらめていたが、これこそが──。

「だから、この隣界を破は壊かいしましょう。準精霊を残らず滅ほろぼし、綺麗に片付けるのです」

「了りよう解かいです。我が女王。あなたこそが、王の横に立つに相応ふさわしい」

「ありがとう。さあ、今日からあなたは僧正ビシヨツプ。死ぬその瞬しゆん間かんまで、私の役に立ち続けなさい」

「光栄です」

　佐賀繰由梨は一つだけ、女王に噓うそをついた。
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　──佐賀繰由梨の屋や敷しきは、苛か烈れつな戦場と化していた。

　ひっきりなしに湧わいて出てくる量産型の佐賀繰唯。死を恐おそれない、という点では女王の兵隊であるエンプティと同じだが、ただ闇やみ雲くもに突とつ撃げきするのではなく、狂くる三みたちを殺すべく、極きわめて効率的に動いていた。

　雑魚ざこではなく一体一体がそれなりの戦せん闘とう力を持ち、更には一〇人で一ユニットとして軍隊的な攻こう撃げき方法を取る。

　だが、何より強きよう烈れつなのはその数だった。

「一体何人いるんですか、これー！」

　響ひびきが悲鳴を上げるのも無理はない。現在、狂三の周囲には一〇〇人近い佐賀繰唯が殺さつ到とうしていた。時とき崎さき狂三、緋ひ衣ごろも響、雪ゆき城しろ真ま夜や、アリアドネ・フォックスロット。この四人に向けて無数の佐賀繰唯が殺到する。

「……っ。〈刻々帝ザフキエル〉──【二の弾ベート】！」

　迫せまる唯たちを〈刻々帝ザフキエル〉の力で一瞬遅おくらせ、その隙すきに長銃で撃うち抜く。だが、それでも制圧しきれない。

「どんどん来るよぅ！」

　アリアドネに接近する量産型唯は、何度も何度も明後日あさつての方向へ攻撃を仕し掛かけていた。視覚を狂くるわせ、アリアドネは攻撃を回かい避ひし続けている。それでも接近してくる唯に対しては、耳元でふっと息を吹ふきかけて一瞬で倒たおしていた。

　真夜は第五の書を再び開かい封ふう──周囲に炎ほのおを撒まき散らし、牽けん制せいを続けている。そして、一番危機的状じよう況きようなのは、当然ながら緋衣響である。

「ギャー！　しーぬー！」

「……響さんっ！」

　狂三は響の足を払はらって、攻撃を強引に回避させると天てん井じようへ向かって古式銃を連射した。襲いかかろうとした唯たちが雲散する。

「しばらく屈かがんでなさい！」

「は、はい！」

　舌打ちする。何かする、とは思っていたがここまでするとは思わなかった。恐らく、領域中の佐賀繰唯がここに集まっている。それほどの圧倒的な数だった。第一〇領域マルクトで、人形と戦ったときとは質も量も桁けたが違ちがう。

　何しろ、既すでに狂三を含ふくめた四人が倒した佐賀繰唯の数は一〇〇人を上回っている。

　つまり──最初、この屋敷にいた一〇〇人は殲せん滅めつしたはずなのだ。しかし、状況がまるきり変わっていない。それどころか、先ほど狂三はちらりとそれを見て戦せん慄りつした。

　屋敷の壁から佐賀繰唯が現れた。これはつまり、幾いくらでも無む尽じん蔵ぞうに佐賀繰唯が供給されるということだ。

「いっそ、食べてみるぅ？」

　唯の霊結晶セフイラの欠片かけらを手にしたアリアドネが呟つぶやく。実際、準精霊同士の殺し合いの場合、霊結晶セフイラの欠片を取り込む者もいる。特に第一〇領域マルクトでは日常茶さ飯はん事じだが、支配者ドミニオンである彼女たちは多少の嫌けん悪お感かんもあって、他者の霊結晶セフイラの欠片を捕ほ食しよくするのは控ひかえていた。

　しかし、先ほどから屋敷が霊結晶セフイラの欠片を飲み込んでは新しく佐賀繰唯が生み出されている。こうなれば、こちらも捕食し返さねば──。

　真夜はアリアドネの提案を否定した。

「止やめておいた方がいい。この霊結晶セフイラの欠片を取り込むと、良くない気がする」

「わたくしも雪城さんに賛成ですわ。色が漂ひよう白はくされて違う時点で、何か怪あやしいですし。取り込んだが最後、取り込まれるというオチが待っていそうですわ」

「……そっかぁ、そうだよねぇ」

　アリアドネは嘆たん息そくして、無む銘めい天使を更さらに加速させる。彼女の無銘天使えものは伸しん縮しゆく自在の水銀クイツクシルバーの糸。握るための柄つかはなく、末端は指先と結合している。

　指一本一本に極ごく細ぼその水銀糸が生えており、数は合計一〇本。彼女はこの糸を通して、他者の感情を操作し、肉体を暴走させる。

　そして無論、鞭むちとして束ねれば凶悪な物理的攻撃手段と化す。

「よーいしょっとっ」

　ピ、ピピッと微かすかな音と共に佐賀繰唯が切り刻まれた。が、その内の一人は歯で糸を嚙かみ、更にもう一人がその間かん隙げきを縫ぬうように飛びかかる。

「……っと！」

　かろうじて、逆の手の糸による迎げい撃げきが間に合った。

　──が、その一手を披ひ露ろうしたせいで逆の手でどうにか捌さばいていた佐賀繰唯が殺到する。

　一六本の苦く無ないがアリアドネに襲おそいかかる。

「【一の弾アレフ】……！」

　背後を向くことすらせず、狂三はアリアドネに弾だん丸がんを撃ち込む。

「おおーぅ！」

　アリアドネの腕うでを振ふる速度が倍加した。一六本の苦無に対して防ぼう御ぎよするのではなく、柄えの部分を水銀で絡からめ取った五本で残り一一本を弾はじき、更に投とう擲てきで五人の佐賀繰唯を即そく死しさせた。

「今のはいいねぇ、実にいいよぅ！　もっとやってもっとやってぇ！」

「お断りですわ。時間の使いすぎは体に毒！」

　更に言うなら、狂三は先ほどから視線が気になっていた。無機質な瞳ひとみ、瞳、瞳。その中に──何か、情熱的な瞳を持った輩やからがいる。

　当然、ビショップだろう。

　手の内を見せ続ける訳にはいかなかった。

「あう！」

　響がまた体勢を崩くずした──狂三は即そく座ざに、彼女を天井へ向けて蹴けり上げた。

「ひどいー!?」

「ごめんあそばせ、響さんは天井で大人しくしていてくださいまし！」

「提案する、時崎狂三。このままでは埒らちが明かない。この手の数で押してくる相手には、有効打は一つだ」

　真夜の言葉に、狂三は頷うなずいた。

「直接、本体を叩たたく。もしくは本隊でしょうか。いずれにせよ、ビショップを叩かない限りは、ほぼ無尽蔵でしょうね」

「道を作るのは、私とアリアドネが引き受ける。だから、どうか彼女を──抹まつ殺さつして欲しい。その暁あかつきには、私も貴女あなたを信じて託たくしたい！」

　珍めずらしい、と言えるほど情熱的な真夜の言葉に、アリアドネは目を丸くする。

「……とは言っても、肝かん心じんの本体がどこにいるかがさっぱりですわ」

　撃ちながら狂三が応じる。真夜は使っていた本を閉じると、背中の本ほん棚だなから別の本（やや分厚い文庫本だった）を引き出した。

「開封──第九の書・〈かの魂の片鱗よソウルストーカー〉」

　文庫本のページを、真夜は躊躇ためらいなく破いた。そして、適当に折り曲げて蝶ちよう々ちようのような形を作って、アリアドネに渡わたす。

「一本欲ほしい」「よしきたぁー」

　小指の水銀糸がページに絡む。ページがひらひらと、蝶のように飛び始めた。

「このページが霊結晶セフイラの欠片を追つい跡せきする。佐賀繰由梨を追跡するようセッティングした。糸を伝って向かって！」

「畏かしこまりましたわ」

　狂三は不敵に笑い、天井の響に呼びかける。

「響さん、参りますわよ！」

「アイアイサー！」

　響がしがみついていたシャンデリアから手を離はなし、着地。狂三の背後にぴたりとつく。

「目標はあの蝶。見失わないよう、あなたは視線で追い続けてくださいまし。わたくしは、唯さんの迎撃を行いますわ」

　そして、二人が走り出す。それを見送るアリアドネがぽつりと呟いた。

「ああいうのぅ、息のあったコンビって言うのかなぁ？」

「私には分からないが、ともかく希望を託すしか無い。このままだと、圧おし負ける」

　走り出した狂三たちに、無数の佐賀繰唯が後を追っていく。

「ともかく道を作ろう。──アリアドネ」

「おっけぃ。無銘天使〈太たい陰いん太たい陽よう二にじゆう四よん節せつ気き〉──一ひと太た刀ち・石せつ火か星せい霜そう！　よーいしょっとぅっ！」

　アリアドネが合がつ掌しようして水銀糸を絡ませて鞭状にすると、勢いよく振り上げた。

　音の壁かべが破れ、音速の衝しよう撃げき波はが狂三たちのすぐ傍かたわらを過ぎ去っていく。彼女たちの前に立ち塞ふさがっていた量産型の唯たちが壊こわれて消えた。

「耳、いたぁい……」

「後で覚えてくださいまし……！」

　狂三と響はアリアドネに恨うらみ言ごとを吐はきつつも、廊ろう下かを駆かけ抜ぬけていく。

「覚えておいで、か。……ま、生きていれば会えるかもねぇ」

「もしもの時は、私だけでも救って欲しい」

「こういう時は、『あなただけでも』じゃないの？」

「私には、託された義務がある。それを果たすまで、死ぬ訳にはいかない。なので、いざとなったらあなたを盾たてにしてでも逃にげ延のびる」

　真夜が冗じよう談だんを言うタイプではないと知っているアリアドネは、苦く笑しようした。

「いいよぅ。じゃ、死なないようせいぜい努力するとするかぁ。大おお技わざいくよーっ。秘ひ奥おう・揺よう曳えい・・神かみ来き月づき！」

　冴さえ渡る水銀の糸と糸と糸。

　糸は佐賀繰唯たちを貫かん通つうし、体内に浸しん透とうさせて動力源である霊結晶セフイラの欠片に食い込んでいく。

「一、二の、三……！」

　ぐるん、と佐賀繰唯が逆方向へと顔を向けた。そして、先ほどまで連れん携けいを取っていた味方に対して、襲いかかる。

「驚おどろいた。そんなこともできるのか」

「大技だから、あまり見せたくなかったけどねぇ。ま、仕方ないかーっ」

　五本の指×二、合わせて一〇人の佐賀繰唯が味方となった。彼女たちはそれこそ、機械のような精密さで〝敵〟に攻こう撃げきを仕掛ける。

　真夜はそれを横目で見つつ、アリアドネが汗あせを搔かいていることに気付いた。大技、というだけあって霊れい力りよくの浪ろう費ひと集中力も並なみ大たい抵ていではないらしい。

　…………小さく、真夜は息を吐き出した。

　確かに、仕方ないと彼女も思った。もう支配者ドミニオン同士で鬼札を隠かくし持っている場合ではない。

「開封──第一の書・〈光あれとノーヴム・彼女は告げたテスタメントウム〉」

　一瞬、アリアドネの集中が切れかかるほどに眩まばゆい光が迸ほとばしった。

　形状は幅広の剣ブロードソード。しかし、複層に重ねられた紙でできた剣けんだった。

「これで隣りん界かいから、貴重な書しよ籍せきが三冊は消えてしまう。ああ勿もつ体たいない勿体ない」

　愚ぐ痴ちりつつ、真夜が剣を無造作に一ひと振ふりした。ただそれだけで、周囲にいた数人の佐賀繰唯が消失する。

「すごぅい」

「攻撃以外の用よう途とがない、という点では他ほかの書物に劣おとる。ただ、これでしばらくは拮きつ抗こうできると思う。計算では、あと三〇分くらい」

「だねぇ。わたしもその辺が操作する限界っぽい」

　互たがいに切り札を出した真夜とアリアドネは、ニヤリと笑った。

「よし、やろう。戦い続けて、あとは時崎狂三に期待する……！」




　　　　◇




　ひらひらと飛んでいく蝶を追って、狂三と響は疾しつ駆くする。立ち塞がるは二〇〇人に膨ふくれ上がった量産型佐賀繰唯。脳内で素す早ばやく勘かん定じよう、どうあっても勝てない。量産型佐賀繰唯は、質の面で並の準精せい霊れいを上回り、数の面で圧あつ倒とうしていた。

　生き残ることはできるが、それは響を見捨てることになる。

　そして狂三は、その選せん択たくを無意識に排除オミツトしている。

　問題が一つ。狂三が響を庇かばおうとしていることを次し第だいに唯たちが学習し始めていたこと。

「狂三さん！　わたしはいいですから！」

　当然、響もそれに感付く。この状じよう況きようでは自分が彼女の足を引っ張っている。だが、もう遅おそい。狂三が離れた瞬しゆん間かん、唯たちは響を殺しに掛かかる。

　そういう動き方だった。

　そしてとうとう、佐賀繰由梨もそれに気付いた。

『彼女響を庇ってるんだね、狂三さんは』

　狂三はその問い掛けに沈ちん黙もくと銃じゆう声せいで応じる。話している余よ裕ゆうなどない、あと五分保もつかどうかも怪あやしく。彼女は〈刻々帝ザフキエル〉でありったけ弾丸を撃うち込んだ。

　跳ちよう躍やくして襲いかかる唯を撃ち、投擲した苦無を弾き、傷つきながらひたすら前へ前へと進んでいく。

　だが、響に攻撃が集中するようになって狂三は一歩も進めなくなった。

「この……！」

　接近戦は最も早はや、圧あつ迫ぱくに近いものになってきた。周囲が佐賀繰唯で固められ、身動きがほとんど取れない。跳躍することも、回かい避ひすることも難しい。撃っても撃っても怯ひるまず、同士討うちを苦にすることもない。

　機械的に、効率と個々人の生命を一いつ切さい度外視する戦い。狂三は響を摑つかんで、影かげに押し込もうとする──それも、防がれる。

　指揮官である佐賀繰由梨は、狂三の能力を熟知している。

　第一〇領域マルクトにおける〝人形遣いドールマスター〟との戦いとは、そこが違ちがう。最早、時崎狂三はこの隣界における最高度の警けい戒かいを取るべき存在なのだ。

　呼吸が荒あれる。

「……【一の弾アレフ】！」

　肩かたからぶつかり、かち上げるように量産型唯を浮うかせた。その隙すきに一歩踏ふみ込み、〈刻々帝ザフキエル〉を撃ち放つ。落下する唯を蹴って吹ふき飛ばす。

　二重の意味で時間を無む駄だに浪費し続ける。〈時とき喰はみの城〉で時間を回復しようとすると、瞬間的に攻撃が集中する。おまけに、近くに響がいるとなると彼女も巻き込みかねない。

　遠ざけようにも、既すでにその状況ではない。アリアドネと真夜も防戦一方だ。

「……っ」

　苦く無ないが狂三の腕うでに突つき刺ささる。苦く悶もんの声を押し殺した。

『手て詰づまりだね』

「……お黙だまりなさい」

　苛いらついて舌打ち──そのいらつきが、由梨に伝わっているのか彼女は愉ゆ快かいそうに笑う。

『諦あきらめなよ、時崎さん。どうせあなたは、白の女王クイーンに勝てない。この状況、女王なら簡単に引っ繰くり返せるけど、あなたにはできない。だって不純だもの。緋衣響を庇って、私にも勝とうなんて甘いよ？』

「ですから、お黙りなさいまし」

　視界が汗で霞かすむ。苛いら立だちのせいか、銃の狙ねらいが甘くなり始める。

　苦無のダメージなど狂三の霊装ドレス、〈神威霊装・三番エロヒム〉の前では物の数ではないが、それでも蓄ちく積せきされ続けるダメージは防ぎきれない。

　一のダメージを一〇〇〇積み重ねられていく。今、狂三が受けている攻撃はそのようなものだった。

『よし。一〇〇体追加。これで終わりかな？』

「そん、な……」

　響の愕がく然ぜんとした呟つぶやき。ダメ押しとばかりに、新たな佐賀繰唯たちが次々と壁かべや天てん井じようから湧わき出てきた。ここは佐賀繰由梨の胃い袋ぶくろであり、結界の内側。時崎狂三といえども、消化されるのを待つばかりでしかない。




　──歯を食い縛しばる。

　──不退転の志を掲かかげて、ただ進む。

　──その上で、緋衣響すらも守る。




　呼吸が荒あらい。酩めい酊ていしているように、視界が眩くらむ。苦無で切り裂さかれた腕が痛々しい。だが、狂三はそれでも不敵に笑う。

「行きますわよ」

　そう言って、銃口を自身に向ける。

「【一の弾アレフ】」

　加速する──それに追いすがる唯の群れ。上空から放たれた苦無が、豪ごう雨うのように狂三に向けて降り注いだ。

「【二の弾ベート】」

　その苦無に向けて、減速の弾だん丸がんを撃ち放つ。

　時間の加速と減速。二種類を使い分けて、更さらなる速度を狂三は得た。

　だが、それを一〇〇パーセント活いかすことができない。彼女は自身の能力の三割を、響の防備に割さいていた。そしてそれを、狂三は自然なことだと感じている。

「あの、狂三さん！　わたしは一人で何とかしますから……！」

　苦しそうな表情で響が提案するが、狂三はその一切を黙もく殺さつして蝶ちようを追う。走る度たびに、流れる血が増えていく。残り五分も保たない。五分を稼かせぐことが、難しい。

　だが。

「狂三さん！」

　だが、まだやれる。もうちょっとだけ戦える。そうすれば道は開けるのだ。

　五分を耐たえる、耐え続ける。血みどろに、血ち塗まみれに、それでもなお、響はほとんど無傷。響が一〇〇回死んでもおかしくはない攻撃を狂三は捌さばき続ける。

　自分が足を引っ張っている、と響は自覚している。

　だから見捨ててください、と泣きながら懇こん願がんする──それを断固として拒きよ絶ぜつする。拒絶するから、ますます響を狙えば優位に立てると攻撃が苛か烈れつになる。

　佐賀繰唯たちの攻撃は信じられないくらいに執しつ拗ようで、狡こう猾かつで、そして残ざん酷こくだった。

　狂三の心がゆっくりと軋きしみ、歪ゆがんでいく。折れてしまえば、一歩退いてしまえば、それで敗北になる──。

　そして次の瞬間、それがやってきた。

　黒い角柱ピラーが、一階床ゆかから及および二階の床までをブチ抜ぬいて顕けん現げんする。

『……隣界編成コンパイル……!?』

　それはつまり、精霊が保持する彼方かなたの世界の記録に他ならない。一瞬、唐とう突とつに出現した不可解な物質に佐賀繰唯が混乱して動きを止める。

「狂三さん！」

　響は迷わず、ぐいと背中を押す。

　押された狂三は反射的に、その角柱ピラーに手を伸のばして──。

『な……駄だ目め、駄目、駄目!!』

　佐賀繰由梨の悲鳴。常識的に考えて、戦せん闘とう中にやっていいものではない。この黒い角柱ピラーに触ふれれば、動どう揺ようや呆ぼう然ぜんといった行動に繫つながりかねない。

　だけど。

　もしこの角柱ピラーに籠こめられた彼方の世界げんじつの記き憶おくが、〝彼〟についてのものならば。

　どんな状況であれ、時崎狂三に触れないという選せん択たく肢しはない。




　　　　◇




　これはどうやら、故障バグのような記憶らしい。

　狂三はモザイクだらけの風景を眺ながめながら思う。ところどころ薄布テクスチヤが剝はがれて、シーンの繫ぎもバラバラだ。

　登場人物も状況も多種多様。けれど、すぐに狂三は理解した。

「精霊──」

　そこに居るのは、狂三以外の精霊たちだ。第一の精霊、第二の精霊、第四の精霊、第五の精霊、第六の精霊、第七の精霊、第八の精霊たち、第九の精霊、第一〇の精霊。

　それぞれが寄り集まり、雑多な会話に興じている風景。

　あるいは勇ましく戦う風景。

　命いのち懸がけで戦い、命懸けで誰だれかを救おうとしている。それは見知らぬ誰かであったり、友人になった精霊のためであったり、あるいは──あるいは、〝彼〟のためであったり。

　色いろ鮮あざやかな記憶は連綿と続いていて、けれどそこに時崎狂三じぶんはいない。

　まるで、お前なんていなくても彼は生きていけると嘲あざけられているかのよう。

「……その通り、ですわね」

　ため息を一つ。煮にえ切らない気分を全すべてその吐と息いきに籠めた。

　そんなことは、とうの昔に覚かく悟ごしている。

　時間が停止する。精霊たちが消えて、風景が消えて、やがてただ一人だけが残る。

「■■さん────」

　名前を、呟く。なのに名前を認にん識しきできない。

　様々な記憶がある。なのに思い出を記録できない。

　脳の内側に、立方体のような虚無くうはくがあって。それがごそりと自分の大切な何かを奪うばっているかのようだった。そしてその虚無くうはくは日を追うごとに大きくなっていく。

　そして最後には、空っぽエンプテイに至るのだろう。

　だから目に焼き付けろ。

　両手に汲くんだ水を、一ひと滴しずくたりとも零こぼさずにいろ。

　突っ走れ。

　原初に戻もどれ。

　他者ひびきのことなど考えるな。

「でも──」

　違う、そうじゃない。

　守ろうとするからおかしくなる。歯車が狂くるう。見失うな。

　時崎狂三は、我が儘なのだ。傍ぼう若じやく無ぶ人じんで暴ぼう虐ぎやく無む比ひが自分のモットーだ。

　だったら、緋衣響は守るべき存在ではなく──。




　　　　◇




「……ああ。大事なことを忘れていましたわ、わたくし」

　そう言って、狂三はニッコリと──響には見慣れた、しかし最高に不ふ吉きつな予感をもたらす笑え顔がおを浮かべた。

「……あの。嫌いやな予感しかしないんですが」

「【一の弾アレフ】」

　問答無用だった。響の脳天に、加速する弾丸が撃うち込まれた。

「もう守りません、ですから一いつ緒しよに戦ってもらいますわよ？」

「マ、マジかーーーーーーーーーー！」

　絶ぜつ叫きようしつつ、響は〈王位簒奪キングキリング〉を振ふりかぶった。加速する感覚は、まさにチート。自分の体が異常に迅はやく、異常に軽かった。

　しかし、と響は確信する。

　──明日、これ絶対に全身筋肉痛になるやつだーーーーーー！

　そして、響の凶きよう悪あくな鉤かぎ爪づめのような武器が、量産型唯を引き裂いた。それを見た狂三は、ニィと笑って先に進む。

「響さん、並走なさい！」

　その言葉に喜色満面で頷うなずいた響は、狂三の横に並んで走り出す。慌あわてて追いかける唯たちだが、響を庇かばわない狂三を止めることも、狂三に力を与あたえられた響を止めることもできなかった。

『もっと増ぞう援えんを……！』

　由梨の言葉に、狂三はきひひひひと意地悪い笑みを見せた。

「ざぁんねん、ですわねぇ。世の中というのは、割と上手うまくできていて。時間をきちんと稼げば、その時間分の報ほう酬しゆうが向こう側からやってくる、というものですわ」

『──何？』

　彼女たちが、やってきた。

　狂三は玄げん関かんの方へと目を向ける。そしてやれやれ、と言うように肩かたを竦すくめた。

「……まったく、遅おそかったですわね」

　すぱっ、と音を立てて玄げん関かん扉とびらが叩たたき切られた。

「ははははは！　いざ行かん戦場へ！　皆みなさんおはようございます！　時崎狂三様の下僕第一号、キャルト・ア・ジュエー見参！」

『な……！』

「あら、あら。血塗れですわね、『わたくし』？」

　キャルトの背後から優ゆう雅がに現れたのは、もう一人の時崎狂三。過去のある一点において別わかたれた分け身。その名をシスタス。

　そして。

　そして、佐賀繰由梨は有り得ない者を見た。

　いや、有り得ない訳ではないのだが。有り得ない立ち位置に、彼女がいた。

「──由梨様」

『……唯ちゃん。何をしたの？』

「現状を憂うれい、頼たよりになりそうなお二人を連れて参りました。元第三領域ビナーの支配者ドミニオン、キャルト・ア・ジュエー様ともう一人の時崎様、シスタス様です」

『どうしてそんな……!?』

「それは私の台詞せりふです、由梨様。あなたは何な故ぜ、支配者ドミニオンの皆様を殺しにかかろうとしているのです」

　冷然とした表情で、佐賀繰唯は由梨に問い掛かける。

『ああ、それは──それはね、唯ちゃん』

「いえ、お伺うかがいする必要などありませんでした。私にとって、今ある現実が全てです。私は、あなたの側にはつきません」

　沈ちん黙もく。量産型の唯が一いつ斉せいに、一品型の佐賀繰唯に顔を向ける。

『……そう。なら、失敗作だ』

「ええ、私は失敗作なのでしょう」

　ずっと、それが苦痛だった。生んでくれた親のような存在を否定することは、自分を否定することではないか、そう思い込んでいた。

　だが、そうではない。生みの親であれば、尚なお更さら間ま違ちがいを正さねばならなかった。自分がそこから目を逸そらしていたせいで、犠ぎ牲せい者しやは数え切れないほど出ていた。

　どう言われようとも──彼女を、殺しておくべきだった。

　深呼吸。今まで感じていたズレ、違い和わ感かん、そういったものを全て飲み込んで──。

　彼女は、苦く無ないを構えた。

「量産型の私と、この私では決定的な違いが一つあります。彼女らのそれはただの苦無ですが、私のこれはきちんと与えられた異能ちからがある。あなたに与えられたものですが、それでも」

　指に挟はさまれた五本の苦無。こぉぉぉ、と鋭するどく佐賀繰唯は息を吐はき出す。その気き迫はくに、数すう瞬しゆんだが由梨の反応が遅おくれた。

「視覚聴ちよう覚かく触しよつ覚かく嗅きゆう覚かく味覚。人の生に五感有り。我が苦無を以もつてその五感を断てり。即すなわちそれを地じ獄ごくと申しつける」

『待っ……』

「──待ちません。〈七しち宝ほう行ぎよう者じや〉！」

　唯が放った苦無は、屋や敷しきの壁かべに突つき刺ささっただけだ。だが、雷光スパークと共に苦無が砕くだけ散った瞬間、屋敷が鳴動した。

『──ッ！　ぐ、く……あぁぁぁぁぁぁ！』

　途と端たん、量産型唯が攻こう撃げきを停止。おろおろと、周囲を見回し始めた。指示を下していた由梨の五感が喪そう失しつしたせいで攻撃目標が不明になったらしい。

「佐賀繰由梨の五感を断ちました。今の内に！」

「承りましたわ！」

『っ……自律行動オートモード！　目の前のヤツを、片かたっ端ぱしから殺して！』

　再び、量産型唯が動き出す。だが、その動きは些いささか自動的で鈍どん重じゆうだった。

　その隙すきを狂三は見み逃のがさない。響の腕うでを引っ張り、壁を走る。

「シスタス、キャルトさん。お任せいたしますわ！」

「任されました！　そら、やるぞ。スペードエース！　ダイヤナイン！　ハートトウエルブ！　クローバーフオー！」

『任されたでござる！』『アイアイマムッス！』『見ていてくださーい！』『光栄に思うがいい。我らスート四人衆！』

「この数では、わたくしたちもそれほど長く保もちませんわよ？　さあ、手早く片付けてくださいまし！」

　キャルトとその配下であるトランプ四人衆、そしてシスタスが撃ちまくる。

　目の前のヤツを殺す、ということは派手に動けば動くほど量産型唯は囮おとりである二人に注意を引きつけられるのだから──遠えん慮りよなく、派手に動く。

　形勢は完全に逆転した。そして、由梨にもう後はない。

　キャルト・ア・ジュエーとその配下のトランプたちは華か麗れいに唯を倒たおし、シスタスは着実に唯を狙ねらい撃ち、アリアドネ・フォックスロットは水銀の糸で相手を切り刻み、あるいは操作し、あらゆる本を活用する雪城真夜は堅けん固ごな城じよう壁へきのようだった。

　そして、彼女たちは情け容よう赦しやも呵か責しやくもなく量産型唯を倒していく。〈七しち宝ほう行ぎよう者じや〉の五感強ごう奪だつから、ようやく回復した由梨だが時は既すでに遅い。

　真夜がぽつりと呟つぶやく。

「所しよ詮せんは、量産型。こちらについた佐賀繰唯とは比べものにならない。それは、佐賀繰由梨が操作していたところで同じこと。無限の弾だん丸がんは、ただ一発しかない銀の弾丸には勝てない」

　アリアドネがしみじみと言う。

「由梨ちゃんの能力と知ち恵えは、本当に素す晴ばらしかったよぅ。でもね、わたしたちの領域だって、そんなに甘くはないんだよねぇ」

　キャルト・ア・ジュエーが胸を張って呟く。

「時崎狂三様に勝てるはずがなかろう！　そうだよね！」

『無む謀ぼうもいいとこでござる』『第三領域ビナーで生き延びたタフネスを過小評価しすぎッス！』『二度目のチャンスはないと思ってくださーい！』『少しだけ追い込んだことを誇ほこりに思うがいい！』

　シスタスは肩を竦めて告げる。

「まあ、わたくしが来なくとも『わたくし』なら何とかできたでしょうけど。少しは楽になりましたかしら？」

　そして最後に、佐賀繰唯は悲しげにため息をついた。

「……終わりにしましょう。由梨様──いえ、お姉ちゃん。もう、終わろう。終わってしまおう。あなたは、あまりに全すべてを偽いつわりすぎた」

　真夜が作った蝶ちようはひらひらと、しかし確実に佐賀繰由梨を辿たどっていく。

『………………て』

　微かすかな声。狂三は耳を欹そばだてるが、立ち止まることはない。

『………………めて』

　響も同じく、走り続ける。だが、由梨の言いたいことは理解できた。

『……ねがい。やめて……』

　──ああ、何て切実な言葉。欺ぎ瞞まんだらけの願い。

『………………お願いだから、やめて………………！』

「お断りです……わ！」

　蝶がするりと、部屋に入った。合わせて狂三たちも、その部屋に飛び込む。何もない、無機質な部屋。

「ここ……由梨さんの部屋……？」

　ひらひらと蝶が壁に激げき突とつし、力ちから尽つきたように崩くずれ落ちた。だが、もうその役割は完全に果たされた。

「最初から、一歩も動いていなかった──という訳ですわね。まったく、最初からこうすれば良かったのですわ」

　狂三がそう呟いて、〈刻々帝ザフキエル〉を壁に向けた。

　引き金を引いた。

　壁が粉々に打ち砕かれ、隠かくし部屋が出現した。

「トリックもへったくれもありませんわね、まったく」

「ここは……」

　そこは、巨きよ大だいな虚うろを思わせる作りだった。

　暗黒空間に立ち並ぶ、理科実験室のようなテーブルとそこに乗せられた作りかけの佐賀繰唯。

　暗黒の内側へと進んでいく。

　思っていた以上に広い。おお、おおお、と嘆なげく声のする方へと進む。

　そして、狂三と響は佐賀繰由梨と再会した。

　背部に壁から伸のびたケーブルで繫つながれた彼女は、一種の虜りよ囚しゆうのようにも見える。しかし、彼女は生きていて、そして敵だった。

　姿形は変わりなく。だが、ぎらついた瞳ひとみが異様さを醸かもし出していた。呼吸が荒あらい。狂三は平気な表情で、銃じゆうを由梨の頭に突きつける。

『……妹、の、くせ、に……私を……裏切る……なんて……』

「──命いのち乞ごいは聞きません。代わりに『知っていることは？』なんて馬ば鹿かげた質問をするつもりもありませんわ。ただ一つ気になることがあります。あなた、もしかして元から死ぬ気でした？」

『……かもしれないね』

「なぜ？」

　佐賀繰由梨は嗤わらった。何もかもを、嘲ちよう弄ろうするように。それから、静かに口を開いた。

『──だって、ここにはあの人がいないもの。■■■■さんがいないのだもの』

　雑音ノイズ。彼女が呟いたのは、誰だれかの名前。

　その名を、どうしても認にん識しきできない。

『……好きに、なったの。好きになってしまったの。でも、わたしは支配者ドミニオンで、女王に仕えるビショップで、あの人に巡めぐり会うことは絶対にない。だから彼に会うためにこの隣界ごと死のうと思ったの』

　夢見るように、彼女は告げた。

　いや、違う。夢のように甘くはない。彼女は涙なみだを流し、その選せん択たくが間ま違ちがいであることを自覚している。

　しばらくの間、狂三も響も何一つ言葉を返すことができなかった。

　──雑音。やはり、名前が分からない。

『恋こいよ、この感情は間違いなく恋』

　佐賀繰由梨のことをようやく何とはなしに理解する。

　第七領域ネツアクの支配者ドミニオンであり、裏切り者。白の女王クイーンの手下、ビショップ。そして、それら全てを捨てて構わない恋をする少女だった。

「……死ねば、会えると思ったのでして？」

『分からない。でも、チャンスはあると思った』

　ワンチャンス。この隣りん界かいで死ねば、彼方かなたの世界に戻もどることができるかもしれない。夢のように夢から覚めて、現実に帰き還かんして──。

　夢想に過ぎないと知っている。そのためにあらゆるものを踏ふみにじらなければならないとも知っている。

『唯には悪いことをしたね。央おう珂かにも悪いことをした。他ほかの支配者ドミニオンにも、準精せい霊れいにも、数え切れないくらいの迷めい惑わくを掛かけて掛けて賭かけて──』

　けれど、だけど、それでも。

『──────会いたいなぁ、■■■■に』

　やはり、狂三の耳に名前は届かなかったけれど。

　その呟きには、万感の響ひびきがあった。

「……会えることを、祈いのっていますわ」

　指に掛かっていた引き金トリガーは重く、けれど確実にしっかりと時崎狂三は引いた。

　銃声がこだまする。

　佐賀繰由梨は彼方の世界に向かったのか。それとも魂たましいが消しよう滅めつし、ただの虚きよ無むになったのか。いずれにせよ、それは狂三にとって未知の世界。

　佐賀繰由梨は死に、そして次に〝誰か〟がビショップへと切り替かわるのだろう。

　彼女の恋心を知るのは、狂三と響のみ。

「……唯さんには、黙だまっていた方がいいでしょうか」
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「どちらでも良いと思います。けれど──どれほど残ざん酷こくでも、知らなければならないことがあるとわたくしは思うのです」

　狂三の言葉に、響は力ない笑えみを零こぼす。

　気付けば静せい寂じやく。背後に目を向けると、一品型の佐賀繰唯が立ち尽つくしていた。

「……由梨様は、身み罷まかられましたか」

「ええ、ええ。穏おだやかな最さい期ご、そう言えなくもないですわ」

　唯が崩れ行く佐賀繰由梨の頰ほおにそっと触ふれた。唯は全てを知っているようだった。

「この人は、酷ひどい人でした」

「……ですわね」

「裏切り者で、私に執しゆう着ちやくしていた癖くせに放ほうり出しました。横暴で、我が儘ままで、きっと私が死んだとしても『次がある』と涙一つ零さなかったでしょう」

　彼女は妹を量産した。非道な振ふる舞まいもあった。唯を見捨てて、次から次へと作り続けた。だから、悲しむことはない。現に、由梨は今の今まで唯のために泣いたりなどしなかったのだから。

「でも。この人は恋をした。そして、成じよう就じゆできなかった。それは──悲しいことだと思うのです」

　佐賀繰唯は信じない。この隣界で死ねば、それで終わりだと思う。受け継つがれるのは、この隣界から消えていった者たちの記き憶おくだけ。

　だから、自分の姉は無む為いに死んだのだと思う。

　そしてそれ故ゆえに、哀あわれだとも思う。愛した妹も地位も名めい誉よも忠誠も。何もかもを投げ捨てて、そして何も得られなかったのだから。

「……でも。そうしても後こう悔かいはなかったのでしょう」

　恋に生きて恋に泣き、そして恋のために散ったのだから。

「憎にくたらしいのに、こんなに愛いとおしい──」

　由梨が消失した。それを唯はただ見送った。

「唯さん、あなたは大だい丈じよう夫ぶでして？」

　狂三の問いに、唯は頷うなずいた。

「はい。元々、一品型の私はメンテナンスを含ふくめて全て自前で行えますから。量産型の方は、そう上手うまくいきませんが」

　その言葉に、響は隠し部屋から出て廊ろう下かの様子を覗のぞき込んだ。

「うわ」

　量産された唯たちは、ぴたりと身動き一つ取っていなかった。時間が停止したような空間。彼女たちの隙すき間まをかいくぐって、戦っていた四人が駆かけ寄ってくる。

「……終わったのぅ？」

　アリアドネの問い掛けに響は頷いた。量産型唯は既すでに活動を停止している。だが、犠ぎ牲せいはあまりに大きかった。

　宮みや藤ふじ央珂が殺され、佐賀繰由梨は裏切った。その一方、白の女王クイーンの戦力は変わらない。すぐにでも新たなビショップが任命され、補ほ充じゆうされるだろう。次のビショップは、女王を裏切ることはあるまい。

　徐じよ々じよに圧されていく感覚──降下する天てん井じように押し潰つぶされそうな気分。

「……時崎狂三。否いな、ここにいる全員に話がある」

　意を決した表情で、真夜が告げた。

「どうなさいましたの？」

「白の女王クイーンの目的は第一領域であるケテルにて彼方の世界への扉とびらを開くこと。そのためには、この隣界を崩ほう壊かいさせる必要があると認識している。そして──」

　その次に真夜が放った言葉は、その場にいる全員に衝しよう撃げきを与あたえた。

「……本当のようですわね」

「お願い、時崎狂三。白の女王クイーンがあれを知ったら、隣界が終わる。入口を塞がなきゃいけない。一つは第二領域コクマー、そしてもう一つは第五領域ゲブラーに」

「第五領域ゲブラーって、確かアレですよね。今、侵しん略りやくを受けている──」

「そう。篝かがり卦けハラカの愛弟で子しである蒼ツアンが抵てい抗こうを続けている。だが、最近になって白の女王クイーン側の攻こう撃げきが苛か烈れつさを増した、という報告が入った。だから第六領域テイフアレトではなく、第五領域ゲブラーに向かって欲しい。道案内は、彼女が務める」

　そう言って、真夜はアリアドネを指差した。

　アリアドネは「ええ、聞いてないよぅ」とボヤきつつ、それでも仕方がないと渋々と頷いた。何しろ、本当に正真正銘──世界の危機なのだから。








○エピローグ






「なあるほど」

　白の女王クイーンはビショップの記録を見て、くすくすと笑う。

「あの子がこんなことを考えていたなんて。我が子に裏切られる気分です」

　それきり、白の女王クイーンはビショップが佐さ賀が繰くれ由ゆう梨りであったことは忘れた。最も早はや不要な情報であり、彼女について何か理解するのは脳を圧あつ迫ぱくするだけだ。

　だから、あっけなく忘ぼう却きやくする。

　それよりも、より重要な情報が幾いくつかある。まずは──。

「お前」

　近くにいたエンプティに声を掛ける。緊きん張ちようして前に出た彼女に、白の女王クイーンは銃を突つきつけた。

「今日からビショップに生まれ変わりなさい。【蠍の弾アクラヴ】」

　銃声──蠍さそりの毒がエンプティの全身に巡り、肉体を変へん貌ぼうさせる。

「……誠心誠意務めさせて戴いただきます」

　ビショップに成った少女を、他のエンプティたちが羨うらやましそうに眺ながめている。

　三人の幹部になるということは、白の女王クイーンに仕えるエンプティたちにとって究極の昇しよう進しん。女王に提言し、女王の命令を聞き、自分たちに命令を下す立場だ。

「浸しん透とう作戦で動くのはここまでね。時とき崎さき狂くる三みの弱点も分かりましたし、第五領域ゲブラーの叛はん乱らん分子を一いつ掃そうしちゃいましょう」

「つまり──」

「ええ」

　白の女王クイーンは薄うすく笑って告げた。




「第五領域ゲブラーに向かいます。あの不毛の大地で決戦といたしましょう。到とう着ちやく次し第だい、わたしの人格も本物に切り替えます」

















そして春が来た






　放ほう浪ろうのギャンブラー（自じ称しよう）東ひがし出で祐ゆう一いち郎ろうでございます。

「デート・ア・バレット」四巻をお届けしたのは２０１８年の夏なのですが、それからあっという間に月日が流れ、この巻が書店に並ぶ頃ころにはアニメ「デート・ア・ライブ」三期もクライマックスが近付いている頃でしょうか。

　歳を取ると時間の流れが早いとよく言われますが、これは実際に感覚として研究されているらしく、幾いくつかの仮か説せつが取とり沙ざ汰たされています。

　その中でも個人的に気に入っている仮説が『子供は全ての体験が新しん鮮せんで、大人はどうしてもほとんどの体験が既き知ちのものとなるから』というものです。

　遊ぶ、学ぶ、動く、見つける、全ての経験が子供にとっては新鮮であり──そしてそれ故に、記き憶おくに刻むため時間の流れを感覚的に遅おそく感じるのだ、と。

　さて、以上を踏ふまえまして「デート・ア・バレット」もいよいよ五巻。毎巻、時とき崎さき狂くる三みという少女ヒロインの新鮮な姿をお届けしようと頑がん張ばっております。

　今回はバニーガール＆探たん偵てい。そしてジャンルはギャンブル＆ミステリ（もどき）。

　なお、ポーカーに負まけず劣おとらず麻雀マージヤンも好きで折角だから麻雀もやらせようか、とも思ったのですが、こちらトランプ以上に頭がおかしくなるほど小説で描びよう写しやするのはややこしいので、断念いたしました。

　狂三に「御ご無ぶ礼れい」「あなた背中が煤すすけていらっしゃいますわ」と言わせたかった……。

　それではいつものように、関係者皆みな々様に厚く御お礼れいを申し上げます。編集者様、毎度毎度、狂三チェックで本編の狂三に近い形にしていただける橘たちばな公こう司し先生、そしてセクシー＆スタイリッシュな狂三やバラエティ豊かなキャラクターを描えがいていただけるＮＯＣＯ先生、本当にありがとうございます。

　同日発売の「デート・ア・ライブ」最新刊共々、よろしくお願いいたします！

　いやまあ、この本を手にしてあとがきを読んでいる、ということは多分もう買ってるんじゃないかなと思いますが！

　次巻、第六領域テイフアレトは飛ばして炎ほのおと溶よう岩がんの荒こう涼りようたる大地へ！

　なお、第五領域ゲブラーが不ふ毛もうな大地であることと、「デート・ア・ライブ」本編に出てくる可愛い可愛い義妹いもうとの胸元が些いささかうら寂さびしい荒涼たるものであることに、特に因果関係はありません。
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